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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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第一話　攻こう略りゃく開始







　タワーマンションの玄げん関かんで、二に乃のは父の帰りを待っていた。

　──思い出しちゃダメ……。そう思うほど、風ふう太た郎ろうの顔ばかり思い浮うかんでしまう。

（アイツはアタシのことなんて、なんとも思ってない……。だから、アイツにはもう会わない……。）

　二乃の前に車が停とまって後部座ざ席せきのドアが開き、父の中なか野のマルオが降おりてきた。

「帰ってきたか、二乃くん。」

「パパ、そのくん付け、ムズムズするからやめてって言ってるでしょ。」

「悪かったね。先ほど全員赤点回かい避ひの連れん絡らくをもらったよ。きみたちは六人でやり遂とげたわけだ。おめでとう。」

「あ、ありがとう……。」

　二乃は、父の意外な言葉に戸と惑まどった。しかも、かすかに笑えんですらいる。

「どうやら上うえ杉すぎくんを認みとめざるを得えないようだ。だから明日からはこの家で……。」

「アイツとはもう会わない。」

　二乃は口早にさえぎると、父親をまっすぐ見つめて言った。

「それと……もう少し、新しい家にいることにしたわ。」

「……なんだって？」

「当然、一いち花かにだけ負ふ担たんはかけない。アタシも働くわ。自立なんて立りっ派ぱなことしたつもりはない。正しくないのも承しょう知ちの上。でも、あの生活がアタシたちを変えてくれそうな気がする……少しだけ、前に進めた気がするの。」

　二乃の真しん摯しな思いを、マルオはフッと軽く息を漏もらしてしりぞけた。

「……理り解かいできないね。前に進むなんて抽ちゅう象しょう的てきな言葉になんの説せっ得とく力りょくもない。きみたちの新しい家とやらも見せてもらったが……。」

　いつの間に──驚おどろく二乃を、マルオは淡たん々たんとした口調で追おい詰つめる。

「僕ぼくにはむしろ逆ぎゃく戻もどりに見えるね。五年前までを忘わすれたわけではあるまい。もうあんな暮くらしは嫌いやだろう？　いいかげんワガママは……。」

　鋭するどい目に二乃が圧あっ倒とうされそうになったとき、ブロロロロ……とエンジン音が近づいてきた。次の瞬しゅん間かん、強きょう烈れつなライトが二乃とマルオを照らす。

「なに……？」

　まぶしそうに細めた二乃の目に、いななきをあげる白馬が見えた……のは幻まぼろしで、光の中から一台のバイクが現あらわれた。

　ブレーキ音を響ひびかせて少し先で停とまり、ライダーがヘルメットのシールドを上げる。

「ここにいたか、二乃……帰るぞ。」

　振ふり返かえったのは、王子様──ではなく、なんと風太郎である。

「はぁあああ～～～～～～っ!?　えっ!?　ちょ……なにそれ!!」

「早く乗れ。バイトが始まるまえに帰らないといけない。」

　風太郎が放り投げてきたヘルメットを、二乃がパシッと受け取る。

「二乃……きみが行こうとしているのは茨の道だ。上う手まくいくはずがない。後こう悔かいする日が必ず訪おとずれるだろう。こちらに来なさい。」

　マルオが二乃に手をさしだす。父と風太郎のあいだで板いた挟ばさみになった二乃は、わずかに迷まよったあと、ヘルメットをギュッと胸むねに抱だきしめた。

「……パパ、アタシたちを見てて。」

　強いまなざしで言い切ると、風太郎のバイクに駆かけだし、ヘルメットをかぶって後部シートにまたがった。

「行って！」

「いや……え、えーっと……お父さん……娘むすめさんをいただいていきます……。」

　汗あせをダラダラ流しながら場ば違ちがいなセリフを口にすると、風太郎はブォンとエンジンをふかして走り去った。

「……江え端ばた。めでたいことに娘たち全員、試験を突とっ破ぱしたらしい。僕ぼくは笑えているだろうか。」

　車のかたわらに立った江端が、後方から「もちろんでございます。」と慇いん懃ぎんに答える。

「そうか……。父親だからね。当然さ。」

　遠ざかっていくバイクをにらみつけるマルオの顔は、しかし憎にく々にくしげにゆがんでいた。




　ネオンがきらめく夜の道路を、バイクが疾しっ走そうする。

「アンタは用よう済ずみって伝えたはずだけど！」

「面めん倒どうくさいことに、人間関係ってのは片かた側がわの意見だけじゃ進まないってことだ。」

「えっ!?　なに!?」

　風太郎の肩かた越ごしに顔をのぞき込こむ二乃。エンジンと風の音で、声がよく聞こえない。

「っていうか、このバイク……。」

「ああ、店長に借りた。」

　風太郎は声を張はり上あげ、赤信号で停てい車しゃすると、声を落として説明した。

「言ったろ、まえにいろんなバイトしてたって。そのとき無理して取ったんだ。」

「ふーん……びっくりするほど似に合あわないわ。」

　ふと見ると、風太郎のズボンの前ポケットから、短たん冊ざく状じょうの用紙が飛び出している。

「これ、試験結果の……。」と言いつつ、勝手にポケットから抜ぬき取とる。

「あっ、やめろ！　見んな！」

「どうせ全教科百点って、お決まりのアレなんでしょ。」

　しかし、風太郎の成せい績せきを見た二乃は、「アンタ……。」と言ったきり絶ぜっ句くした。

「一生の不覚……マジで恥はずい。」

『国89／数97／理94／社91／英88／合計４５９点』。十分立りっ派ぱな成績ではあるが、風太郎にとっては、全教科赤点を取ったも同然の結果だ。

「……アタシたちのせい？」

「ちげぇーよ。そんなこといいから飛ばすぞ。しっかりつかまってろ。」

　二乃が風太郎の腰こしに腕うでを回すと同時に、信号が青になった。

　風太郎が再ふたたびバイクを走らせる。あっという間に流れていく景色が、五つ子たちと出会ってからの日々のようだ。長かった家庭教きょう師しの仕事も今日で一区切り。二乃の言うとおり風太郎は用よう済ずみで、今までの関係もこれでおしまいになる。

「……寂さびしくなるな。」

　背せ中なか越ごしに聞こえてきた声に、黙だまり込こんでいた二乃はハッとした。

「っていうか、スピード遅おそすぎ！　飛ばすんじゃなかったの！」

「しかたねぇだろ、重いの抱かかえて走ってんだからな。」

「はぁ!?　重いって、誰だれに言ってんのよ！　まったく、嫌いやになるわ……。」

　急に歯切れの悪くなった二乃に、風太郎がチラッと視し線せんを流す。

「アンタはずっとそうだったわね……。ほんと最低、最悪……。あとは、そうね……。」

　本当に嫌になる。もう会わないと決めていたのに、お姫ひめ様さまを救すくいにきた王子様みたいに颯さっ爽そうと現あらわれるから……だから、胸むねにあふれてくる気持ちをごまかせなくなってしまう。

「好きよ。」

　思っていたよりずっと男らしい風太郎の背せ中なかで、一世一代の告こく白はく──。

　それきり二乃は口をつぐんだ。沈ちん黙もくのまま、二人を乗せたバイクが夜の街を駆かけ抜ぬけていく。




　ケーキ屋のドアベルが鳴り、風太郎と二乃が店の中に入ってきた。

「上杉さーん！　二乃を連れてきてくれたんですね！　こっちですよ～！」

　いちばん奥おくのテーブル席から、四よつ葉ばが二人に手を振ふる。

　二乃は風太郎の後ろで、うつむけた顔を真っ赤にしていた。

（言っちゃった……言っちゃった……！　コイツが好きだなんてどうしちゃったのアタシ!?　初めての告こく白はくなのに、なんで突とつ然ぜん言っちゃったんだろ……。あー、どうしよう！　っていうか……なんでこんな無む反はん応のうなの!?）

　まるで何事もなかったかのように、風太郎はいつもどおりの態たい度どなのだ。二乃が確たしかめようとしたら、風太郎は店長に呼よばれて厨ちゅう房ぼうに入ってしまった。

「かんぱーーーい！」

　テーブルに着席した五つ子たちが、お水で乾かん杯ぱいする。

「期末試験突とっ破ぱ、お疲つかれさま！」一花が言う。

「本当に赤点回かい避ひできるとは思わなかった。」と三み玖く。

「うんうん！　答案用紙を額がく縁ぶちに入れて飾かざりたいよ！」

　誇ほこらしげに自分の答案用紙を見つめる四葉に、「それはもうちょっといい点を取ってからにしようか……。」と一花が控ひかえめに忠ちゅう告こくする。

「お祝いだからって、これだけ贅ぜい沢たくしても大だい丈じょう夫ぶかしら？」

　父に大おお見み得えを切ってきたばかりの二乃は、懐ふところ具ぐ合あいが心配になってしまう。

「店長さんがご祝しゅう儀ぎとしてご馳ち走そうしてくださるみたいですよ。それにしても、私わたしたちの注文するものはやはりバラバラですね。」

　それぞれの前に置いてあるケーキを見て、五い月つきが苦く笑しょうした。

「まぁ、これは平へい常じょう運転だね。」と四葉も笑う。

「はい、四葉。」

　三玖が自分のケーキを一口分フォークで刺さして、四葉の口もとにさしだした。

「え？　なにこれ？」

「現げん文ぶんの問題、四葉の予想がドンピシャ。」

　五月と二乃も「そうでしたね。」「あれは助かったわ。」と口々に言う。

「じゃあ私も。」と一花が自分のケーキをさしだした。五月と二乃も続いて、四本のフォークに刺さった一口ケーキが四葉の前で順番待ちする。

「えええっ!?　それじゃ……。」

　パクッと食べ、「ししし！　おいしいね！」と四葉はうれしそうに笑った。

　姉し妹まいたちの顔にも笑えみが浮うかぶ。口の周りにクリームをつけた無む邪じゃ気きな様子はいつもの四葉だけれど、試験の結果がわかるまで不安やプレッシャーと一人で闘たたかっていたはずだ。

「あ、でも、私わたしもみんなに助けてもらったから、お返ししないと！」

「それを言ったら私たちも……。」と三玖。

「では、少しずつシェアしましょう。きっとこの試験も、そうやって突とっ破ぱできたのですから……。」

　五月が提てい案あんし、テーブルの真ん中に五種類のケーキが集められた。

「しかも、いろんな味が楽しめてお得とくです！」

　フォークを手に目をキラキラ輝かがやかせる五月。

「本当はそれが目当てじゃ……。」

　ジト目で勘かんぐる一花に、三玖が「はい。」とケーキをさしだした。

「一花、ありがとう。それに、おめでとう。」

　そんなふうに言われると、三玖の決意を知っていた一花は気がとがめてしまう。

「まさか一花が一番とはね。」二乃が横から言った。

「あはは……運がよかっただけだよ。」

　適てき当とうにごまかして、三玖のフォークからケーキを食べる。

「次は負けない。」

　正せい々せい堂どう々どうと挑いどんでくる三玖から、一花はあいまいな返事をして目をそらしてしまった。

　そんな二人をよそに、二乃は風太郎のいる厨ちゅう房ぼうばかり気になっていた。




　その厨房では──。

「僕ぼくは少し休きゅう憩けい入るから、あとよろしくね。」

「あ、店長。プリンを一つ、取り置きしてもいいですか？」

「いいけど、好きだったっけ？」

「いえ、バレンタインのお返しに。」

「!?」

　風太郎の口からありうべからざる言葉を聞き、ショックのあまり一いっ瞬しゅん白はっ骨こつ化かする店長。

「きみは仲間だと思ってたのに……裏うら切ぎり者もの……。」

「妹のですけど。」

　らいはが「はい、どーぞ♪」と両手にのせてくれたのはチロルチョコ一個こ。むろん愛あい情じょうを量や金きん額がくではかるようなゲスな真ま似ねはしないが、まだお年玉は残っているはずだ。

「なんだ、そういうことか。てっきりあの五人の誰だれかからかと思ったよ。」

　即そく座ざに立ち直った店長は、安心してバックヤードに行ってしまった。

「あり得えないですよ……。」

　風太郎は洗あらい場ばに向かってぽつりとつぶやいた。いや……もらったと言えば、一月から三玖にずっともらってはいたが──って、そんなわけないか。

　洗い物の続きをしていると、二乃が食べ終えた五人分のケーキ皿を運んできた。

「ご苦労さま……って、店長さんは？」

「いま奥おくに行った。」

　厨ちゅう房ぼうに風太郎と二人きり。二乃は胸むねを高鳴らせつつ、素そ知しらぬ顔をして言った。

「あら、そう……。お礼を言おうと思ったのだけど……少し待とうかしら……。」




　ケーキを食べ終えたあともなんとなく気き詰づまりで、一花は化け粧しょう室しつに立った。

「はぁ……うまく隠かくせてたかな……。」

　洗あらった手をハンカチで拭ふきながらつぶやく。三玖を応おう援えんしていた気持ちに偽いつわりはない……はず。けれど、教室で成せい績せき表ひょうをもらってから、心のどこかで思っていた。

（三玖は一番になったら告こく白はくするって言ってたけど、今回は私わたしが一番だった……なら、しても……いいのかな……。）

　鏡に映うつる一花の顔は、かすかに上気していた。




　厨ちゅう房ぼうでは、風太郎と二乃が肩かたを並ならべて皿さら洗あらいをしていた。

「悪いな、洗い物まで手伝ってもらって。」

「ご馳ち走そうになったお礼だわ。」

「もういいぞ。店長には伝えておくから、席で待ってろよ。」

　風太郎は蛇じゃ口ぐちの水を止めて、二乃に向き直った。

「そ、そうね……そうするわ……。」

　恥はずかしくて、まともに風太郎の顔を見ていられない。きびすを返して戻もどろうとした二乃は、しかし途と中ちゅうで足を止めた。

「どうした？」

　風太郎が何もなかったふりをしているのは、きっと返事に困こまっているからだ。

「やっぱり、バイクで言ったことは忘わすれてちょうだい。困らせちゃうのも当然だわ。突とつ然ぜんすぎたものね。少しアクセルを踏ふみすぎたみたい。何やってんだろ……。」

　風太郎に背せを向けたまま、二乃はひと息に言った。

「……二乃。」

　風太郎の視し線せんを背せ中なかに感じる。二乃はドキドキしながら次の言葉を待った。

「なんのこと？」

「……ええっ!?」予想外すぎて、耳を疑うたがいつつ振ふり返かえる。

「心当たりがないんだが……。つーかあのとき、風が強かったから聞きき逃のがしてたかも。」

「なっ……何よそれぇえええ～～～～～～っ!!」

「だから何を……。」

「なんでもないわっ！」

　二乃は逃にげるように厨ちゅう房ぼうを出ていった。聞こえてなかったなんて……。そもそも風太郎にとって、五つ子は恋れん愛あい対たい象しょう外がい。三玖のバレンタインチョコにも気づかないくらいだ。

（聞かれなくて、むしろよかったわ！）

　厨房に残った風太郎は、シンクの上の棚たなに食器をしまいながら首をひねっていた。

「二乃のやつ、なんだったんだ……。」

　コツコツコツ。靴くつ音おとが近づいてきた。

「あ、店長。全部片かたづけました……。」

　振ふり向むくと、そこにいたのは店長ではなく、なぜか舞まい戻もどってきてムスッと腕うで組ぐみしている二乃だ。

「アンタを好きって言ったのよ。」

　風太郎は、口をぽかーんと開けたまま固まった。

「は……？　え、なに……？」

　青せい天てんの霹へき靂れき、いや青天から豚ぶたが降ふってきたとて、これほど驚おどろきはしない。

「返事なんて求めてないわ！　ほんとムカツク。対たい象しょう外がいなら、無理にでも意い識しきさせてやるわ。」

　二乃がズンズン歩あゆみ寄よってきて、風太郎をシンクに追おい詰つめた。
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「アンタみたいな男でも、好きになる女子が地球上に一人くらいいるって言ったわよね。それがアタシよ。残念だったわね。」

　顔を真っ赤にして、二度目の告こく白はくをする二乃。その目は、はるか沖まで泳いでいる。

　──まさか二乃が……。通りすがりに廊ろう下かで偶ぐう然ぜん告白を聞いてしまった一花は、両手で口を覆おおい、厨ちゅう房ぼうの出入り口脇わきに立たち尽つくしていた。




　しばらく家に引きこもって勉強に集中していた風太郎は、らいはに頼たのまれて、というより命じられて、というより脅おどされて、スーパーマーケットにやってきた。

「フ、フータロー。」

　生せい鮮せん食品売り場で、三玖に声をかけられた。五つ子の誰だれかと顔を合わせるのは、ケーキ屋での祝賀会以来だ。

「よお。偶ぐう然ぜんだな。おまえも買い物か？」

「そう、当番。」

「ん？　ここよりもっと近い店があるのに、なぜ……。」

　とくに深く考えもせずにきくと、なぜか三玖はパッと顔を赤らめた。

「別にフータローに会えるかもしれないからまえに迎むかえにきた記き憶おくを頼たよりに少し遠回りしてこのお店まで来たわけじゃなくてたまたま歩いてたら自然とこの店に来ちゃったわけで。」

　まえもって用意したセリフを読み上げるように、ノーブレスで言い切る。

（三玖史し上じょう、いちばんの長文……。）

　風太郎のけげんそうな視し線せんに気づいた三玖は、急いで言いい訳わけを探さがした。

「あの……あっ、これ！　これ目当て！」

　目に留とまった『三千円以上お買い上げレシートで豪ごう華か景品を当てよう！』というキャンペーンポスターを指さす。

「へえ……こんなのやってるのか。」

「そ、そう……このお店だけなんだ……。あ……このＡ賞しょうの行き先、おじいちゃんの家の近くだ……。」

　一等のＡ賞は、離り島とうの温おん泉せん二泊はく三日ペアチケット五名様とある。

「温泉なんて金にもならん。狙ねらうならもちろん、Ｅ賞の商しょう品ひん券けんだ！　待てよ……このＢ賞は売ったらいくらだ？」

　ゲスい顔でＢ賞のペアリングに目をつける風太郎。

「……フータローには当たらない気がする。」

「やってみないとわからないだろ！　会計行くぞ！」

「待って。もう一つ、二乃に頼たのまれたものがある。」

　レジに向かおうとした風太郎は、二乃の名前を聞いたとたんピタリと足を止めた。

「そ、そうか……。」

　勉強に専せん念ねんすることにより、無理やり忘ぼう却きゃくの彼方かなたに追いやっていた青天の豚ぶたの告こく白はく……。

「……二乃、なんか言ってた？」

「なんかって？」

「いやっ、だよな！　なんでもない！」

　三玖が不思議そうに見ていると、唐とう突とつに風太郎が言った。

「あのさ……好きな人とかいる？」

　一いっ瞬しゅん、三玖の思考が宇う宙ちゅう空間に飛ぶ。

「……ええっ!!　い、いないよっ！　まえにも言ったでしょ！」

「あれから同じクラスに気になるやつとかできたんじゃないか？　恋こいバナしようぜ、恋バナ！」

　後ずさる三玖に、鬼き気き迫せまる顔でぐいぐい詰つめ寄よる風太郎。

「急にどうしたの、フータロー!?」

　どうしたもこうしたも、どうしていいかわからないから救すくいを求めているのだ。

「えーっと……知り合いがだな、同級生に告白されたらしくて。返事はいらないときたらしいんだが……その……。」

　会計を済すませ、作荷台で商品をエコバッグに詰めながら三玖に話す。

「正直、戸と惑まどっている……。」

　じっと聞いていた三玖が、ぷっと吹ふき出だした。肩かたを震ふるわせ、声を殺ころして笑っている。

「なんだよ……。」

「フータローでもそんなこと考えるんだ。ふつうの男の子みたい。」

「あくまで知り合いの話だからな！」

「そういうの一いっ蹴しゅうするタイプだと思ってたから、うれしいな。」

　一花とちがって告こく白はくされた経けい験けんのない三玖にも、告白した人の気持ちならよくわかる。

「私わたしの知り合いの話だけど……告白しようとしたけど、自信がなくてできなかった……らしい。したら最後……もとのように戻もどれないから……それくらい、勇気がいるんだよ。」

　三玖の話は、恋れん愛あいなど理り解かい不ふ能のうと切きり捨すててきた風太郎の胸むねにも響ひびくものがあった。

（そうなのか……。だが、あいつにどんな顔して会えばいいかわからん……。）

　いまだに告白できないでいる三玖もまた、風太郎の話に心を動かされていた。

（世の中には、そんな勇気のある人がいるんだ……。私はなんて臆おく病びょうなんだろう……。）

　そう言えば、らいはが家族でどこかに行きたがっていたな──風太郎はキャンペーンの応おう募ぼ用紙にレシートを貼はりつけ、応募箱に投とう函かんした。

（春休み、か……。）

　考える時間はいくらでもある。と、風太郎はそう思っていたのだが……。




「ヤッホーーーッ!!」

　ハイテンションのらいはと勇いさ也なりが、展てん望ぼう台だいから叫さけぶ。

　ヤッホーーー……ヤッホーーー……ヤッホーーー……。

　青空の下、緑豊ゆたかに連なる山々に二人の山びこが響ひびき渡わたった。

「旅行最高っ！」

「これもお兄ちゃんのおかげだね！　ありがとっ！」

　ベンチで所しょ在ざいなげに座すわっている風太郎を、らいはが満面の笑えみで振ふり返かえる。

　春休み。上杉家の三人は、離り島とうに家族旅行に来ていた。しかし、まさか本当に一等が当たるとは……。やはりＥ賞しょうの商しょう品ひん券けんにしておくべきだったと後こう悔かいしたが、あとの祭りだ。

「なんだろ、これ？」とらいは。展てん望ぼう台だいに設せっ置ちされた鐘かねのことだ。

　勇也が、観光パンフレットを読み上げてやる。

「この島随ずい一いちの観光スポット、『誓ちかいの鐘かね』……。この鐘を二人で鳴らすと、その男女は永えい遠えんに結ばれる……だとよ。」

「わぁ！　お兄ちゃん、写真撮とって！」

「おう。」歩きながらスマホを出すが、電でん源げんが入らない。

「……あ、やべ……充じゅう電でんすんの忘わすれてた。」

　らいはは「もーっ！」とムクれているが、使わなすぎてスマホの存そん在ざいすら忘れがちだ。

「しゃーねー、次行こうぜ。」と勇也。

「お兄ちゃんもついてきてよー！」

　楽しそうならいはを見て、風太郎はフッと笑えんだ。

（そうだな……あいつらのことは忘れて、今はこの家族旅行を楽しもう！）

　まずは、らいはたちのようにヤッホーでも叫さけんでみるか。

「よーし！」

　展てん望ぼう台だいの手すりに駆かけ寄より、山に向かって声を張はり上あげる。

「「ヤッホーーーーーーッ！」」

　ヤッホーーー……ヤッホーーー……ヤッホーーー……。

　……おかしい。なぜ男女の声の山びこが──。

　横目と横目の視し線せんがぶつかり、お互たがいギョッとする。

「上杉くん!?　なぜここに……。」

　なんと、五月である。

「おまえこそ……。」

　二人が見合っていると、慣なれ親したしんだ声が聞こえてきた。

「五月、早いよー……って！　あれぇ!?　上杉さんじゃないですか！」

　四葉に続いて、続々と五つ子たちが姿すがたを現あらわす。

　気まずそうに「噓うそ……。」とつぶやく一花。ラッキー♡という表か情おでほくそ笑えむ二乃。

「フータローも当たったんだ……。」

　最後は、登り坂に息切れしている三玖だ。

「まさかのおまえらも家族旅行かよ……。ありえねぇ……。」

　賞しょう品ひんはペアチケットなので上杉家は一人分の自じ腹ばらで済すんだが、今の五つ子たちに三人分もよけいに払はらえる金があるのだろうか。

「まさに家族旅行だ。だが、気をつけなければいけないよ。」

　このバリトン・ボイスは……風太郎は、おそるおそる声のするほうを見た。

「旅にトラブルはつきものだからね。」

　──中野父！　風太郎の体感温度が一気に極寒まで下がる。

「さて、ここで昼食にしようか。全員準じゅん備びを始めてくれ。」

　江端が背せ負おっていた大きなリュックを下ろし、五つ子たちが集まっていった。

　金持ちの父親と一いっ緒しょなら、そりゃ費ひ用ようの心配はないだろうが──。

（こいつら、いつの間に父親と和わ解かいしたんだ……？）

　風太郎が狐きつねにつままれたような顔をしていると、「どうしたのよ？」と後ろで声がした。

　いちばん避さけたかった顔が、すぐそばで風太郎を見上げている。

「に、二乃……！」

　昼食の準備にかかっていた一花と三玖が、申し合わせたように二人を振ふり返かえった。

「なによ。言いたいことがあるならハッキリ言いなさい……フータロー。」

　今まで「上杉」か「アンタ」だった二乃が、いきなりの名な前まえ呼よび。

　思わぬ伏ふく兵へいの出しゅつ現げんにショックを受けた三玖が、フラフラと二乃に近づいていく。

「ま、待って……呼び方……フータロー……どうしたの、二乃……。」

「アタシたちも出会って半年が過すぎたわ。そろそろ距きょ離りを詰つめてもいいと思わない？」

「それは……つねづね考えてはいるけど……。」

　自分がもたもたしているあいだに、二乃が告こく白はく一番乗りしたとは夢ゆめにも思わない。

「あ、そうだわ！　あだ名とかどうかしら？　三玖、なんか考えなさい。」

　片かた手てを腰こしに当て、ビシッと三玖を指さす。

「私わたしっ!?　……うえ……ふう……フータ……くん……フーくん！　なんちゃって。」

　呼よび捨すてより親しん密みつ度どアップ、これはもはや恋こい人びと呼よびで、カアッと顔を赤らめる三玖。

「へぇ、いいじゃない。」二乃は気に入った様子だ。

「って、そんなこといいから準じゅん備びするよ。」

　風太郎から引ひき離はなすように、三玖が二乃の背せ中なかを押おしていく。

「はいはい、わかったわよ。」

「お、おい……！」

　ちょうどそこへ四葉が通りかかった。風太郎が呼よび止とめようとするも、

「う～……緊きん張ちょうしてきた……。うまくできるかな……。」

　いつになく深しん刻こくそうな顔で、ブツブツ言いながら通とおり過すぎていく。

　困こまった。ほかに誰だれか──風太郎は、レジャーシートを敷しいている一花に目を留とめた。

「一花。説明してほしいんだが……。」

「あはは……ごめん、忙いそがしいからあとでね。」

　顔は笑っているが、シャッターを下ろすがごとく風太郎に背中を向ける。

（なんだ……？　少し会わないあいだに、全員よそよそしい……。）

　ふと視し線せんを感じて振ふり返かえると、五月がじっとこちらを見つめている。

「いつ……。」

　風太郎が名前を呼びかけたとき、マルオが歩あゆみ寄よってきた。

「五月くん、何をしているんだい？　江端から弁べん当とうを受け取ってくれ。」

「……はい。」

　マルオとその場に残された風太郎は、まさに針はりのむしろ状じょう態たいである。

「あの、先日は……。」思いきって話しかけるも、

「さあ、準じゅん備びを始めよう。久ひさ々びさに全員がそろったからね。」

　マルオは風太郎を無む視しして歩きだし、顔だけ振ふり返かえって殺ころし屋やのような目を向けてきた。

「家族水入らずの時間だ。」

　意い訳やくすると、邪じゃ魔ま者ものはさっさと消えろ──。冷ひや汗あせをかく風太郎に、三玖と二乃が「じゃあね、フータロー。」「たぶん同じ旅館よね。」と声をかけて去っていく。

　五つ子だけでも手に余あまるのに、あの父親まで同じ旅館とは──。しかも二泊はくである。

「上杉くん……あとでお話があります。」

　風太郎の横を通とおり過すぎざま、五月が小声でささやいていった。




　風太郎たちの宿は、昔ながらの古風な佇たたずまいの温おん泉せん旅館であった。

「わぁ！　お化ばけ屋や敷しきみたい！」

　精せいいっぱいの婉えん曲きょく的てき表ひょう現げんを一いっ瞬しゅんで吹ふき飛とばすらいは。だがある意味写実的ではある。

　勇也が「やってるよな？」と怪あやしみつつ入っていく。受付には、法はっ被ぴを着たよぼよぼの老人が一人。なにやらますます怪かい奇き味みが増ましてくる。

　勇也が記帳しているあいだ、風太郎は腕うで組ぐみをして考かんがえ込こんでいた。

（あとでって、いつだよ……。電話してみるか……。）

　スマホを取り出したが、真っ暗な画面を見てバッテリー切れだったことを思い出す。

「って、くそ……。」

　そのとき、中庭を散歩している、赤いジャージを着た五月の後うしろ姿すがたが目に入った。

　勇也とらいはには先に部屋へ行ってもらい、一人で中庭に出てみる。

「たしかこのへんに……。」

　キョロキョロあたりを見回していると、二階の廊ろう下かの窓まどに、星の髪かみ飾かざりと赤いジャージが見えた。いつの間に？　あわてて中に戻もどり階かい段だんを上がっていく。

「……五月のやつ、どこに……。」

　ゼェゼェしながら顔を上げると、廊下の窓から、中庭を歩いている五月の姿が──！

「ええっ!?　なんだと……。」

　しかたがない。いったん五月の追つい跡せきをあきらめ、風太郎は家族と合流した。そもそも家族旅行で来たはずなのに、ここでも五つ子に振ふり回まわされるとは……。

「ふぃ～、極ごく上じょう！　混こん浴よくがあったおかげで、家族で風ふ呂ろに入れたな。」

「お兄ちゃんものぼせるまえに出なよー。」

　勇也とらいはが、まだ湯につかっている風太郎に声をかけて出ていく。

（しかし、五月あいつから話があるって言ったくせに、どういうことだ……。）

　風呂を出て脱だつ衣い所じょで着き替がえようとしたら、籠かごに入れた浴衣ゆかたの上に、二つ折りの紙が置かれていた。その紙をぺらっとめくると、『０時　中庭』とだけ書かれている。

　夕食を食べ、家族でトランプ遊びなどして風太郎は夜中を待った。

　寝ねているらいはと勇也を起こさないよう、そっと部屋を出る。

「五月だよな……。なぜこんな回りくどいことを……。」

　メッセージを手に階かい段だんを下りると、薄うす暗ぐらい受付に白しら髪がの幽ゆう霊れいが──！

「うおっ!?」

　……と、思ったら旅館の爺じいさんである。

「な、中庭ってこっちですよね……？」

　風太郎が声をかけるも、爺さんは置物のようにぴくりとも動かない。

（……死んでんのか？）

　そこへ、浴衣ゆかた姿すがたの五月が階段を下りてきた。

「五月！　ちょうどよかった、俺おれも中庭に行くとこだったんだ。なんだよ話って。」

　つかつか歩あゆみ寄よると、五月はなぜかあせった様子で後ずさる。

「と、とりあえず中庭へ……。」

「いや、いま言え！　もう逃にがさないぞ！」

「え？　ええっと……。」

　口ごもっていたが、五月は覚かく悟ごを決めたように風太郎を見つめた。

「上杉くんは、私わたしたちの関係をどう思っていますか？」

「え……？　それは、まぁ……。」

　正面切って問われると、なんとも答えづらい質しつ問もんである。

「パ、パートナーとか言ってたろ、おまえも……。」

　風太郎は目を泳がせつつ、しどろもどろで言った。

「いいえ、私わたしたちはもうパートナーではありません。」

「た、たしかに、最近はろくに授じゅ業ぎょうもしてないから否ひ定ていはできんが……。俺おれの受けた依い頼らいは、おまえたちの卒業までだ。それまではいちおう家庭教きょう師しとして……。」

「もうけっこうです。」五月が強めにさえぎる。「この関係に、終しゅう止し符ふを打ちましょう。」

「は!?　なに言ってんだ！　ちゃんと説明しろ！」

　突とつ然ぜんの断だん絶ぜつ宣せん言げんにカッとなった風太郎が、五月の肩かたをつかんで揺ゆさぶる。

「痛いたっ……！」

　五月が壁かべのでっぱりに太ももをぶつけた。だが、風太郎には五月を気き遣づかう余よ裕ゆうがない。

「父親に言われたのか!?　なぜ今そんなことを……。」

　次の瞬しゅん間かん、風太郎の体がふわっと宙ちゅうに浮うき上あがった。

「言いゆん……。」

　ドガッ！　背せ中なかから床ゆかに叩たたきつけられ、風太郎は大の字に伸のびた。

　放心している風太郎の顔を、爺じいさんが見下ろしている。信じがたいが、爺さんに背せ負おい投なげを食らったらしい。

「爺さん……死んでたはずじゃ……。」

　爺さんの口がもごもごと動く。何か言っているようだ。

「え!?　なんですか!?」

　風太郎はガバッと上体を起こし、爺さんの口もとに耳を近づけた。

「わしの孫に手を出すな。殺ころすぞ。」

　──ということは、旅館の爺さんは、じいさんはじいさんでも、五つ子の祖じ父いさん!?

（もうわけわかんねぇ……。帰りたい……。）




「お兄ちゃん、朝だよー。起きてー。」

　いっこうに布ふ団とんから出てこない風太郎を、らいはが揺ゆり起おこす。

「んだよ……ずっと寝ねかせてくれ……。このまま寝続けて未来に飛ぶんだ……。」

　風太郎は枕まくらに顔をうずめ、うつ伏ぶせになってふて寝ねを決きめ込こんでいた。スマホはバッテリー切れのままで連れん絡らく手しゅ段だんはないし、五つ子の部屋に押おしかけるわけにもいかない。

「もーっ！　もしもし、お兄ちゃんは未来に飛ぶみたい。せっかく電話してくれたのにゴメンね、五月さん。」

「おはよう！」

　言いながらガバッと起き上がり、光速でらいはの手からスマホを奪うばい取とる。

「五月！　昨日はどういうことだ!?」

「それはこちらの台詞せりふです。なぜ中庭に来てくださらなかったのですか？」

「え……？」

「ねー、なんの話？」

　横からきいてくるらいはを、「ちょっと待ってくれ。」と手で制せいしてスマホに戻もどる。

「一度会って話をしよう。」

「そうしたいのはやまやまなのですが……。」

　五月は廊ろう下かの隅すみで、小声で電話の風太郎と話をしていた。

「あなたと会わせないよう監かん視しの目があり、なかなか抜ぬけ出だせそうにありません。」

　父親が、今も番人のように廊下で見み張はっている。

「それなら、いい場所があるぞ……。」風太郎の目がキラッと光った。




　女湯と男湯に挟はさまれた混こん浴よくの露ろ天てん風ぶ呂ろには、幸いほかに人はいない。

　やがて仕切りの竹たけ垣がきを隔へだてた女湯のほうから、ガラッと戸の開く音。

「デミグラス。」

　混こん浴よく風呂の湯につかった風太郎が、あらかじめ決めておいた合い言葉を口にする。

「は、ハンバーグ……。」

　五月も合い言葉を返す。仕切りがあるしバスタオルで裸はだかの体を隠かくしているが、すぐそこに風太郎がいると思うと、なんとなく恥はずかしい。

「オッケー。どうやら今度こそ本物の五月のようだな。」

　竹たけ垣がきを隔へだてて、二人が背せ中なか合あわせに湯につかる。ここなら父親の目も届とどかない。

「昨日、俺おれは受付で五月に会い、家庭教きょう師しを辞やめるよう促うながされた。つまり、あれはおまえじゃなかったってことだ。」

「ええ……私わたしの姉し妹まいしかあり得えません。」

　決まりだ。一花、二乃、三玖、四葉。あの中の誰だれかが、風太郎を拒きょ絶ぜつしている。

「誰か怪あやしいやつはいなかったか？　つーか、五月に変へん装そうした理由はなんだ……。」

「あっ、それはですね……。」

　五月が説明しようとしたとき、混こん浴よく風ぶ呂ろの戸がガラッと開いた。

「あら……。アンタとはよくお風呂で会うわね。」

　風太郎はギョッとした。入ってきたのは、バスタオルを体に巻まいた二乃である！

（二乃!?　どうして……。）

　竹垣の向こうで五月も息をのむ。混浴風呂に入っていく風太郎を見かけた二乃が、文字どおり体当たりのアプローチを決行中とは知る由よしもない。

「どうせ一いっ緒しょになったんだし、体でも洗あらってあげよっか？」

　岩風呂の脇わきにひざをつき、風太郎の目の前に胸むねの谷間をちらつかせる二乃。

（えぇえええ～～～～～～!?）

　五月は仰ぎょう天てんした。竹たけ垣がきの向こうで何が起きているの!?　思わず耳がダンボになる。

「ちょ、ちょっと待て。一ついいか？」

　風太郎は、やっと冷静さを取とり戻もどした。まずこれを確たしかめなければ……。

「誰だれだ？」

「え。」

「五月じゃない……となると……。いや、しかし……。」

　ドキドキしながら耳を澄すましていた五月は、あちゃーと目を閉とじた。

「馬鹿っ！」

　二乃の投げた風ふ呂ろ桶おけがカコーンと風太郎の頭を直ちょく撃げきする。

　脱だつ衣い所じょに駆かけ戻もどった二乃は、荒あらい息をしながらわなわなと体を震ふるわせた。

「……勇気出したのに……許ゆるさないわ……。」

　羞しゅう恥ちと怒いかりで、顔は湯上がりのように真っ赤になっていた。




「……今のはあなたが悪いです。」

　二乃が去ったあと、五月があきれたように言った。

「無茶な。全員同じ顔なんだぞ。」

「すべてが同じというわけではないと思いますよ。現げんに私わたしたちは見分けられています。きっとあなたにもできるはずです。愛があれば！」

　グッとこぶしを握にぎる五月。

「出たよ、トンデモ理り論ろん……。」

「しかし、疑ぎ問もんです……。あれほどあなたを嫌きらっていた二乃が、どういう風の吹ふき回まわしでしょう？」

　二乃だったか──風太郎は納なっ得とくした。にしてもアグレッシブすぎだろう。

「二乃だけではありません。一花も、三玖も、四葉も……春休みに入ってから、どこか変なのです……。昨夜はそれをたずねるため、あなたを呼よび出だしました。何かご存ぞんじありませんか？」

　二乃はともかく、やはり風太郎が抱いだいた違い和わ感かんは気のせいじゃなかったらしい。

「ご存じないな。そんなことより、ニセ五月問題のほうが最さい優ゆう先せんだ。あいつの真意が理り解かいできないままじゃ、本当に家庭教きょう師し解かい消しょうになりかねない。」

　五月は思おもい詰つめているようだが、お悩なやみ相談は後回しだ。

「そうですね……。しかし、じつは私わたしもニセ五月に共感できるところもあるのです。」

「えっ。」

「ニセ五月の真意は私にもわかりませんが……。もう利害一いっ致ちだけのパートナーではないということです。数々の試験勉強の日々……花火大会、林間学校……年末年始などなど……これだけの時間を共有してきたのですから。」

　風太郎と過すごした日々を思おもい浮うかべながら、五月はフッとほほえんだ。

「それはもはや、友達でしょう？」

　その言葉を、風太郎はじっと嚙かみしめた。花火大会のとき、五月から「百歩譲ゆずって赤の他人。」とバッサリ切きり捨すてられたことを思い出しながら──。

「恥はずかしいことを堂どう々どうと……。せっかくの旅行が台無しだ……。」

　そう言うと、風太郎はうつむけていた顔を上げてザバッと風ふ呂ろを出た。

「やるか……お悩み相談。」





第二話　スクランブルエッグ







　風ふう太た郎ろうがお悩なやみ相談を決意したというのに、女湯の五い月つきからはなんの反はん応のうもない。

「……ん？　聞こえなかったかな……。」

　風太郎が首をかしげていると、いきなり目の前の戸がガラッと開いた。

「ありがとうございます!!」

　現あらわれたのは、もはやある意味見み慣なれた光景──バスタオル一枚まいの五月である。

「おまえっ！　なんでこっち来てんだ！」

　回れ右して逃にげる風太郎を、五月がずんずん追ってくる。

「混こん浴よくなので問題ありません！」

「俺おれがいるけど！」

「なに言ってるんですか！　友達ならこれくらい当たり前……。」

と、そこで五月はわれに返った。赤面して胸むねを両りょう腕うでで隠かくすと、背せを向けている風太郎にくるっと背を向ける。

「……ではありませんね。すみません……忘わすれてもらえると助かります……。」

「おまえには、やってもらわなきゃいけないことがあるんだ。しっかり頼たのむぞ。」




「お父さん。少しお話があるのですが。」

　風ふ呂ろを出た五月が、廊ろう下かに立って監かん視ししている父親に歩あゆみ寄よっていく。

「なんだい？」

　マルオが五月のほうを向いた隙すきに、風太郎は忍しのび足あしで五つ子たちの部屋へと向かった。

（よし！　ここさえクリアすればちょろいもんだぜ！）

　あいつら一人一人に話を聞いてやればいい。それがニセ五月の特定につながる可か能のう性せいも大いにあり得うる。それに、どうせ大したことない悩なやみだ。

　サッと壁かべに張はりつき、客室の戸をスーッと開けてすばやく体を滑すべり込こませる。

（一いち花か、二に乃の、三み玖く、四よつ葉ば、待ってろ！　やってやるぞ！）

　勢いきおい込こんで襖ふすまを開けた風太郎は、ヒッと息をのんだ。

　──五月が四人いる！

　同じ浴衣ゆかたに同じ顔。ゆるいウェーブのかかった長い髪かみと両側に星の髪かみ飾かざり……。

（五月の森……。なんで全員、五月になってんだ……？）

　風太郎はガクッと襖に寄よりかかった。

「フータローくん、ノックくらいしてよ。」

「びっくりさせちゃった。」

　じつは一花と三玖だが、ここまで擬ぎ態たいされると声や口調のちがいもあやふやになり、風太郎の目にはどちらも五月に見える。

「これはですね。」

　理由を説明しようとしたのは四葉、その四葉を手で制せいしたのは二乃だ。

「ちょうどよかったわ。アンタにはもう一度試ためしてみたかったのよ。覚えているかしら？　五つ子ゲーム。アタシたちの誰だれが誰だか、当ててみなさいよ。」

　風太郎の目の前に、四人の五月が顔をそろえた。まったく見分けがつかないが、このままおめおめと引き下がるわけにはいかない。

　手がかりをつかむため、風太郎はこたつで一人ずつ面めん接せつを行うことにした。

『一人目の五月』

「自じ己こ紹しょう介かいですね。中野五月、五月五日生まれ。十七歳さいのＡ型がたです。」

　質しつ問もんを誤あやまった。みんな一いっ緒しょだから、まちがえようがない。

『二人目の五月』

「好きなことですか……。やはり、美お味いしいものを食べているときは幸せですね。」

　また質問を誤った。五月なら、回答はこれ一択たくだ。

『三人目の五月』

「なっ！　上うえ杉すぎくん！　女の子にそのような質問をするのはいけませんよ！」

　質問じたいがヤバかった。顔を赤らめているが、五月も同じ反はん応のうをするだろう。

『四人目の五月』

「…………」

　質しつ問もんが尽つきた。面と向かい合ったが、まるきり五月と同じ笑え顔がおだ。

（くそぉ！　全然ちがいがわからねぇ！）

　今さらだが、五つ子ってこれほど似にるものなのか？　クローンを疑うたがうレベルである。

「あのぉ……もう質問もないなら……。」

「なんで全員五月の変へん装そうなんてしてんだ？」

「!!　えーとですね……話すと長いん……のですが……えーと……。」

　あれ……？　風太郎はふと気づいた。この五月、もしかして──。

「昔から私わたしたちはそっくりの五つ子で、自他共に認みとめるなかよしさんだったのです。おじいちゃんもそれを見て喜よろこんでくれてました。しかし、ある日……私がみんなとちがう格かっ好こうをしてみたんです。」

「ふーん。どんな格好なんだ？」

「それは今と同じうさちゃんリボ……。」言いかけてハッと口をつぐむ。

「おまえ、四葉だろっ！」

　風太郎がビシッと指さすと、四人目の五月は露ろ骨こつに目をそらした。

「な、なんのことかわかりませーん……！」

　無理をしているのがバレバレだ。いちばん噓うそをつくのが下手で暴あばきやすいとは思っていたが、これほどあっさり引っかかるとは。

「い、五月が続きを話しますね……。」

「……わかった。最後まで話してくれ。」

　四葉はホッと胸むねをなで下ろすと、五月のふりを続けて話しだした。

「五人同じじゃない私わたしたちを見て、おじいちゃんはものすごく心配をしちゃって……。仲が悪くなったんじゃないかと……。しまいには倒たおれてしまったのです。それ以来、おじいちゃんの前ではそっくりな姿すがたでいると決めました。」

　言いながら、五月のトレードマークの星の髪かみ飾かざりにふれる。

「そして話し合いの結果、五月ということになったのです。だから春休みに入り、この旅行が決まってから、ちゃんと変へん装そうできるか不安で不安で……。」

　四葉の様子がおかしかったのは、これが原げん因いんだったのか。

「それでずっと悩なやんでたのか？」

「あはは……みんなは楽しそうだったので、言い出しづらかったのですが……。」

　案の定しょうもない悩なやみだが、これでニセ五月が四葉という線は薄うすくなった。

「あんな怖こわい爺じいさんのために……おまえらえらいな。」

「いいえ、とっても優やさしい人ですよ。私わたし、大好きです！」

　四葉がニッコリ笑う。五つ子たちなりに、あの爺さんを思いやってのことなのだろう。

（しょうもない悩みだろうが、こいつらは真しん剣けんだ……。）

　五月が父親の注意を引きつけているうちに、ほかの三人の話も聞いてやれるといいのだが──。




　面めん接せつが終わり、こたつに四人の五月が集まった。

「さて、ひと通り話して見分けられましたか？」

　二番目の五月だった二乃が言う。

　風太郎は四葉を指さそうとして、あれっと動きを止めた。

「どれが四人目の五月だ……？　さっきはわかったのに……。」

「はぁ……ガッカリ。やっぱりダメみたいね。」と二乃。

「待ってくれ！　もう一回……。」

　そのとき、コンコンとノックの音がした。

　風太郎がギクリとする。中野父だとしたら、今度こそ命が危あぶない──！

　次の瞬しゅん間かん、襖ふすまが開いた。顔を出したのは、五つ子の祖そ父ふである。

「あ、おじいちゃん。」「おはよー。」素そ知しらぬふりをする四葉と一花。

　何か言いたいことがあるらしく、祖父はもごもごと不ふ明めい瞭りょうな声を発している。

「え？　え？」と四葉がきき返す。「なんか、心配してるみたい。」と三玖。

「安心して。今でもそっくり仲よしだから。」

　一花の言葉に祖父がニッコリし、四人が朗ほがらかな笑い声をたてる。

（危ねぇ……。父親かと思ったが、結果オーライ……。）

　ほかに逃にげ場ばのなかった風太郎は、とっさにこたつの中に潜もぐり込こんでいた。

（この中でニセ五月がいるとしたら、あるかもしれない……。）

　昨夜、壁かべのでっぱりにぶつけた足に何か痕こん跡せきが残っていれば、そいつが本物のニセ五月だ。幸いにも今、風太郎は正せい座ざした四人の太ももに囲かこまれている。

　風太郎は、いちばん手近の浴衣ゆかたの裾すそをぺらっとめくった。

「!?」

「ちょ、ちょっと……。」

「ダ、ダメ……。」

「何してんのよ……!?」

　四人の浴衣を次々にめくり、一人の太ももに青いアザを発見した。

（あったっ！　こいつがニセ五月だ！）

　こたつの中からそっと顔を出す。ニセ五月は心なしか緊きん張ちょうしているようだ。

「じゃあ大広間に行こっか！」

　危き険けんを察知したらしいニセ五月がサッと立ち上がり、四人は祖そ父ふと一いっ緒しょに部屋を出ていってしまった。

　──取とり逃にがしたか。部屋に残された風太郎は、こたつからゴソゴソと這はい出でた。

「いちおう、成果はあったな……。」

　しかし、風太郎を排はい除じょしようとする理由がわからない。期末試験も無事合ごう格かくして、今のところすべて順調だったのに……。

　風太郎が部屋を出ると、戸口の脇わきで、見た目は五月の誰だれかが待まち構かまえていた。

「ちょっといいですか？」

「えー……四葉？」

「ブー。ヒントです。」と首回りにヘッドフォンをかけるジェスチャーをする。

「二乃！」

「ヒント２。」横分けにした前まえ髪がみで右目を隠かくすジェスチャー。

「あー！　一花だ！」

　ムッとした顔でプルプル震ふるえているところを見ると、一花でもないらしい。

「そうか、まさかの五月本人！」

「わざとでしょ！」ぷくーっとふくれる三玖。

（ガチでわからん……！）

　どうやら残る一人の三玖らしいが、五月の森の奥おく深ふかくに迷まよい込こんだら、死ぬまで出口を見つけられないのでは……と慄おののく風太郎であった。




「かゆいところはありませんか～？」

　二乃が一花の背せ中なかを流しながら、おどけて言う。

「もー……ここまでしてくれなくていいのに。それで、なんで私わたしなんだろう。」

　なぜか二乃が、「朝あさ風ぶ呂ろに行かない？」と一花だけを誘さそってきた。嫌いやな予感を覚えながらも、断ことわる理由もなくて、二人で風ふ呂ろに入っているわけだが……。

「ほら、アンタってたくさんされてるらしいじゃない──告こく白はく、とか。」

　一花はドキリとしたが、二乃は気づかずに続けた。

「こんなこと、ほかの子には言えないわ……。」

　嫌な予感が確かく信しんに変わりつつある一花に、二乃は頰ほおを染そめて言った。

「好きな人ができたの。」




　大広間では、四葉が五月のかっこうをしたまま、ぽつんと一人で座すわっていた。

「みんな遅おそいなー……。もうお腹なかすいた……。」

　返事をするかのように、グウゥ～とお腹が鳴る。

「お腹がすきました！　……ちょっとちがうなぁ。」

　まだ五月っぽさが足りない気がする。四葉は立ち上がって思いきりよく言った。

「お腹がすきましたぁ～～～！　……うんうん、五月はこんな感じ！」




　風ふう太た郎ろうたちの状じょう況きょうを知らない本物の五月は、懸けん命めいに父親マルオを足止めしていた。

「そ、それでカーテンを買いにいったのですが、色の好みは五人五色。全員がちがうものを選び、一時は険けん悪あくな雰ふん囲い気きに……。」

　五月の中身のない長話に、マルオは無む表ひょう情じょうで耳を傾かたむけ続けている。

（上杉くん……私わたしはいつまでここにいればいいのでしょう……。まだ朝ご飯も食べてないのに……。）

　ほかほかの白いごはんを想そう像ぞうするだけで胃いが痙けい攣れんしてくる。

（そろそろお腹なかがすきましたぁ～～～……。）




　五月が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしているころ、風太郎は三玖のあとについて二階の廊ろう下かを歩いていた。

「突とつ然ぜんお父さんがいて驚おどろいたでしょ。」

「ああ……。」

「フータローと一いっ緒しょに応おう募ぼした懸けん賞しょうで、まちがえてまえの住所書いちゃった。おかげで全員で旅行に来てるんだけど。」

　やっぱり三玖か……。しかし、同じ顔をどうやって見分ければいいのか。見分け方のコツがあるなら、ぜひ知りたいものだ。ふと「愛があれば！」という五月の言葉を思い出す。

（あきらめんな、俺おれ！　よく観察しろ！　愛１００％だ！）

　グッとこぶしを握にぎり、三玖の後うしろ姿すがたを真しん剣けんな目で見つめる。五月が言うには、三玖にも悩なやみがあるらしい。じつは先月あたりから一つ心当たりがあった。まさか三玖は……。

（……あきれるぜ。俺はいつからそんなことを考えるようになったんだ……。）

　観察に没ぼっ頭とうするあまり、風太郎は知らず知らず三玖のお尻しりを凝ぎょう視ししていた。

（なんかいやらしい視し線せんを感じる……！）

　三玖がビクッとして振ふり返かえる。風太郎は足を止め、あきらめのため息をついた。

「降こう参さんだ。意地悪せずに教えてくれ。」

「それはルール違い反はん。もう少しがんばってみてよ。」

　そう言って、風太郎に期待のこもったまなざしを向ける。

「私わたしも当ててほしい……フータローに。」

「じゃあせめて足を見せてくれ。」しれっと探さぐりを入れる風太郎。

「え！　なんで!?」

　そのとき、風太郎の背はい後ごに五つ子の祖そ父ふがぬっと現あらわれた。

「おじいちゃん……。」

　爺じいさんがもごもごと口を動かす。風太郎は「……はい？」と耳を近づけた。

「見たぞ、また孫に手を出そうとしてたな？」

　また背せ負おい投なげを食らってはたまらない。風太郎は爺さんからパッと離はなれ、

「あっはっは……今日は何もしてませんよ。」と噓うそ笑わらいで言った。

「三玖よ。何もされとらんか？」

「う、うん……。」

　爺じいさんは風太郎に顔を近づけ無言で威い圧あつすると、きびすを返して去っていく。

　助かった──脱だつ力りょくして安あん堵どの息をついた風太郎は、ハッと気づいた。

「あの爺さん、顔だけで三玖と判はん別べつしやがった……。三玖、先に行っててくれ！」

　風太郎はダッと駆かけだすと、なりふりかまわず爺さんの足元に土ど下げ座ざした。

「爺さん！　いや、師し匠しょう！　お願いがあります！」




「恋れん愛あい相談なんだけど……。」

　岩いわ風ぶ呂ろの端はしと端に離れてつかると、二乃がストレートに切りだした。

「出会いは最悪だったわ。でも、気づいちゃったのよ。アイツが好きだって。」

　一花は思わず目を伏ふせた。

（二乃、お願い……。それ以上言わないで……。）

　今はまだ微び妙みょうに保たもたれている姉し妹まい間かんの均きん衡こうが、聞いたら一気に壊こわれてしまう。

「相手は……ダメ！　こればっかりは言えないわ！」

　──知ってるけど。恥はずかしそうに身み悶もだえる二乃を見て、一いっ瞬しゅん冷静になる一花。

「つい先日、ソイツに告こく白はくしちゃったけど……それが正せい解かいだったか、自分でもわからない……。そこでききたいわ。告白されたら、多少意い識しきするのかしら？」

「私わたしの経けい験けんでは、だけど……。」

　本当はお姉ちゃんらしく相談にのってあげたい。けれど抑おさえきれない嫉しっ妬とが、その思いを簡かん単たんに打ち負かしてしまう。

「ごめん。そういうことはなかったかな。」

　一花の形のいいあごの先から、水すい滴てきが白い胸むなもとにぽとんと落ちる。

（私だってフータローくんのことを……。だからまだ、このままでいさせて……！）

　そんな一花の願いをよそに、二乃は勝手に解かい釈しゃくして言った。

「そう……告白だけじゃ足りない、と。」

「えっ!?　いや、そうじゃなくて。出会いは最悪だったんだよね？　その人のこと、本当に好きなのかな？」

「アイツはアタシの大切なものを壊こわす存そん在ざいとして現あらわれたわ。だけどあの夜、王子様みたいなアイツを別人と思おもい込こんだまま、好きになっちゃった。」

　林間学校の肝きも試だめしの夜、風太郎を金きん太た郎ろうだとカンちがいして恋こいが始まった。

「そして理り解かいしちゃったのよ。アタシが拒きょ絶ぜつしていたのは彼かれの役やく割わりであって、彼かれ個こ人じんではなかったことを……。王子様が彼だと気づいてからは、もう歯止めがきかなかった。」

　バイクで颯さっ爽そうと連れ去ってくれた風太郎を思い出し、二乃はうっとりと頰ほおを染そめた。

　大っぴらに恋こい心ごころを語る二乃に、一花の中で再ふたたびどす黒い感かん情じょうが湧わき上あがってくる。

「そんな……だから好きになったって……そんなの都合がよすぎない？」

　二乃は一いっ瞬しゅんキョトンとしたあと、腕うでを上げて大きく伸のびをした。

「……そうよね。こればかりは自分でも引いてるわ。」

　言いながら頭の後ろで腕を組み、岩にもたれかかる。

「だからって、あきらめるつもりもないけど。だってこれはアタシの恋だもの。アタシが幸せにならなくちゃ意味ないわ。」

「も、もしっ……同じ人を好きな人がいたら？　その子のほうが自分よりずっと、彼のことを想おもってるとしたら？」

「それは……そうね……。悪いけど、蹴け落おとしてでも叶かなえたい。そう思っちゃうわ。」

　一花は呆ぼう然ぜんとなった。

（と、止まらない……！　愛の暴ぼう走そう機関車だ！　話も聞いてくれない！　相談って言ったのに！）

　二乃がザバッと立ち上がって温泉を出ていく。

「アンタと話せてよかったわ。やっぱ告こく白はくだけじゃ足りないのね。」

「何するつもり!?」

「手を……ううん、抱だきしめて……それでもわからないなら……キスするわ！」

　はちきれそうな胸むねの前で両手をギュッと握にぎりしめる二乃。一花は仰ぎょう天てんした。

「そ、それはまずいよ！　いきなりキスって！」

「そうよね……冷静に考えて……。」

　そうそう、冷静になって──一花がホッとしたのもつかの間、

「下手くそだったら嫌きらわれちゃうわ。」

　振ふり返かえった二乃が、女め豹ひょうのごとく目をギランと光らせた。

「アンタ、キスシーンとかもうしたのかしら!?」

　二乃が一花に顔を近づけ、ぐいぐい迫せまってくる。

「な、何をするつもり!?」

「いいじゃない！　姉し妹まいなんだから！」

「姉妹だからダメなのーーーっ！」

　愛の暴ぼう走そう機関車が、脱だっ線せんして制せい御ぎょ不ふ能のうに陥おちいった。




　壁かべ時ど計けいの針はりが、夜の十一時を回った。

　一花は受付の向かい側の壁にもたれ、ひざを抱かかえて座すわっていた。

　今朝、風ふ呂ろを出たあと、脱だつ衣い所じょで浴衣ゆかたを羽は織おりながら、二乃が一花に言った。

　──夜になったら、ここを抜ぬけ出だして彼かれに会いにいくわ。

　──えっ!?

　──そのときのネックはパパね……。だから、一花はパパを見み張はっててほしいの。

　今、父親は一階の祖そ父ふの部屋で話をしている。もし二階の五つ子たちの部屋に来ようとしても、ここで一花が足止めすれば、二乃がいないことには気づかれない。

　きっと今夜、二乃は風太郎と密みっ会かいする。

（そして、もしかしたら……キスを……。）

　胸むねが引ひき裂さかれるようで、一花ははんてんの裾すそをギュッと握にぎりしめた。

（もう止められない……。）

　二乃は一花みたいにずるくない。誰だれの目も気にせず、全力で本気で風太郎に恋こいしてる。今の一花には、二人のあいだに入る余よ地ちもないし資し格かくもない……。

　ひざに顔をうずめていると、「う～～トイレトイレ。」と四葉が階かい段だんを下りてきた。

「ん!?　一花……。」

　一花の様子がおかしいことに気づいた四葉が、心配そうに近づいていく。

「……どうしたの？」

　一花がわずかに顔を上げた。その瞳ひとみに涙なみだがあふれている。

「一花……泣かないで。」

　涙なみだの理由はきかず、四葉は一花の前にしゃがみ込こんだ。

「……そうだ、久ひさしぶりにあそこ行こっ。」

　旅館の二階の屋根に出ると、空には宝ほう石せきをちりばめたように満天の星が輝かがやいていた。

　昔、姉し妹まいでよくしていたように、瓦かわらの上に二人並ならんで座すわる。すると、旅館を出ていく父親の姿すがたが見えた。
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「あっ、お父さん。ししし……まさかこんなところにいるとは思わないだろうね。」

　いたずらっ子のように笑う四葉の隣となりで、一花はひそかにあせりの色を浮うかべた。

（どうしよう……。二乃に頼たのまれたとおり、止めなきゃいけないのに……。）

　部屋にいない五つ子を探さがしているにちがいない。迷まよっているうちに、父親の姿は木の陰かげに消えてしまった。

「えっと……一花……。よくわからないけど……。」

　四葉は言いかけてブルッと震ふるえ、「ぶぇっくしょんっ!!」と盛せい大だいなくしゃみをした。浴衣ゆかた一枚まいだけなので、体が冷えてしまったらしい。

「ハハ……夜はまだ寒いね。」

　一花はふっと表ひょう情じょうをなごませ、自分のはんてんを脱ぬいで四葉に羽は織おらせてやった。

「そんな薄うす着ぎで出てきたからだよ。ほら、洟はなも出てる。」

　一花がティッシュを出して四葉の鼻を拭ふこうとする。

「こ、これくらい一人でできるよっ！」

　四葉はムキになってティッシュを奪うばい取とると、チーンと洟をかんだ。

「ふふっ。いつまでもお子様なんだから。」

　そんな四葉の姿すがたに癒いやされたように、一花はお姉さんの顔でほほえんだ。

「ありがとね。元気づけようとしてくれたんでしょ？　でも平気だから。私わたし、お父さんを追いかけないと……。」

　腰こしを上げた一花の手を、「待って！」と四葉がつかむ。

「無理してない？　心配だよ。気のせいだったらごめん……。」

　けれど四葉の目には、笑顔の裏うらで一花が傷きずついているように見えるのだ。




　五つ子たちの部屋には、五月と三玖だけが残っていた。

「みんな、どこに行ったんだろう……。」

　窓まどの外を見ていた三玖が、カーテンをギュッとつかむ。

「もしかして、フータローのとこだったりして……。」

「あはは……こんな夜中に会いにいく理由なんて。」と言いかけて、五月は口をつぐんだ。

　ない、とは言い切れない。会うことはできなかったが、ゆうべ『０時　中庭』のメモで風太郎を呼よび出だしたのは、ほかならぬ五月だ。

「三玖。ただ待ってるだけなのもなんなので、温おん泉せん入りにいきませんか？」




　屋根の上では、四葉が話を続けていた。

「この旅館に来てから、昔のこと思い出してたんだ……。昔はおじいちゃん怖こわかったな～とか、イタズラばかりしてお母さんによく怒おこられてたな～とか。」

「ふふっ。四葉は昔からやんちゃだったもんね。」

　思い出話に引ひき込こまれたように、一花もまた腰こしを下ろす。

「なに言ってんの？　いちばん怒られてたのは一花でしょ？」

「そ、そうだっけ？」

「忘わすれたとは言わせないよ。似にた者もの同どう士しの私わたしたちの中でも、一花はガキ大だい将しょうって感じだったんだから。おやつを横取りされたことなんて数え切れないし。」

「ご、ごめん……。」

「私が集めてたシールが一花のカバンに貼はってあったり。」

「すみません……。」

「仲よくしたいって言った子も、次の日には一花とおしゃべりしてたっけ。」

「昔の私、そんなことまで……？　ま、まぁそんな私も大人になったってことで……。」

「不思議だったんだー。なんで私たちは子こ供どものままなのに、一花だけ大人になれたんだろうって。」

「それは……お母さんが死んじゃったあとの、あの痛いた々いたしい五月ちゃんの姿すがたを見てたらね……。当然だよ。お姉ちゃんらしくしないと。」

　一花の口もとが引きしまる。私は五つ子の長女なんだ。しっかりしないと──母亡なきあと、そういうふうにずっと自分を律りっしてきた……。

「うん。一花がお姉ちゃんでよかった。」

　四葉の温かい声に、一花の表ひょう情じょうがふっとゆるむ。

「これだけは言っておきたかったの。子こ供どものころの一花はガキ大だい将しょうで、すぐ人のものが欲ほしくなっちゃう嫌いやな子だったけど……私わたしたち姉し妹まいのリーダーだった。」

　そう、いつも一花が先頭に立って、ほかの四人を引ひっ張ぱっていってくれた。

「あのころからずっと……お姉ちゃんだと思ってたよ？」

　照れくさそうに一花をのぞき込こむ四葉。

「だから……あれー？　何が言いたかったのかな……うーん……。」

　少し考え込んだあと、四葉は納なっ得とくしたように一花のほうを向いた。

「一花だけ我が慢まんしないで、したいことしてほしい……かな！」

「……私が、したいこと……。」

　ずっと、今が続いてほしかった。このいちばん居い心ごこ地ちのいい空間が変わってほしくなかった。でも、本当は──。

「誰だれにも取られたくなかったんだ……。」

　無理やり封ふうじ込こめていた本音が、ぽろりと一花の口から滑すべり出でた。

　意味がわからない四葉は、「ん？」とキョトンとしている。

　一花はフッと笑うと、四葉に貸かしたはんてんを脱ぬがせ、また自分が羽は織おった。

「あれっ？　えっ??」

「ふぅー……じつは私わたしも寒かったんだ。」

「えーーーっ!?　一度は貸してくれたのに！」

「ふふふ……じゃあ部屋に戻もどろ。」と再ふたたび立ち上がる。

「そうだね……って、一花はお父さんに用事があるんだっけ？」

　少しの間のあと、一花は吹っ切れたような笑え顔がおで言った。

「……ううん。もういいや。」




　風ふ呂ろに行こうと階かい段だんを下りた五月と三玖は、祖そ父ふと風太郎に鉢はち合あわせした。

「ここで何してるの？」

　きいたのは三玖だが、修しゅ行ぎょう半ばの風太郎には、やはり二人とも五月にしか見えない。

「えーーー……。」

「五月、三玖。」

　あっさり爺じいさんに先を越こされ、風太郎は地じ団だん太だを踏ふんで悔くやしがった。

「あーっと！　いま言おうとしたのに！　先に言われちまったぜ、いま言おうとしてたのに！」

「あの……あなたは何を……。」五月はあきれた。

「もう少しだ！　もう少しだけ待ってくれ！　おまえたちの祖じ父いさんがもう少しで教えてくれそうなんだ。」

　そのあいだに、爺さんはもう廊ろう下かの先を歩いている。風太郎は「待ってくださいよっ！」とあわてて追いかけていった。

「あきれました。あの人は自分で解かい決けつする気はないのですか。」

「しかたないよ……。たった半年のつき合いで私わたしたちを見分けようなんて無理な話だよ。」

　そう言うと、三玖は悲しげに目を伏ふせた。

「爺さん、いいかげん教えてくれ。あいつらを見分けるコツとかないんですか？」

　風太郎は爺さんに食い下がっていた。らいはと勇いさ也なりは二人で遊びにいったが、風太郎は今日一日中、爺じいさんにくっついて五つ子を観察していた。しかし、いまだニセ五月のヒントは得えられていない。あの足のアザだって、いつまで残っているか……。

　爺さんがもごもごと何か言っている。風太郎はその口もとに耳を近づけた。

「……愛。」

　愛──？　嫌いやな予感がする。

「愛があれば、見分けられる。」

　風太郎の頭の中に、祖そ父ふ→母親→子こ供どもという図式が浮うかぶ。この人が発ほっ端たんかっ！

「長い月日を経へて、相手のしぐさ、声、ふとした癖くせを知ること……それはもはや、愛とも言える。」

　哲てつ学がくめいたセリフを口にすると、爺さんは風太郎に向き直った。

「孫を見分ける。そう言ったな？　それは一いっ朝ちょう一いっ夕せきではできん。おぬしはなんのために孫を見分けたいんだ？」

　そう言って、静かに風太郎を問とい詰つめる。

「見分けられるようになって、おぬしがしたいことはなんだ？」

　ニセ五月の正体を暴あばきたい……そんな理由では、納なっ得とくしてもらえない気がする。

「おぬしに、孫たちと向き合う覚かく悟ごはあるのか？」

　風太郎は、ついに答えることができなかった。




　翌よく朝あさ、大広間の二か所の障しょう子じ戸どが同時に開いた。

「おまえは初日の夜、俺おれと話した五月ってことでいいんだよな？」

　リアル五月を介かいして呼よび出だされた風太郎が、ニセ五月に目を向ける。

「はい。私わたしの正体は……。」

　口に出しかけたニセ五月を、風太郎は「待て。」と手で制せいした。

「五つ子ゲームにけっきょく俺は正せい解かいできなかった。降こう参さんだ。だが、負けっ放しってのもシャクだな。」

　言いながらニセ五月のほうにズカズカ歩いていき、決けっ闘とうでもするかのごとく対たい峙じする。

「リベンジだ。せめておまえだけは俺から正体を暴あばく。」

　それが今、風太郎が示しめすことのできる、五つ子たちと向き合う覚かく悟ご──。

　ニセ五月が、息をのんで風太郎を見つめる。

「五月から話は聞いてるな？」

「ええ……。」

「まず、四葉の悩なやみはこの旅行自体にあった。よって、今日が終われば自動的に解かい決けつする……そして、おまえは四葉じゃない。あいつはおまえほど完かん璧ぺきに変へん装そうできないからな。」

　風太郎が無む意い識しきに目をそらしたのは、自信がないからだ。

「正せい解かいです……。」

　風太郎はごくりと喉のどを鳴らした。残るは、一花、二乃、三玖の三人……。

「続いて二乃だが、あいつは少々甘あまかった。足のマニキュアを落おとし損そこねていたんだ。」

　それに気づいたのは、二乃が混こん浴よく風ぶ呂ろに入ってきたときだ。そして今、目の前にいるニセ五月の足の爪つめには、何も塗ぬられていない。

　しかし風太郎が必死になればなるほど、ニセ五月の表ひょう情じょうは曇くもっていく。

（もうやめて、フータロー……。こんなこと意味ないよ……。）

　ニセ五月──三玖は、自分の太ももにそっとふれた。




　昨夜、風太郎と祖そ父ふが行ってしまったあと、三玖と五月は予定どおり温おん泉せんに向かった。

　脱だつ衣い所じょで、三玖が浴衣ゆかたの帯をほどいたときだ。五月がハッとして三玖の手をつかんだ。

「その足……三玖だったのですね……。」

　体の前部があらわになった三玖の太ももに、はっきりと青いアザがある。太もものアザがニセ五月の証しょう拠こだということは、風太郎から聞かされていた。

「そっか……この足のアザ、残ってたんだ。」

　三玖が認みとめると、五月は信じられないといった顔になった。

「三玖、なぜ……いちばん協力的に見えたあなたが、上杉くんとの関係を断たとうとしてるのですか？」

「そのまえに、五月に謝あやまらなきゃ。あのときはおじいちゃんがいたから、とっさに……。」

　三玖は小さく首を横に振ふり、「いや……それも言いい訳わけ。」と目を伏ふせる。

「私わたしとして言えなかった……。フータローを大好きなのに、あんなこと……。」

「えっ？」五月は一いっ瞬しゅんキョトンとしたあと、

「……三玖って上杉くんが好きなのですか!?」

　世せい紀きの大発見でもしたかのように目を輝かがやかせ、三玖の手を握にぎりしめた。

「ああ、なんてことでしょう！　こんなことみんなが知ったら驚おどろきますよォー！」

　たぶんみんな知ってる──心の中でツッコむ三玖。恋れん愛あいに関するかぎり、五月は風太郎に負けず劣おとらず鈍どん感かんなのである。

「でも、いいのでしょうか……。私わたしたちは仮かりにも教きょう師しと生徒なのに……。」

「だからだよ……。私たちは教師と生徒……このままじゃ、私とフータローの関係はずっと変わらない……。」

　ボソボソ語る三玖の声には、半ばあきらめの響ひびきがある。

「……三玖の気持ちはわかりました。そのうえでお願いです。最後に、上杉くんに会ってください。」

　戸と惑まどいを残しながらも、五月は真しん摯しな目を三玖に向けた。




　でも、こんなことならフータローに会ったりしなければよかった──。そんな三玖の複ふく雑ざつな胸むねの内うちを知る由よしもなく、風太郎は懸けん命めいにニセ五月の正体を突つき止とめようとしている。

「よって、おまえは二乃でもない。」

「正せい解かいです。では、二乃の悩なやみというのは？」

「それはおそらく。」と言いかけた口を手で押おさえ、風太郎は気まずそうに目をそらした。

「そうだな……これだけは言えない。」

「わかりました。聞かないことにします。」

　姉し妹まいとはいえ、三玖もプライバシーを侵しん害がいする気はない。

「おまえが、一花か三玖か……。」

　正直、風太郎にはどちらなのかわからない。一花と思えば一花に見えるし、三玖と思えば三玖に見える。特定するにはどうしたら──そのとき、いい方法を思いついた。

「ダメだ、わからん。お手上げだ。」と、わざとらしく両手を上げる。

「そう……ですよね……。」

　三玖はそっとこぶしを握にぎりしめた。心のどこかで期待していた自分にあきれてしまう。

「あー……あいつを呼よんでくれ。」

「あいつ……？」

「ほら、あいつだよ。名前はえーっと、いつ……いつ……。」

　ああ……そういうこと。三玖は醒さめた表ひょう情じょうで言った。

「五月ちゃんね。」

「ハハハハハッ！　かかったな！」

　高笑いしながら、ビシッと三玖を指さす風太郎。

「五月をちゃん付けで呼よぶのは一花のみ！　つまり、おまえは一花ってことだ！」

　フータローに私わたしは見つけられない……三玖は唇くちびるを嚙かんで込こみ上あげるものをこらえると、

「あっはは……まんまとやられちゃったなぁ。」と一花のふりをして言った。

「ったく、手間かけさせやがって……。ま、おまえだけ悩なやみの見当がつかなかったから、そうじゃないかとにらんではいたがな。」

「へぇ、すごい。」

「仕事がらみか？　忙いそがしくなったと聞いてはいたが。」

「ま、そんなトコ。じゃあ帰かえり支じ度たくがあるから、またね。」

　三玖は一花のふりをしたまま、きびすを返した。姉し妹まいの真ま似ねが得とく意いじゃなかったら、見つけてもらえたかもしれないのに……。そんな未練がましい考えが頭をよぎる。

　ギリギリだったな──風太郎は、ふぅとため息をついた。けっきょく風太郎は、こんな方法でしか五つ子を判はん別べつできない。

（だが、それでいい。これで一いっ件けん落着……ニセ五月、おまえの正体は。）

　去っていく後うしろ姿すがたを見つめていると、ニセ五月が、握にぎりしめたこぶしにグッと力を入れた。……あれ？　この感じ……。

　風太郎は、知らず知らず口に出していた。

「三玖か？」

　その声に、目に涙なみだをいっぱい溜ためた三玖の足が止まる。

「なんで？　……一花って言ったじゃん。」と背せを向けたまま言う。

「いやっ、すまん。なぜか自分でもわからんが……気のせいかもしれんが、一いっ瞬しゅん……おまえが、三玖に見えたんだ。」

　三玖はかすかに肩かたを震ふるわせたかと思うと、パッと体をひるがえした。その拍ひょう子しにウィッグが取れ、三玖の姿で風太郎へ一直線に駆かけていく。

「当たり!!」

　泣き笑いしながらジャンプで抱だきつくと、そのまま風太郎を畳たたみの上に押おし倒たおした。

「……マジか……。」

　三玖に抱だきしめられたまま、風太郎は呆ぼう然ぜんと天てん井じょうを見上げた。

「一つきいてもいい？」

　風太郎の胸むねに顔をうずめて、三玖が言う。

「私わたしの悩なやみは心当たりありそうだったよね？　私がニセ五月じゃなかったら、何に悩んでると思ってた？」

「まちがえてるとわかった今となっては恥はずかしい話だが……笑わないで聞いてくれ……。」

　風太郎は照れくさそうに、視し線せんを横に向けた。

「バレンタイン……返してないことに腹はら立たててんのかと思った……。」

「……あはははは！」

　三玖は思わず顔を上げた。目に涙なみだを溜ためたまま笑いだした。喜よろこびで胸がはち切れそうだ。

「笑うなって言っただろ！　おまえこそ、なんで俺おれに辞やめてほしかったんだよ……！」

「あ、やっぱそれナシ。」

「はぁ!?」

　教きょう師しと生徒という関係は変わらない。でも、全部が変わらないなんてことはない。

（私わたしを見つけてくれて、ありがとう……。）

　障しょう子じから射さし込こむ朝あさ陽ひの中で、三玖は輝かがやくような笑え顔がおでほほえんだ。




「じゃあねー！」

　おそろいのワンピースを着た五人の五月が、旅館の前で見送る祖そ父ふに笑顔で手を振ふる。

　マルオと江え端ばた、らいはと勇也も去っていく。

　最後まで残っていた風太郎に、五つ子の祖父が言った。

「孫たちはわしの最後の希望だ……零れ奈なを失った今となってはな。」

「え……。」零奈って──。

「孫たちに伝えてくれ……自分らしくあれと。」

　風太郎は黙だまってうなずいた。今度またここに来ることがあるとしたら、そのときは五人の顔をちゃんと見分けられるようになっているだろうか。

　目まぐるしかった二泊はく三日の旅が終わり、風太郎は展てん望ぼう台だいの『誓ちかいの鐘かね』を見上げた。

　爺じいさんは言った。長い月日を経へて、相手のしぐさ、声、ふとした癖くせを知ること……それはもはや、愛とも言える──と。

「だとしたら……俺おれがあのとき、三玖だとわかったのは……。」

　フッと苦く笑しょうして、その先を打ち消す。

「何はともあれ、見分けたことに変わりない。フッフッフ……。」

　勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべていると、タッタッタッと誰だれかが駆かけてきた。

「……うおっ!?」

　二人で鳴らすと永えい遠えんに結ばれるという、誓いの鐘。この先も続く五つ子との波は乱らんの旅の幕まく開あけを祝うように、カランカランと鐘の音が青空に響ひびき渡わたった。





第三話　ようこそ３年１組







　カレンダーは四月に入り、春休みの終わりとともに新年度が近づいてきた。

「ついに来週から三年生だね。」

　まだまだ手放せない、というか足放せないこたつに入って、三み玖くが言った。

「私わたしたちが最上級生ですか。」「進級できて本当によかった。」

　それぞれ感かん慨がい深ぶかそうな五い月つきと二に乃の。

「みんな！　これからもがんばろっ！」四よつ葉ばはますます元気いっぱいだ。

　そんな妹たちを前に、一いち花かがニコニコしながら唐とう突とつに宣せん言げんした。

「うんうん。ところで、来週からお家や賃ちんを五人で五等分します。」

　ぽかーんとしている四人に、非ひ情じょうな条じょう件けんが追加される。

「払はらえなかった人は、まえのマンションに強きょう制せい退たい去きょだから。みんなで一いっ緒しょにいられるようにがんばろ！　ということで、よろしくね♪」

　有う無むを言わせぬ笑え顔がおで、妹たちに絶ぜっ対たい服ふく従じゅうを強しいる。なんだか、昔の一花が戻もどってきたみたいだ。

　こうなった一花は手ごわい。しかもあのマンションで父親と二人きりで過すごすなど、想そう像ぞうしただけで緊きん張ちょうの汗あせが……。とはいえ、今まで一花だけに無理をさせすぎていた。

　こうして、新学期をまえに、四人の妹たちはバイト探さがしを始めたのだった。




　風ふう太た郎ろうのバイト先であるケーキ屋では、折しもスタッフを募ぼ集しゅうしていた。

「えー、今日は面めん接せつということで。まずは募集を見て来てくれてうれしいよ。」

　上じょう機き嫌げんの店長の後ろに立った風太郎は、二人の応おう募ぼ者しゃを見て顔をひきつらせた。

「なぜおまえらがここのバイト受けてるんだ！」

「なんでこの子がいるのか、アタシも知りたいわ。」

　二乃が眉まゆをひそめ、隣となりの椅い子すに座すわっている三玖を見やる。

「できることなら二人とも採さい用ようしてあげたいけど、定員は一人なんだ。上うえ杉すぎくんが辞やめてくれたら……。」と含ふくみをもたせて風太郎を見上げる店長。

「またまた店長～。ハハハ……。」

　すると、三玖が椅子から立ち上がってキリリとした顔で言った。

「ケーキ作りたいです。」

　風太郎と二乃がゲッとなる。なにしろ三玖は、真っ黒コロッケやドクロチョコレートなど、数々の迷めい食しょく奇き食しょくを作り出してきた腕うで前まえだ。

「へぇ、得とく意いなんだ。じゃあきみに……。」

　何も知らない店長が三玖にかたむきかけると、二乃もあわてて立ち上がった。

「ちょ、ちょっと！　アタシのほうが得意です！」

　そんな二乃を無む視しして、三玖がさらに言う。

「今年に入ってから何度もチョコを作りました。」

「アンタねぇ！　それだって、アタシの手助けがあってじゃない！」

「最後は一人で作れた。」

　二人が言い合いを始め、困こまった店長は、「う～ん……。」と風太郎に目を向けた。

「彼かの女じょたちはきみの友達だったよね？」

「え？　まぁ……。」

「まかせた！」

「ええっ!?」

　店長がすばやく風太郎の後ろに回って前に押おし出だす。

「フータロー、どうするの？」

「アンタなら当然、アタシを選ぶわよね？」

「私わたしにできることならなんでもするよ。」

　風太郎に向かって口々に決けつ断だんを迫せまる二乃と三玖。

「「だから選んで！」」

　あちらを立てればこちらが立たず、困こん惑わく顔がおで突つっ立たつ風太郎であった。




「それじゃ、来週からよろしく。」

　店長の声がして、カランカランとケーキ屋のドアベルが鳴る。

「負けた……。」

　店から出てきた三玖は、ガクッと肩かたを落とした。

「アンタが料理対決なんて言いだすから。なんの勝算があったのよ……。」

　二乃作の見た目も味も完かん璧ぺきなホールケーキと、三玖の作ったグチャグチャケーキ。店長が勝ちの旗を揚あげたのは、当然二乃のほうだ。

「まぁ、でも、悪いとは……ん？」

　三玖はすでに道を渡わたり、向かいのパン屋でバイト募ぼ集しゅうの張はり紙がみを見ている。

「こっちにしようかな……。」

　真しん剣けんに悩なやんでいるふうだ。二乃は意外に思いつつ、三玖のそばに行った。

「ずいぶんと切きり替かえが早いわね。そのパン屋にはアイツはいないけど、いいの？」

「私わたしの目的はフータローじゃないから。」

　負けを承しょう知ちで料理対決を申し出たのは、困こまっている風太郎のため。

　でも、三玖のグチャグチャケーキを食べた風太郎は、「ん～……味は悪くないんだがな。」と言ってくれた。それだけのことが、たまらなくうれしかった。

「今日ケーキを作って、改めて思った……どうやら、作るのは好きみたい。それに……。」

　風太郎の『女の子の好きなトコ　Ｂｅｓｔ３』で『料理上手』が二位にランクインしていたから──。

（フータローに好きになってもらえる私になるんだ。）

　自分が変われば、きっと二人の関係も変わってくる──三玖はそう思う。

　一方の二乃は、人が変わったみたいに前向きな三玖に驚きを隠かくせない。

（勝ったのに……なんだか腑ふに落ちない……。）

　旅行での計画は、一花のせいで失敗に終わった。最後の夜、二乃は旅館を抜ぬけ出だし、展てん望ぼう台だいの『誓ちかいの鐘かね』でドキドキしながら風太郎を待っていた。けれど現あらわれたのは風太郎ではなく、怖こわい顔をした父親マルオ。部屋に強きょう制せい送そう還かんされたのは言うまでもない。

（でも、このバイトで……アタシのことを好きにさせてみせるわ。）

　グッとこぶしを握にぎる。二乃は二乃で、暴ぼう走そうに拍はく車しゃがかかっているのだった。




　空気がゆるみ、街がい路ろ樹じゅの桜さくらが満開に咲さき誇ほこった。

「そっかー……みんなには困こまらせること言っちゃったかなぁ。」

　新学期初日の朝、風太郎が通学路で出くわした一花にバイトの件けんをきいてみると、そんな答えが返ってきた。

「おまえの稼かせぎだけじゃ、やっぱ苦しいのか？」

「まあ、ギリギリどうにかなるんだけど……今日まで家や賃ちんのために、確かく実じつな仕事しかしてこなかったから。そろそろ私わたしも、やりたいことに挑ちょう戦せんしてみようかなって。」

　照れくさそうに、風太郎に背せを向けて言う。

「そういうことか……。」

「四葉も無事、受かったみたい。もともと私の部屋を掃そう除じしてくれてたし、お手の物だよね。五月ちゃんはまだ踏ふみ出だせずにいるみたいだけど、きっと大だい丈じょう夫ぶ。」

　四葉は清せい掃そう員いんのバイトを始め、五月はスマホで慎しん重ちょうにバイト探さがしをしているという。

「何してくれたっていいさ。成せい績せきさえ落ちなきゃな。」

「あはは、ここまで来たら卒業したいよね。」

　風太郎を振ふり向むき、ニコッとする一花。

「頼たよりにしてるよ、せーんせっ。」

　その艶あでやかな一花の唇くちびるが、風太郎の記き憶おくを呼よび覚さました。

　誓ちかいの鐘かねの前。タッタッタッと迫せまる足音。振り返った風太郎の眼がん前ぜんに──。

「どうかした？」

「いや……。」とぎこちなく視し線せんをそらす。あれは事じ故こだ、もう忘わすれようと風太郎は自分に言い聞かせる。

「でもさ……私わたしが言いだしたことなんだけど、少し寂さびしくもあるんだ。みんなそれぞれ忙いそがしくなる。きっと全員がそろうことも少なくなるよね。」

　なでるような風に吹ふかれて、五弁べんの桜さくらの花びらが一枚まい、二枚とヒラヒラ舞まい落おちる。

「私たち、このまま大人になっていって、バラバラになっていくのかな……。」

「さあな。だが、きっと悪いことではないんだろう。」

　風太郎の言葉に、一花が「だねっ。」とほほえむ。

　──結けつ論ろんから言えば、一花が口にした一いち抹まつの不安は杞き憂ゆうに終わったのだった。




　風太郎は三年一組になった。五月とは縁えんがあるのか、また一いっ緒しょのクラスだ。

　そして、風太郎の後方の席に座すわった五月を、同じ顔の四人が取とり囲かこんでいる。
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（五つ子だぞ……！　ありえねぇ……。）

　五つ子全員が同じクラスという悪い冗じょう談だんのような事実に、口もとがフッとほころぶ。

（同じなのは顔だけにしてくれ。）

　五人が持つ強い絆きずなは、どうやら風太郎の想そう像ぞうをはるかに超こえているらしい。

「わぁ～、中なか野のさんが五つ子ってのは知ってたけど。」

「実じっ際さいそろってるところを見るとすげぇな。」

　物もの珍めずらしさを抑おさえきれないクラスメートたちが、さっそく五つ子のもとへ押おしかけた。

「名字だとわかりづらいから、名前で呼よんでいい？」

　女子の一人が一花にきいている。

「うん。そのほうが私わたしたちもありがたいかもー。」

「あれやってよ！　同じカード当てるやつ！」

　ジョークなのか天然なのか、前まえ髪がみぱっつんの葵あおいという女子生徒が言った。

「ごめんねー、テレパシーとかないから。」

　慣なれっこのようで、二乃が愛あい想そ笑わらいで軽くあしらう。

「三玖ちゃんも似にてるんでしょ？　もっと顔見せてよ！」

　早口でまくしたてているのは、サイドテールの椿つばきという女子。二乃ほど社しゃ交こう性せいのない三玖はタジタジだ。ほかのクラスメートたちも、五つ子の周りにどんどん集まってきた。

「わわっ!?」「みなさん落ち着いて……。」

　みんながわれ先に押おし寄よせるので、四葉と五月は潰つぶされそうになっている。

「どいてくれ。」

　ふいに声がして、人だかりの後ろに風太郎が現あらわれた。

「なに？　上杉くんも中野さんたちのこと気になる？」と葵がからかう。

「トイレだ。邪じゃ魔まだからどいてくれ。」

　無愛想に答え、風太郎は人だかりの真ん中を突つっ切きって教室を出ていった。

　椿が「なにあれ、感じ悪っ！」と毒どくづく。しかし場の空気が白けたおかげで、五つ子への集中砲ほう火かが止まった。

「あはは……私わたしたちは無む視し……。」一花が苦く笑しょうした。

「相変わらずですね……。上杉くんは二年のときからあんな感じです。クラスではあえて人と関わらないようにしているというか……。」

　五月が、ほかの五つ子たちに説明する。

「そう言えば、林間学校の係も一人でやろうとしてた。」四葉がハッとしたように言う。

「そういう人なんです。」と五月。

「根はいい子って、みんなに知ってもらえたらいいんだけど……。」

　少し心配そうな一花のかたわらで、四葉はじっと考かんがえ込こんでいた。




　ホームルームが始まった。担たん任にんの先生は、メガネをかけた若わか手ての男だん性せい教きょう師しだ。

　五つ子たちは真ん中の列のいちばん前から、一花、五月、二乃、三玖、四葉と縦たてに並ならんで座すわっている。一花の左横の席が風太郎で、例によって黙もく々もくと自習していた。

「今日からおまえたちは三年生だ。最高学年になった自覚を持ち、後こう輩はいたちに示しめしのつくような学校生活を送るよう心がけ……ん？」

　なぜか指されてもいない四葉が立ち上がり、ビシッと手を挙げている。

「なんだ？」

「このクラスの学級長に立りっ候こう補ほします！」

　教室内に静かなどよめきが走る。しかし四葉は、いたって本気の大おお真ま面じ目め。

「ええー……まだ誰だれもきいてないけど……。」

　困こん惑わく気味の先生に、「そこをなんとか！　やらせてください！」と頭を下げて拝おがみ倒たおす。

「反対もしてないんだけど……。まぁ、ほかにやりたいやつがいないなら。」

　四葉はしてやったりの顔でニカッと笑い、意い気き揚よう々ようと教きょう壇だんの先生の隣となりに立った。

「みなさん！　困こまったら私わたしになんでも言ってくださいね！」

「ついでに男子のほうも決めとくか。立候補するやつはいるかー？」

　先生のあとに続いて、「いますかー？」と四葉が語ご尾びだけ復ふく唱しょうする。

「推すい薦せんでもいいぞー。」

「いいぞっ！」

（もー、四葉ったら……恥はずかしい……。）

　一花が苦笑いを浮うかべ、赤くなった顔を手でパタパタあおぐ。

「男子の学級長なんて決まってんだろ。」

「まあ、武たけ田だしかいねーよな。期末で学年一位だし。」

　男子のあいだで、そんな意見が出た。

「フ……まったく、やれやれ。」

　最後列の席に座すわった男子生徒が、ファサッと前まえ髪がみをかき上げた。まんざらでもなさそうにキラキラ笑え顔がおを振ふりまいている。

　武田祐ゆう輔すけ。この二年間、風太郎のせいで万年二位を余よ儀ぎなくされていたが、二年生三学期の期末試験でついに学年一位の座ざを手に入れた秀しゅう才さいである。

「先生！　私わたし、学級長にぴったりな人を知っています！」

　四葉が自信満々で言った。武田がキラキラ笑顔で指名を待つ。

　しかし、四葉の手先が向いたのは──。

「上杉風太郎さんです！」

「はぁ!?」

　風太郎はギョッとして立ち上がった。ほかの生徒たちもざわめいている。

「えっ、上杉くんで大だい丈じょう夫ぶ……？」

「武田くんを差し置いてだなんて……。」

　葵と椿がヒソヒソ話している。こじらせぼっちの風太郎と、ザ・好青年の武田。どちらが学級長にふさわしいか、疑ぎ問もんの余よ地ちはない。

（四葉……なんてことを……。）

　風太郎にとって、学級長など勉強の足あし枷かせでしかない。

「よし、次の係も決めるか。」

「先生！　俺おれはやるとは言ってません！」

　猛もう然ぜんと抗こう議ぎする風太郎を、武田がキラキラ笑え顔がおで意味ありげに見つめていた。




「くそっ……四葉の野や郎ろう、よけいなことを……。」

　けっきょく学級長を押おしつけられた風太郎がブツブツ言いながら男子トイレを出ると、三玖が歩あゆみ寄よってきた。

「フータロー。ちょっといい？　ききたいことがある。」

　そう言うと、広げた両手を風太郎にさし出す。

「ここに魔ま法ほうのランプがあります。」

「……ないが。」

「あります。」

「心理テストか？」

「五つ願いを叶かなえてくれるとしたら、フータローはどうする？」

「突とつ然ぜんなんだよ？　やっぱ心理テストだろ。」

　三玖はじっと答えを待っている。風太郎はやれやれと頭をかいた。

「……そんなの、金持ちになる以外を答えるやついないんじゃないか？」

「お金……。」

「それでいいか？」

「あと四つ。」

「ふつう三つだろ！」

「なんでもいい。魔ま法ほうが使えるんだよ？」

　そういう非ひ現げん実じつ的てきなものに１ミリも興きょう味みはないが、う～んと腕うで組ぐみをして考える。

「体力が上がったらと考えたことはあるが……おかげで疲つかれは溜たまる一方だから、疲ひ労ろう回かい復ふくもありだな。最近寝ねつきも悪いし……ついでに運気も上げてもらうか。」

　金以外にないというわりに欲よく深ぶかい。

「……わかった。」

「何がわかったんだ？」

　しかし三玖は、いつもの無む表ひょう情じょうで答えない。

「え？　なんで答えてくれないの？」

　気になるではないか。そこへ「あっ、見つけた！」と声がして、葵と椿が駆かけ寄よってきた。

「四葉ちゃん。」「先生が呼よんでたよ。」

「む……。」

　困こまっている三玖を四葉とカンちがいしたまま、「ほらほら。」と背せ中なかを押おしていく。

「あ、あの……。」

「そいつは四葉じゃないぞ。三女の三玖だ。」

　風太郎が教えてやると、二人は目を丸くした。

「えっ……。そうなの!?」

　三玖がウンウンウンと高速でうなずく。椿がすまなそうに両手を合わせた。

「ごめんねー、まだ覚えきれなくって。」

「問題ない。慣なれてる。」と三玖。

「あっ！」

　葵が廊ろう下かを歩いてきた五月を見つけ、椿と一いっ緒しょに駆かけ寄よっていく。

「四葉ちゃん、先生が……。」

「ニアピンで外してくる！」

　イライラした風太郎が、五月の横に立った。

「いいか!?　面めん倒どうなら身につけてるアイテムだけで覚えろ！　このセンスのカケラもない星の髪かみ飾かざりが五女の五月だ！」

「いきなり失礼な話ですね……。」五月がムッとする。

「四葉はあの悪目立ちリボンだ！　それだけ覚えておけばまちがいない！」

　……とはいえ、風太郎もあんまりえらそうなことは言えない。温おん泉せんのときのように、同じ髪かみ型がたにして、同じアイテムを装そう備びされたらさっぱりだ。

　葵と椿は互たがいに顔を見合わせると、尊そん敬けいのまなざしになった。

「上杉くん、すごいね！」「ありがと！　さすが学級長だね！」

　たしかこいつら、さっきは俺おれをディスっていたような？

　葵が「五人のこと、もっと教えて！」と風太郎の腕うでを取る。

「は？」

　椿が「ほら、向こうにもう一人！」と風太郎の背せ中なかを押おす。

「お、おい。」

「おーい、四葉ちゃーん！」

「いや、あれは二乃！」

　あれよあれよという間に、風太郎は二人に連れ去られてしまった。

「あの女生徒……フータローにベタベタと……。」

　嫉しっ妬との炎ほのおをメラメラ燃もやす三玖に、五月はふふっと笑って言った。

「いいじゃないですか。きっと彼かれも、変わってきてるんですよ。」

　五つ子以外に関わろうとしなかった風太郎が、しぶしぶながらも葵と椿に二乃の見分け方をレクチャーしてやっている。四葉が学級長に推すい薦せんしたのも、あながちまちがいじゃなかったと思う。

「でも少し、妬やけてしまうのもわかります。」

　すかさず三玖が、ギロッと怖こわい目で五月をにらみつける。

「と、友達としてですよっ！」

　あわてて弁べん解かいすると、五月は冷めた表ひょう情じょうになって言った。

「でも、どうかしてます……。あんな人を好きになるなんて。」

　風太郎は優ゆう秀しゅうな家庭教きょう師しだし、今では友人でもあるけれど、異い性せいとして好きになれるかというと……やはり五月は理り解かいに苦しむ。

　その夜、三玖がこたつに集まった姉し妹まいに言った。

「聞けたよ、フータローのお願い五つ。」

　こたつの上に広げたノートには、『お金持ちになりたい』『体力の向上』『疲ひ労ろう回かい復ふく』『寝ねつきをよくしたい』『運気アップ』と五つの項こう目もくが書いてある。

「全然的を射いないわね……。」二乃が眉まゆを寄よせた。

「どうしよっか？」と四葉。

「いずれにしろ、急いだほうがいいかもね。」

　真顔で言う一花に、三玖がワクワクしてうなずいた。

「うん。もうすぐだもんね……フータローの誕たん生じょう日び。」

　Ｘデーは四月十五日。五人はそれぞれの思いを胸むねに、ノートをのぞき込こんでいた。




　翌よく日じつ、廊ろう下かで風太郎が三玖と話していると、クラスの女子が駆かけ寄よってきた。

「上杉学級長！　三玖ちゃんに話があるんだけど！」

　一花と一いっ緒しょにいると、男子がプリントを手に話しかけてくる。

「学級長、一花ちゃんにこれ渡わたしといて。」

　二乃といれば「二乃ちゃんに。」、五月といれば「五月ちゃんに。」、四葉といれば「四葉ちゃんに。」……。

「あ～～～！　面倒めんどうくせ～～～！」

　風太郎は叫さけんだ。俺おれは五つ子番か。みんな学級長の役やく割わりをカンちがいしている。

「えー、われわれも三年生になったということで……。」

　午後のホームルームの進行役は正しょう真しん正しょう銘めい、学級長の役目ではあるが、風太郎はやる気なさそうに四葉と教きょう壇だんに立った。

「すみませーん。上杉学級長。声が小さくて、なにを言っているのか聞き取れません。」

　武田がキラキラ笑え顔がおで「もう少し大きくお願いします。ね？」とウインクを送ってくる。

　あの野や郎ろう、突つっかかってきやがって……風太郎はイラッとして声を張はった。

「一学期のメインと言っていい、あのイベントについて話し合いたいと思います！」

「いよいよ始まります！」

　四葉がニコニコして続けると、風太郎はやる気満々で教きょう卓たくに身を乗り出した。

「全国実力模も試しが！」

「修しゅう学がく旅りょ行こうですね！」

　風太郎の声に四葉の声がかぶる。

「みなさん、全力で楽しみましょー！」

「おー！」

　クラス全員、大いに盛もり上あがっている。

「えー、そっちか……。」

　ぼっちの真しん骨こっ頂ちょうと言おうか、教室で一人だけベクトルがちがう風太郎であった。




　放課後、カバンを肩かたにかけて教室を出ようとした二乃を、三玖が呼よび止とめた。

「二乃、これからバイト？」

「ええ。今日が初日だわ。」

「じゃあ頼たのみたいことがある。」

「何よ、今さら。入いれ替かわりたいなんて言っても……。」

　警けい戒かいする二乃に、三玖がさらりと言う。

「フータローと一いっ緒しょだったら、プレゼントのこと探さぐっておいて。」

「えっ、アタシが？　いいの……？」

「うん。私わたしも今日からバイト。誕たん生じょう日びに喜よろこんでもらえるようにがんばるんだ。」

　一いっ生しょうけんめいな三玖がまぶしくて、二乃はらしくもなく言葉を失ってしまった。

（……アタシに譲ゆずるなんて、ずいぶん余よ裕ゆうじゃない。）

　ケーキ屋に向かいながら、むくむくとライバル心が首をもたげてくる。

（春休みの旅行ではいろいろあったけど、アタシがリードしてる……はず。それなのに……なんなの、この焦しょう燥そう感かんは……。）

　二乃の足が止まる。一花は否ひ定ていしたけれど、告こく白はくされて意い識しきしないわけない。

　ユニフォームの白いコックシャツに紫むらさき色いろのサロンエプロンをつけて店に出ると、段だんボールを抱かかえた風太郎が通りかかった。

「お、今日からか。」

「そ、そうよ……。さっそく厨ちゅう房ぼうに入れてもらえるみたい。ところで、この髪かみ型がたどうかしら？」

　ポニーテールにした髪かみにふれる。外見の変化を少しでも意識してくれてたら……二乃がドキドキしながら待っていると、果たして風太郎から返ってきた感想は、

「まぁ、仕事はしやすそうだな。足は引っぱんなよ。」

　まるで興きょう味みなさそうに段ボールを奥おくへと運んでいく。

「ふん！　アタシを誰だれだと思ってるのよ。こんな仕事、朝飯前だわ！」

　悔くやしまぎれに二乃が言うと、風太郎はピタッと足を止めた。

「くくく……いくら家事担たん当とうといえど、しょせんお嬢じょう様さまよ……。仕事の……社会の厳きびしさを思い知るがいい！」

　そんな風太郎の思おも惑わくは見事に外れた。

「素す晴ばらしい、完かん璧ぺきだ！　初日からこれほどのものを作れるなんて、きみは天才だ！」

　二乃の作ったフランボワーズのムースを手放しで大だい絶ぜっ賛さんする店長。

「えー、そうですか？　店長が教えるのがお上手なんですよー。」

　謙けん遜そんしつつも得とく意い満まん面めんの二乃。

　目め隠かくしカーテンの隙すき間まから、風太郎は邪じゃ悪あくな目で和気あいあいとした厨ちゅう房ぼうをのぞき見ていた。仕事の厳しさとは……社会の厳しさとは……。

　視し線せんに気づいた二乃が振ふり返かえると、風太郎はサッと姿すがたを消した。

　せっかくバイトも一いっ緒しょなのに、むしろ以前より風太郎と距きょ離りがある気がする。

（告こく白はくなんてしなければよかったのかな……。）

　さすがの二乃も弱気になる。意い識しきしてくれるどころか、こんなふうによそよそしくなるなんて──。

「いやぁ、中野さんが来てくれてほんと助かったよ。今夜、大切な予約が入ってるんでね。」

　張はりきっている店長に、厨ちゅう房ぼうの男だん性せいスタッフが言った。

「そう言えば、今日はバイトも総そう動どう員いんですね。団だん体たいのお客さんでも来るんですか？」

「いいや、たった一人だ。この界かい隈わいでは知る人ぞ知る、有名レビュアー……『Ｍ・Ａ・Ｙメイ』。Ｍ・Ａ・Ｙさんが口コミサイトに星をつけたぶんだけ客が倍ばい増ぞうすると言われているほどに、その評ひょう価かは的てき確かく……。そんなＭ・Ａ・Ｙさんがこの春の新作をご所しょ望もうだ！　目指せ、星五つ！」

　店長がこぶしを突つき上あげる。

「はいっ！」

　店長の指し示じを受けながら、二乃は夢む中ちゅうでまかされた仕事をこなしていった。

（がんばらなきゃ……早くこの店の一員になって、フータローにもちゃんと近づくんだ！）

　バイト初日に有名レビュアーが来店するのも、神様がくれたチャンスかも。ここで腕うでの立つところを見せて、みんなに認みとめてもらえれば……。

　そのとき、男だん性せいスタッフがボウルを手に、困こまった様子で店長に近づいていった。

「店長、この生き地じなんですが、味に違い和わ感かんが……。」

　二乃は一いっ瞬しゅん、頭の中が真っ白になった。あれは二乃が作った生地だ。

　店長が生地を指に取って舐なめ、「たしかに……。」と眉まゆを寄よせる。

「すみません！　それアタシです！」

「すぐに作り直そう。」

「は、はい！」

　せっかく仕事をまかされたのに、こんな初歩的な失ミ敗ス──。二乃は唇くちびるを嚙かんだ。




　しばらくして、風太郎が「休きゅう憩けい入ります。」と厨ちゅう房ぼうに顔をのぞかせた。

「オッケー。中野さんも今のうちに休んどいて。」と店長が二乃に声をかける。

「いえ、まだやれます。やらせてください！」

　二乃はまるで自分を追おい込こむかのように、泡あわだて器きでボウルの生き地じをかき混まぜている。

「休めるときに休んでおいたほうがいい。新人のきみには、とくに大変だっただろう。ごめんね。」

　同どう情じょうされてしまうとよけいに情なさけなくて、二乃はやっと手を止めた。

「はい……わかりました。」

　バックヤードでは、風太郎が椅い子すに座すわって休憩を取っていた。

「どうしよう……。アタシのせいで、みんな忙いそがしそうだった……。」

　ドア口に立たち尽つくしたまま、「やっぱり戻もどって……。」と出ていきかけたときだ。

「店長も言ってたが、おまえのせいじゃない。つーか、新人にまかせた店長が１００％悪い。」

　二乃に言うと、風太郎は立ち上がってロッカーに向かった。

（でも、ふだんなら……。今日にかぎってなんで……フータローの前であんなカッコ悪いところ……。）

　二乃がうなだれていると、風太郎が段だんボールを抱かかえて戻もどってきた。

「これ見てみろよ。でもあんまじっくりは見るな。」

　テーブルに段ボールを置いてフタを開ける。その中には、ケーキに飾かざるサンタクロースのミニチュア人形がわんさか入っていた。

「クリスマスのときに、百個このところを俺おれがまちがえて千個注文しちまったサンタの飾りだ。」

　風太郎はテーブルを離はなれ、ぽかんとしている二乃に背せを向けて棚たなを指さした。

「あと、この棚の傷きず。俺が一人で転んだときのだな。」

「な、なに言ってんの？」

　戸と惑まどう二乃を無む視しして、風太郎は自分の失敗談を語り続ける。

「客のテーブルに別のケーキを運んだり、割わった皿の枚まい数すうは数えきれねぇ。それに比くらべたら小さなミスだ。」

「……もしかして、励はげましてくれてる？」

「ち、ちげぇーよ！　仕事の過か酷こくさを教えてやってんだ。いちおう……先せん輩ぱいだし……。」

　と照れくさそうに前まえ髪がみをいじる。「なんで……。」と言ったきり、二乃は口をつぐんだ。

（それならなんで、アタシを避さけるの……？）

　けれど、そんなことをきく勇気はない。二乃は空元気を出して言った。

「あー……気を遣つかわせちゃってごめんね。アタシとじゃ、やりにくかったでしょ？」

　それには答えず、風太郎は気ままにしゃべりだした。

「そんな感じで、さまざまなアルバイトを経けい験けんしてきた俺おれだが、事あるごとに痛つう感かんするわけだ……俺は勉強しかできない男だ！　ただ頭がよくて、学年一位で、同級生五人の家庭教きょう師しくらいならこなせてしまう男だ。」

「そこ一点に自信持ちすぎでしょ……。」

「だから、初めてなんだ……誰だれかに告こく白はくされたのは。どう話せばいいかわからなかった。」

　二乃は大きく目を見開いた。風太郎が、初めて自分の気持ちを伝えてくれている……。

「だが、ここで答えよう。俺おれはおまえのことは。」

「待って！」二乃はあわててさえぎった。

「アンタがアタシのことを好きじゃないなんて知ってるわ。ずっとキツく当たってたんだもの。でも、まだ決めないで。一いっ緒しょのバイトになったのに、まだ何も伝えてない。だから、アタシのことをもっと知ってほしい。」

　つかつかと歩あゆみ寄より、風太郎にぐっと顔を近づける。

「アタシがどれだけフータローを好きなのか、ちゃんと知ってほしいの！」

　われながら大だい胆たん……二乃はドキドキしながら答えを待った。今なら風太郎も、二乃の気持ちにちゃんと向き合ってくれそうな気がする。

「……あっ、そ。」

　けれど風太郎はあっさりきびすを返し、ドアに向かった。

　二乃の顔からボッと火が出る。ありったけの思いをぶつけたのに、やっぱり風太郎はアタシのことなんか眼がん中ちゅうにないんだ……。

「二人ともいいところに！　Ｍ・Ａ・Ｙさんがいらっしゃったよ。」

　バックヤードを出た廊ろう下かに、ちょうど店長が通りかかった。

「わかりました。すぐ行きます。」

　風太郎はさっさと歩いていくが、二乃は気まずくて顔を上げられない。

「ん？　どうしたの、上杉くん？」店長がふと言った。

「耳まで真っ赤だよ。」

「だっ、いやっ、これは……。」

　二乃はエッと顔を上げた。ホントに耳が真っ赤っか……。よそよそしいのもそっけないのも、意い識しきしてないからじゃなくて、ぜんぶ照てれ隠かくしだった──？

　たちまち強気を取とり戻もどした二乃は、風太郎の背はい後ごに近づいてそっと声をかけた。

「覚かく悟ごしててね……フーくん♪」

　ゲッと青ざめた風太郎の脇わきを、二乃はルンルンで通とおり越こしていった。




「あれがＭ・Ａ・Ｙさんだ……。」

　観葉植物の陰かげに隠れて、店長が言った。

　いちばん奥おくのテーブル席に一人で座すわっているトレンチコートの女じょ性せい客きゃくが、噂うわさの有名レビュアーらしい。

　こっそりのぞいた風太郎と二乃は、ぽかーんと口を開けた。マスクとサングラスで変へん装そうしているが、星の髪かみ飾かざりと、頭のてっぺんからピンと伸のびたアホ毛は……。

　二人は顔を見合わせると、同時にぷっと吹ふき出だした。

「アタシ、オーダー取りにいってきます。」

　二乃は元気よくフロアへ向かい、途と中ちゅうで風太郎を振ふり返かえると、すばやく「チュッ！」と投げキッスを送ってきた。
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「っ！　仕事中だぞ……。」

　ドキッとして、思わず口を手で覆おおう。忘わすれようと決めたのに、リップを塗ぬった二乃の艶つやめいたピンク色の唇くちびるが、風太郎にまた誓ちかいの鐘かねでのことを思い出させる。

「五月、何してんのよ。」

「な、なんでバレたのですか!?」

　五月のマスクを外して問とい詰つめる二乃を、風太郎は遠目からじっと見つめた。

（まさかな……。）




　翌よく朝あさ、風太郎はいつものように、単語帳を見ながら登校していた。

「おっはー。」

　一花がフラペチーノ片かた手てに、カフェの前のサポートベンチに腰こしかけている。

「一花か。不自然なほどおまえとは登校時に会うな。」

「えっ？　あ～……。」

「ほかの姉し妹まいは一いっ緒しょじゃないのか？」

　周しゅう囲いを見回すが、それらしき姿すがたはない。

「私わたしはこれを買いにねっ！」とフラペチーノのカップを見せ、「きみに会えたのも偶ぐう然ぜん！　あははは！　そだ、こっちはフータローくんに差し入れだよ。」

　そう言って一花がさしだしたのは、ホットコーヒーだ。

「偶然会ったのに用意してくれてたのか。」

「あー……。」しまった、というように目を泳がせる一花。

「だが、コーヒーは飲めない。苦いし……。」

　貧びん乏ぼう舌じたのくせに、お子様舌なのである。

「じゃ、じゃあ私わたしが飲んじゃお～。おいし～。」

　フラペチーノを飲んだばかりなのに、一花はゴクゴクと一気にコーヒーを飲み干した。

「遅ち刻こくするまえに行くぞ。」

　さっさと歩いていく風太郎の背せ中なかを見て、一花はガクッと落おち込こんだ。

（あーあ、やっちゃった……貢みつぎ物もの作戦も失敗……。かと言って、二乃みたいな直球勝負は絶ぜっ対たい無理！　……だけど。）

　風太郎に追いついて肩かたを並ならべ、そっとほほえむ。

（このポジションは、絶ぜっ対たい譲ゆずりたくないんだ……。）

　わざわざ風太郎の通学路にあるカフェまで来て待まち伏ぶせしているなんて、風太郎は気づいてもいないだろうけれど──。

　陸橋の上で風太郎がふと立ち止まり、改めて一花の顔を見た。

「ん？　おまえ、メガネとかしてたっけ？」

「今さら！　やっぱ鈍にぶチンだねぇ……。」と一花がメガネを持ち上げてアピールする。

「どう？　少しは知的に見えるんじゃない？　いちおう変へん装そうなんだけどね。」

「変装？」

「昨日、私わたしが出た映えい画がの完成披ひ露ろう試写会があってさ。そこそこテレビとかで取り上げられたみたいだし……。覚えてる……？　あのときの映画なんだけど……。」

　期待しつつ見ると、風太郎がプルプル震ふるえている。笑いをこらえているのだ。

「くくく……声をかけられないように変装してたのか。これは大だい女じょ優ゆう様さまだぜ。」

「も～～～！　恥はずかしいから言わないでっ！」

　一花は真っ赤になって顔を両手で覆おおった。

「フフフ……変装はおまえらの十お八は番こだもんな。」

「あっ、それいいかも。私たち、こういうときのために常じょう備びしてるんだ。」

　手て提さげカバンの中には、姉し妹まいのリボンやウィッグが入っている。

「四葉や三玖だったらすぐにいけるかなー。あっ、二乃もでき……。」

　黒い蝶ちょう々ちょうリボンを手に取りかけて、一花は思わず口をつぐんだ。

「あはは……そんなことしたら、フータローくんが見分けつかないからやめよっか。」

「ふん。見くびってもらっては困こまる。つい先日、あの三玖の変へん装そうをノーヒントで見み破やぶったばかりだ。」

「え？　それって……。」

「……ん？　あれ、おまえの妹らじゃないか？」

　陸橋を下りた歩道の先に、四人の後うしろ姿すがたが見える。

「くくく……おまえの笑えるカンちがいを教えてやろうぜ。」

　ニヤリと笑って再ふたたび風太郎が歩きだした。

「おいおい、五月、またなんか食ってやがる。四葉の声うるせぇし。」

　──やめて……。

「二乃がうちのバイトに入ったときは驚おどろいたが、三玖が向かいのパン屋で働きだしたと聞いたときはもっと驚いたな。」

　──もうやめて……！

「なぜかライバル店の客が減へったと、うちの店長が喜よろこんでたが……。」

　──ほかの子のこと話さないで！

　次の瞬しゅん間かん、一花は「待って！」と後ろから風太郎の手をつかんでいた。

　風太郎がけげんそうに振ふり返かえる。

　──私わたしだけ……私だけを見てほしい。

　そんなわがままな感かん情じょうに衝つき動うごかされるように、一花は風太郎を見つめて言った。

「ねぇ。このまま二人でサボっちゃおうよ。」

　そう、青春映えい画がの一ページみたいに、海で愛をささやき合ったりして──。

「ダメっしょ。」

　サクッと返され、一花の胸むねを季節外れの木こ枯がらしがひゅうと吹ふき抜ぬける。

「いいじゃん、少しだけ！」

「そんなわけいくか！」

　ムキになって食い下がる一花を、断だん固ことしてはねつける風太郎であった。




　校こう舎しゃに始業のチャイムが鳴なり響ひびく中、風太郎と一花は廊ろう下かをバタバタ急いでいた。

「おまえが駄だ々だこねるから遅ち刻こく寸すん前ぜんじゃねーか！」

「も～！　フータローくん、真面目すぎ！」

「ただでさえおまえは勉強会サボりがちなんだ。しっかりしてくれ。」

　風太郎からとがめるように言われ、一花はムッとして頰ほおをふくらませた。

（サボってるって……私わたしは私で仕事してたんだけど！）

「ギリギリセーフ……。」

　風太郎が教室のドアを開ける。

（はぁ……うまくいかないなぁ。）

　一花もため息をつき、風太郎に続いて教室に入る。そのとたん、クラスメイトたちがワッと一花の周りに集まってきた。

「一花さん、朝のニュース見たよ！」

「女じょ優ゆうってマジ～～～!?」

「びっくりした～！　同じクラスにこんなスターがいるなんて！」

　教室が興こう奮ふんのるつぼになり、風太郎はタジタジになった。

「そんなにデカい映えい画がだったのか……。」

「ま、まぁね……。」

「どうでもいいけど……。」

　人だかりをかき分けて席に向かいながら、風太郎は一花を振ふり返かえってニカッと笑った。

「オーディション受けてよかったな。もう立りっ派ぱな噓うそつきだ。」

　一花の胸むねがトクンと高鳴る。ケーキ屋でロケしたときに交わした会話と花火大会の夜の出来事が、あざやかによみがえった。

（こんな単たん純じゅんでいいのかな……。）

　風太郎が一花を気にかけ、一人前の女優だと認みとめてくれたことが、こんなにもうれしい。

　一花は鳴りやまない胸むねにそっとふれた。たった一人の言葉が、クラスメイトたちのどんな賛さん辞じより心に響ひびいてしまうんだ──。




「おーい、一花ー！　図書室、先に行ってるね！」

　放課後になるやいなや、四葉が教室から飛び出していく。

「あっ、私わたしも……。」

　追いかけていこうとした一花を、葵と椿が引ひき留とめた。

「えー！　もっと話聞きたいなー！」

「もうちょっといいでしょ？　有名人に会ったとか……。」

「あはは……ごめん！　勉強会があるから！」

　一花はサッと教室から逃にげ出だした。今日は一日中、いろんな人につかまって大変だった。でも、放課後の勉強会は邪じゃ魔まされたくない。

「あれっ？　一花ちゃん、どっち行った？」

　葵と椿が、壁かべ際ぎわに立っている三玖をスルーしてキョロキョロと廊ろう下かを歩いていく。

　ごめんねー、と心の中で謝あやまる。本当は、三玖に変へん装そうした一花だ。

　そこへ、風太郎がやってきた。

「おまえ、まだここにいたのか。早く行くぞ、三玖。」

「あっ、ごめん。私わたし……。」

　カンちがいを正すまえに、風太郎が先を歩きながらかぶせ気味に言った。

「もう公開とか、早はぇーよな。」

「え？　何が？」

「一花の映えい画がの話。おまえが昨日、教えてくれたんだろ。」

　一花の顔から、波が引くように表ひょう情じょうが消えた。

（そっか……三玖から……。あれからいろいろあったもんね。きっと私わたしとだけじゃなく、みんなとも……。）

　前を歩いていく風太郎の後うしろ姿すがたに、二乃や三玖、四葉、五月の後ろ姿が重なる。

（私のことだけ……なんていかないか。）

　一花は切なそうに目を閉とじた。「お好きにどうぞ。負けないから。」と挑いどんできた三玖。押おしが強い二乃は、「蹴け落おとしてでも叶かなえたい。」と言った。風太郎の隣となりにいるのは、二人のうちのどちらかかもしれない……。

「フータローく……フータロー。」

　風太郎が「なんだ？」と立ち止まる。

「フータロー。教えてあげるね……。」

　一花は風太郎の前まで歩いてくると、目を合わせずに通とおり過すぎざま言った。

「一花、フータローのこと好きだよ。」

　目を丸くして固まっている風太郎を、くるっと振ふり返かえる。

「すごくお似に合あいだと思う。私わたし、応おう援えんするね。」

　三玖に負けたくないし、二乃を蹴け落おとしてでも叶かなえたい。

「……噓うそ……だろ……？」

「噓じゃないよ。」

　躊ちゅう躇ちょなく口にする。だって、何が悪いの？　四葉だって言ってた。「一花だけ我が慢まんしないで、したいことしてほしい。」──って。

　追おい詰つめられた一花は、心が闇やみにのまれようとしていることに気づかなかった。





第四話　五ご羽わ鶴づるの恩おん返がえし







　──一いち花かが、俺おれのことを好き……？

　これぞ青春の悩なやみ……と言いたいところだが、男子トイレで用を足しながらというのが残念である。はぁ──とため息をつくと、風ふう太た郎ろうは横をにらみつけた。

「……なんだよ。」

　隣となりで用を足していた武たけ田だが、イラつくキラキラ笑え顔がおで風太郎を見つめてくるのだ。

「上うえ杉すぎくん、大変そうだね……中なか野のさんたちの家庭教きょう師し。」

「おまえ……なぜそれを……。」

「僕ぼくの父がこの学校の理事長でね。中野さんたちのお父様とは、かねてより懇こん意いにさせていただいてるのさ。」

　そう言うと、先に洗せん面めん台だいへ歩いていく。

　……ボンボンコミュニティーめ。風太郎も用をすませて、武田と並ならんで手を洗あらう。

「しかし、今のきみに家庭教きょう師しなんてする余よ裕ゆうはないと思うけどね。」

「あ？」

「学年一位から陥かん落らくしたきみに代わって、僕ぼくに家庭教師をまかせたいという話も出ているんだよ。」

　風太郎は息をのんだ。自分の知らないところで、そんな話が進行中とは……。

「ふっ……ふっふっふ……くくく……。」武田が大きく肩かたを揺ゆらして笑いはじめた。

「ようやくきみから学年一位の座ざを奪うばい取とった……。ヤッター！　勝った！　勝ったぞー！　イェス！　オ～イェス！　イェスイェスイェース！」

　天を仰あおぎ、両手のこぶしを繰くり返かえし上下させて喜よろこびを全身で表ひょう現げんする。

「上杉くん！　長きにわたる僕らのライバル関係にも、ついに終しゅう止し符ふが打たれたのさ！」

　武田は風太郎をビシッと指さすと、一転してしみじみと語りだした。

「始まりは二年前……。学年トップを目指して……。」

　長くなりそうな話をさえぎって、風太郎が一言。

「いや、おまえ誰だれだよ。」

　思いもかけない言葉に、武田はキラキラしたまま固まった。

「えっ……ほら……ずっと二位できみに迫せまっていた武田祐ゆう輔すけ……。」

「知らん。今まで満点しか取ってなかったから、二位以下は気にしたことがない。」

「二位……以下……!!」

　トドメを刺さされ、白目になって奈落の底に落ちていく武田であった。




　風太郎が図書室に行くと、五つ子たちはすでに全員、閲えつ覧らん机づくえに集まっていた。

「よーし！　勉強会を始めるぞ！」

「えっと……武田くんも一いっ緒しょに？」一花が戸と惑まどいがちに言う。

　やけに視し界かいの隅すみがキラキラすると思ったら、武田がまた風太郎の隣となりに立っている。

「なんでついてきてんだよ……。」

「きみはこんなことしてる場合じゃないだろう。もっとやるべきことがあるはずだ。」

「なんのことだ？」

「ハッキリ言わせてもらえば……。」と武田が五つ子たちを冷ややかに見下ろす。

「彼かの女じょたちが、きみの足あし枷かせになっているということさ。」

「足枷って……！」抗こう議ぎしようとした二に乃のは、

「上杉くんが家庭教きょう師しを辞やめるということ。それは、ほかならぬ上杉くんのためなんだ。」

と武田に正せい論ろんで口を封ふうじられてしまった。

「きみたちのせいだ……。きみたちが上杉くんを凡ぼん人じんにした……。いいかげん、彼かれを解かい放ほうしてもらえないかな。」

　武田が一方的に非ひ難なんする。本音を言えばよけいなお世話だが、五つ子たちは何も言い返せない。自分たちが風太郎の勉強の妨さまたげになっていることは、否いなめない事実だ。

「そのとおりだな。」風太郎が言った。

「……！」

　落らく胆たんの色を浮うかべた五つ子たちのほうへ、風太郎が足を踏ふみだす。

「だが、去年の夏までは……あるいは、この仕事を受けていなかったら……俺おれは凡ぼん人じんにもなれていなかっただろうよ。」

　数歩歩いて足を止めた風太郎を、五つ子たちは息を詰つめて見守っている。

「教科書を最初から最後まで覚えただけで、俺は知った気になっていた。」

　学食で孤こ高こうを気取り、食べる間も惜おしむように勉強して、それが最さい善ぜんだと思っていた。

「知らなかったんだ。世の中にこんな馬鹿どもがいるってことを。」

　五人合わせて百点満点。初めて実力テストをしたときの衝しょう撃げきは今も忘わすれられない。

「俺がこんな馬鹿だったことも。」

　さっさと人まかせにしてしまえばいいのに、五つ子に見せられた新しい家庭教きょう師しの履り歴れき書しょを破やぶり捨すて、みずから面めん倒どう事ごとを引き受けるなど……以前の風太郎ならあり得えなかった。

「こいつらが望むかぎり、俺はつき合う。」

　風太郎は、武田を振ふり向むいてきっぱり言い放った。

「フータロー……。」

　三み玖くの顔にうれしそうな笑えみが広がる。ほかの姉し妹まいたちも同様だ。

　しかし、それでもまだ武田は納なっ得とくしない。

「そこまで言うなら、結果で証しょう明めいしてもらいたいね。そうだな……今度の全国模も試しで二桁けた以内の順位に入らなければ、僕ぼくの言うことを認みとめてもら……。」

「二桁？　なに言ってんだ。」

　風太郎は、武田に向かって人さし指を突つき上あげた。

「一桁だ！　こいつらの家庭教師を続けたうえで、全国模試、一桁取ってやるよ！　そして、こいつらが足あし枷かせなんかじゃないってことを証明してやる！」

「上杉さん……！」

　四よつ葉ばが感動の面おも持もちで風太郎を見上げる。

「大きく出たね……。無理に決まってる。それも五人を教えながらなんて……。」

　そう言いながらも、武田の表情はかすかにこわばっていた。




　その夜、一花はアパートの狭せまい浴よく槽そうにつかって、ある計画を実行しようとしていた。

　スマホを手に、『中野家の五つ子』のトークルームに文章を打っていく。

『三日後、フータローくんの誕たん生じょう日びだよね？』

『プレゼントは何にするか考えてたけど』

『そもそも模も試し勉強してるフータローくんの迷めい惑わくにならないかな？』

　そこでいったん手が止まる。一花は一いっ瞬しゅん、思おもい詰つめた顔で考かんがえ込こんだが、続けて文字を打ち込んだ。

『一度この話、白紙に戻もどそうよ』

　何も考えず送信すると、一花はスマホを額ひたいに当て、「ふぅ……。」と重いため息をついた。




　翌よく日じつの午後の勉強会には、一花、三玖、四葉の三人が参加した。

「悪い……少し外の空気吸すってくる。」

　目の下にくまを作った風太郎は、疲つかれたように図書室を出ていった。

　廊ろう下かの壁かべにもたれて息をつく。昨夜、根を詰めすぎたせいで頭がボーッとする。しかし、卒業のためにも、五つ子の点数だって上げてやらねば。今は自分の模試勉強に集中したいところだが……。

（いや、両立させるんだ！　あいつらは足あし枷かせじゃない！）

　迷まよいを吹ふっ切きるように、パシッと頰ほおを張はって気合を入れる。

　そこへ、「フータロー。」と三玖が心配そうにやってきた。

　昨日の一花の話は本当だろうか。だが、三玖が風太郎にそんな噓うそをつく理由もない。

「昨日のことなんだけど……。」「明後日あさってなんだけど……。」

　顔を合わせたとたん同時に切りだし、二人はキョトンとなった。

「え？　なんだ？」

「フータローこそ……。」

「俺おれは……。」

　そのとき、「二人して、なに話してるの？」という声が割わって入はいってきた。

　一花だ。「ん？」と可か愛わいく上うわ目め遣づかいで風太郎を見てくる。

「な、なんでもいいだろ。」

　目を合わせるのも気まずく、風太郎はきびすを返して逃にげるように去っていった。

「フータロー、大だい丈じょう夫ぶかな……。」

「大丈夫だよ。私わたしたちにできるのは、少しでも負ふ担たんを軽くすることだけ。だから誕たん生じょう日びのことはいったん忘わすれよ？」

　さりげなく三玖を牽けん制せいする一花。

「……うん。」

　風太郎の誕生日を楽しみにしていた三玖は、しょんぼりして図書室に戻もどっていった。

　そんな三玖の姿すがたを見ると、さすがに一花も胸むねがチクンと痛いたむ。

（……自分のしたことに後こう悔かいしちゃダメ。私はこう戦うと決めたんだから。）

　全員に釘くぎを刺さした今がチャンスだ。顔を引きしめ、風太郎を追って歩きだす。

（私だけがプレゼントを贈おくる。もう迷まよってる余よ裕ゆうなんてない！）

　階かい段だんを下りて歩いていくと、正面玄げん関かんから入ってきた二乃と鉢はち合あわせになった。

「あ～、迷ってたら遅おくれちゃった。」

　リボンをかけた包みを、うれしそうに胸に抱かかえている。

「二乃……それ何？」

「え？　これ？　リラックス効こう果かのアロマよ。もうアイツの誕生日だし……あっ！」

　二乃はとっさに顔をそらし、そそくさとカバンにプレゼントをしまい込こんだ。

「危あぶないわ。当日まで秘ひ密みつだったわね。」

「……昨日のメッセージ見た？」

「ああ、あれね。でも、あげたいものはあげたいわ。……ちょっと待って。ということは、アタシ一人だけってことかしら？　ふふっ。効こう果か絶ぜつ大だいね。」

（忘わすれてた……！　二乃のブレーキは壊こわれてるんだ！）

　一花が青ざめていると、二乃はぜんぶ見み透すかしたように「それで？」ときいてきた。

「え？　なにが？」

「アンタも用意してるんでしょ？　プレゼント。」とビシリと指さす。

　一花はぎくりとした。ごまかそうかと思ったが、二乃は三玖のように簡かん単たんにはいかない……。一花は覚かく悟ごを決め、ポケットからプレゼントのギフトカードを取り出した。

　二乃が腕うで組ぐみをして、一花と面と向かい合う。

「一つだけハッキリさせなきゃいけないわね。春の旅行の最後の夜、アタシはアンタにパパの足止めを頼たのんだはず。それなのに、待ち合わせ場所にパパは現あらわれた……。何か弁べん明めいはあるかしら？」

「……私わたしたち、五つ子なのに好みはバラバラだよね。」

「そうね。そのせいでご飯を作るとき、毎回困こまるわ。」

「二乃……二乃はフータローくん、好き？」

　一花は二乃をまっすぐ見て、ストレートにきいた。

「大好き。」

「私も。」

　二乃の即そく答とうに一花も即答で返す。不意打ちの直球勝負。二乃に牽けん制せいは通用しない。

「……っ！」二乃にとっては、思わぬ反はん撃げきだ。

「なんでこんなときだけ一いっ緒しょなのかなぁ……。」

　一花は自じ嘲ちょうするように笑うと、きっぱり宣せん言げんした。

「二乃には悪いけど……譲ゆずるつもりはないから。」

「……姉ってだけで、ずいぶんと上からね。」

　二人は肩かたを並ならべ、徒競走でもするかのように早足で図書室へ向かった。

「そもそもアロマって男の子にあげるものじゃないでしょ。」

「はぁ!?　アンタのギフトカードだってたいがいだわ！」

「いいじゃん。これなら本当に好きなものが買えるんだし。」

　言い合いながら階かい段だんを上り、廊ろう下かの突つき当あたりの図書室のドアを開け、バチバチ火花を散らせる。図書室に残っていた四葉が、「わっ!!」と驚おどろいて手の下に何かを隠かくした。

「あはは……ビックリした。上杉さんが帰ってきたのかと思ったよ。」

　四葉のかたわらでは、三玖が屈かがんで四葉を見守っているふうだ。

「四葉。何よそれ？」

　二乃と一花が近づいていくと、四葉が隠したのは、折りかけの折おり鶴づるである。

「千羽鶴！　上杉さんの成せい績せきアップを願って、作ろうかと思うんだ！」

「病気の人にあげるやつじゃなかったっけ……。」

「まぁ、幸運の効こう果かはあるって聞くし……。」

　一花と二乃が言う。四葉らしいと言えば四葉らしいが、想定外のプレゼントすぎる。

「上杉さん、なんだか疲つかれてるように見えるんだ。言わないだけで、私わたしたちに教えながらってのがすごい負ふ担たんになってるんだよ。だからせめて、体は壊こわさないように……。」

　丁てい寧ねいに鶴つるを折り、「できた！」とうれしそうに完成した折り鶴を掲かかげる。

「でも、プレゼント中止って……。」

　二乃が言うと、四葉は自分が抜ぬけ駆がけしようとしていたことに初めて気づいたらしい。

「あ……ごめーん！　そんなつもりじゃなかったんだー！」

　涙なみだ目めで訴うったえる四葉を、

「よ、四葉……ここ図書室。」「そんな気にしなくていいから。」

　一花と二乃があわててフォローする。

「自分で自分が許ゆるせないよ～！　これじゃあ私わたしだけズルしてたみたいだもん！」

　四葉は無自覚だが、一花と二乃は正しょう真しん正しょう銘めいの確かく信しん犯はん。二人とも罪ざい悪あく感かんで汗あせダラダラだ。

「約束を破やぶるなんて、人として最低だ～～～！」

「「えーっと……。」」

　四葉の言葉がグサグサ突つき刺ささり、青ざめる一花と二乃。

　そのとき、「ごめん！」とたまりかねたように三玖が立ち上がった。

「これ、スポーツジムのペア券けん……。一いっ緒しょにトレーニングしようと思って……バイトの給料を日ひ割わりでもらって……。抜ぬけ駆がけしてごめん……。」

　二枚まいのチケットを手に、申もうし訳わけなさそうに頭を下げる。

　五つ子だなぁ──一花はフッとほほえんで言った。

「じゃあこうしよう。やっぱり模も試しまえに渡わたすのは勉強の妨さまたげになっちゃうから、終わったらフータローくんにみんなで渡そ。」

「うん！」「それがいい。」

　四葉と三玖はすぐに賛さん成せいしたが、二乃は不満顔で一花の腕うでをグイッと引っぱり、二人に背せを向けて抗こう議ぎした。

「ちょっと、なに勝手に決めてんのよ！　……っていうか、アンタはそれでいいの？」

「みんなフータローくんのことわかってないよ。全員でいっせいに渡しても、私わたしのをいちばん喜よろこんでくれるに決まってる。」

　自信に満ちあふれて断だん言げんする一花。二乃の顔がヒクッと引きつる。

「じゃあ当日は何もなしか……。」

　またしゃがみ込こんだ三玖が寂さびしそうにつぶやくと、

「うーん……。そうだ！　こんなのはどうかな！」

　妙みょう案あんを思いついたらしい四葉が、明るい声で言った。




　そして、二日後の四月十五日──。

　風太郎は誰だれもいない図書室に一人残り、黙もく々もくと自分の勉強を続けていた。

　授じゅ業ぎょう、五つ子の勉強会、そして図書室が閉しまるまで自習。家に帰って夕飯を食べ、風ふ呂ろに入ってまた朝方まで勉強。連日この繰くり返かえしで、ガリ勉の風太郎も憔しょう悴すいしきっていた。

　眠ねむ気けに勝てずウトウトとしていると、

「こんな時間まで自習だなんて。」

　ふいに声がして、机つくえの上にコトッと眠気覚ましのドリンクが置かれた。

「ご苦労さまです。差し入れです。」

　誰かと思えば、五い月つきだ。これから下校するらしく、制せい服ふくの上にコートを羽は織おっている。きっと五月も、どこかで勉強していたのだろう。

「なに言ってんだ。苦労なんてしてねぇ。」

　ドリンクを手に取り、キャップを開けてゴクゴクと一気に飲む。

「俺おれを誰だと思ってる。」

　風太郎の強がりに、五月はクスッと笑った。

「先日、塾じゅく講こう師しをされている下しも田ださんというかたのもとへ出向いてまいりました。」

「え……。」

「バイト……と言えるのかわかりませんが。下田さんのお手伝いをしながら、さらなる学力向上を目指します。」

「俺じゃ力不足かよ。」

「スネないでください。そうではありませんよ。するからには、自分の血肉となりうる仕事がしたかったのです。模も試しの先……卒業のさらに先の夢ゆめのため、教育の現げん場ばを見ておきたくて……。」

　天てん井じょうを仰あおぎ見みて夢を語っていた五月は、ふいに顔を赤らめてプルプル震ふるえだした。急に気き恥はずかしくなったらしい。風太郎はやれやれと頭をかいた。

「おまえらのやることは本当に予よ測そく不ふ可か能のうだ。三年生になってから、四葉……二乃……一花ときて、三玖も……。」

「何かあったので……。」

　五月が見ると、風太郎は目を開けたまま「すぴ～～～。」と鼻ちょうちんを作っている。

　五月はあきれたようにほほえむと、小さく声をかけた。

「あなたには、いずれ話しますから……。」




「ん……。いつの間に……。」

　スマホの着信音で風太郎が目を覚ますと、らいはから、『お兄ちゃんいつ帰ってくるの？　お誕たん生じょう日び会かいの準じゅん備びしてまってるよ。』とメールが届とどいていた。

　添てん付ぷされていたらいはの自じ撮どり写真には、勇いさ也なりと誕たん生じょう日びケーキも写うつり込こんでいる。

「あ……そういや今日だったな……。帰るか……。」

　立ち上がった風太郎の目に、机つくえの上に置かれた五羽わの折おり鶴づるが飛び込んできた。

「五羽……鶴……？」

　よく見ると、鶴は折り紙ではなく、何かのプリントで折ってある。

「なんだこれ……。」

　首をかしげつつ折おり鶴づるを開いてみる。すると、三玖、一花、五月、四葉、二乃……五羽の折り鶴の正体は、五つ子たちの答案用紙だった。それも、明らかに×より○のほうが多い。必死に勉強している五人の姿すがたが浮うかび、風太郎はうれしそうに笑えんだ。

（一人じゃない、か……。）

　──あいつらもがんばってる。負けられねぇ！




　全国模も試しが終わってしばらく経った日の午後、風太郎たちの通う旭あさひ高校の公園のそばに、ハザードランプを点てん滅めつさせた黒いリムジンが停てい車しゃしていた。

「先月行われた、全国模試の結果が届とどきました。」

　後部座ざ席せきに座すわった武田が、並ならんで座っている五つ子の父親──中野マルオに報ほう告こくする。

「お嬢じょうさんたちは個こ人じん差さこそあれど、前年より大おお幅はばに成せい績せきを伸のばしているみたいですよ。」

　むろん個人の努力あってのことだが、家庭教きょう師しの力が大きいことは認みとめざるを得えない。

　マルオはタブレットで、上位千人の名前が載のる全国模試の順位表を確かく認にんしていた。

「ちなみに僕ぼくは全国八位でした。そして、上杉くんは……。」

　タブレットを上にスワイプしたマルオが、わずかにピクリと眉まゆを動かす。

　話が終わると、武田はドアを開けて車から降おりた。まったく彼かれには、ことごとく邪じゃ魔まをされてばかりだ。フッと笑い、清すが々すがしい表ひょう情じょうで青空を見上げる。

「まいったね。全国三位とは……見事、と言うほかないよ……上杉くん。」

　同じころ──五つ子たちのアパートを訪おとずれた風太郎に、待ちかまえていた五人が誕たん生じょう日びプレゼントをさしだしていた。




　トレイの上の黒い塊かたまりを前にした四葉は、テーブル席で向かい合った三玖にきいた。

「ええーっと……ここってパン屋さんだよね？　石屋じゃなくて……。」

　コックシャツに青いキャスケットと同色のエプロンをつけた三玖は、テーブルの向こうでこぶしを握にぎって微び動どうだにしない。黒くろ焦こげではあるが、れっきとしたクロワッサンだ。

「ま、まぁ、中野さんはバイト始めたばかりだし……。」

　そばで見ていた女じょ性せい店長がやさしくフォローする。

　三玖はキリッと顔を上げると、再ふたたび厨ちゅう房ぼうへ。しばらくして、半分溶とけかけたようなクロワッサンがドンッ！　と四葉の前に置かれる。

「なんかベチャッとしてる……。」

　三玖には悪いけれど、口に入れるのもためらわれるような……。

　親切な店長の厚こう意いでパン作りの練習をさせてもらっているものの、まだ三玖は一つとしてちゃんとしたパンを作れたことがない。

（おかしい……。手順どおり作らせているのに、不思議な力でなぜか失敗する……。）

　店長は二人に背せを向け、棚たなに手を突ついて肩かたを震ふるわせている。

「やっぱり才さい能のうないのかなぁ……。」

　落おち込こむ三玖を、四葉があわてて励はげます。

「じ、自信持って！　まえより食べ物に近づいてる気がする！　この調子だよ！」

「うん……！」

　三度目の正直とばかり、少し焦こげてはいるが、まともなクロワッサンがドンッ！

「パンだ！　これ、三玖が作ったって本当？」

「うん。」

　驚おどろく四葉に、三玖が腰こしに手を当て得とく意いげに胸むねを張はる。

「まだお店に出せるレベルじゃないけどね……。三玖ちゃんがここまで作れるようになれて、私わたしもうれしいよ。」

　三玖は「店長さん、ありがとうございます。」と深く頭を下げた。

「これ、上杉さんに食べてもらおうよ！　きっと驚おどろくよ！」

　四葉が提てい案あんするも、三玖はダメダメ、というようにかぶりを振ふる。

「まだ美お味いしいパンじゃない……。」

「修しゅう学がく旅りょ行こうまでに……とか言ってたっけ？」と店長。

「はい。一日目のお昼が自由昼食のはず……。侵しん掠りゃくすること火の如ごとし。そこで私のとっておきをあげる。」

　不ふ屈くつの闘とう志しを燃もやす三玖の背はい後ごには、推おし武ぶ将しょう・武たけ田だ信しん玄げんが守しゅ護ご霊れいのように……。

「そっか！　絶ぜっ対たい喜よろこんでくれるよ！」

　激げき励れいする四葉に、「でも、問題がもう一つ……。」と三玖は目を伏ふせた。

「同じ班はんじゃなきゃ、お昼を一いっ緒しょにできないかもしれない……。何より、一緒に京都を回りたい……。」

　切ない三玖の気持ちが伝わってきて、四葉は大きく胸むねをたたいた。

「三玖！　私わたしにまかせて！」




　翌よく朝あさ、ホームルームで修しゅう学がく旅りょ行こうの話し合いが行われた。

「全国模も試しも無事終わったということで、修学旅行の話に本ほん格かく的てきに入りたいと思います。」

　四葉と一緒に教きょう壇だんに立った風太郎が、パンフレットを掲かかげて生徒一同に見せる。

「当日はこの班ごとの行動となります。なお、定員は五人までです。」

　一花と二乃は、それぞれ思おも惑わくがありそうな顔で話を聞いている。修学旅行。風太郎を振ふり向むかせる、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。

　不安そうに顔を上げた三玖に、四葉は決意のまなざしでこくんとうなずいた。

「えーっと……上杉さん、上杉さん……。」

　休み時間になり、四葉が廊ろう下かをキョロキョロ探さがしていると、男子トイレの前にいる風太郎を発見した。武田と前まえ田だと一いっ緒しょに立ち話をしている。

「いた！　おーい、上杉さ……。」

「四葉。」

　名前を呼よばれて振ふり返かえると、一花が「ちょいちょい。」と手て招まねきしている。

　カーテンを閉しめ切きった無人の教室に入っていく一花に、四葉もしかたなく続いた。

「どーしたの、一花？」

「修しゅう学がく旅りょ行こう、楽しみだね。クラスのみんなは班はん決ぎめで悩なやんでるみたいだけど、私わたしたちにはおあつらえ向きだよね。」

「あ……ハハ……五つ子でよかったね……。」

「でもフータローくんはどうだろう。もう三年生なのに、友達いなそうだもんな～。お姉さん心配だよ。」

「えーっと……それなら……。」

　三玖と四葉と三人で班になろう。今まさに、風太郎にそう頼たのもうとしていたところだ。

「しかたない。ここは私たちがひと肌はだ脱ぬごうよ！　私と四葉とフータローくんでひと班。いいよね？」

　四葉に口を挟はさませず、凄すごみのある目で押おし切きろうとする。

「え！　一花。」

「あ、ごめん電話だ。じゃあよろしくね。」

　食い気味に言うと、一花は固まっている四葉を残してさっさと教室を出ていった。




　休日の朝、例によって粛しゅく々しゅくと勉強している風太郎の背せ中なかに、らいはが言った。

「もー、お兄ちゃんは……。せっかくのお休みなのに、また机つくえにへばりついて……。」

「せっかくの休日だからこそ、勉強せずしてなにをするっていうんだ。ああ、そうだ……このまえの誕たん生じょう日び会かいのお礼。」

　ゴソゴソとズボンのポケットをまさぐる。

「プレゼント!?　なになに～？」

　らいはも中学一年生。いつまでも子こ供ども扱あつかいしていてはいけない。

「受け取ってくれ！」

　かけ寄よってきたらいはに風太郎が自信満々でさしだしたのは、『ガチでわかりやすいテスト[image: ]問題集』と題した、手作りの単語帳である。

「いらない。」虚うつろな目で薄うすら笑わらいを浮うかべ、即そく答とうするらいは。

「ほあ～～～っ!?」

「私わたしはお礼なんていいよ。それより、四葉さんに何かお礼してあげて。」

「なぜそこで四葉が出てくる？」

「はぁ～～～……やっぱり忘わすれてる。」

　らいははため息をつき、気の利きかない兄の鼻先に人さし指をビシッと突つきつける。

「林間学校で四葉さんに助けてもらったんでしょ？　何かお礼をしてあげてって、まえに言ったじゃん！　もう学年も変わったのに、ほったらかしだったなんて！　そういうトコだよ、お兄ちゃん！」

　マシンガンのごとく非ひ難なんを浴びせられ、風太郎はドッと冷ひや汗あせを流した。




「えっ？　私に贈おくり物ものを？　上杉さんが……？」

　アパートの前に呼よび出だされた四葉は、露ろ骨こつにうさんくさそうな顔をした。

「ただし予算は千え……千五百円までだ！」

　セコく刻きざんだが、風太郎にとっては一世一代の大おお盤ばん振ぶる舞まいである。

「うーん……突とつ然ぜんうちに来たと思ったら……。」と四葉がニヤニヤする。

「それをきいちゃうあたり、上杉さんですよね。サプライズとかあるでしょー。」

「いらないもの贈って拒こばまれるのはもう嫌いやだからな。なんでもいいから、おまえの望みを言ってくれ。」

「そうですねぇ……。いいお出かけスポットなら知ってますよ！」

　外は新緑がまぶしい、爽さわやかなお天気。絶ぜっ好こうの行楽日和びよりだ。

「あはは！　楽しい一日になりそうですね。」

　風太郎と肩かたを並ならべて歩きながら、四葉が言う。

「そうか？　今のところただ歩いてるだけだが。」

「それがいいんです。デートですよ、デート。」

　いたずらっぽく笑い、ハッとなる四葉。三玖や一花のことを思い出したのだ。

「と、とりあえずランチにしましょうか。」

「昼飯か！　どこでもいいぞ。」

　四葉が、行きつけの店に案内するという。

「このレストランは、五月のお気に入りなんです！」

　さすが口コミサイトの有名レビュアーＭ・Ａ・Ｙメイのお気に入り。しかし貧びん乏ぼう人にんが敷しき居いをまたぐには、股また下したの比ひ率りつが身長の80％くらい必要な五つ星のフレンチレストランである。

「どう見ても千五百円じゃ無理だろ！」

　四葉が次に案内したのは、高級ホテルの中にあるスパだ。

「ここは三玖が会員だったスパです！」

「無理だ！」

　お次は、『呪のろいのリプライ』の大きなポスターが出ている映えい画が館かん。

「一花が出てる映画ですよ！」

「おおーっ！」それそれ！　待ってたそういうの！

「チケットもらっててよかったです！」

「て、俺おれからの贈おくり物ものにならないじゃん……。」

　いずれも足を踏ふみ入いれるには至いたらず、風太郎はがっくりした。

「やっと見つけました～！　これが欲ほしかったんです！」

　ようやくとある高級ブティックに入ると、四葉が白いブラウスを手に取った。

「服か……。じゃあそれ買ってやるよ。この際さい、少し高くてもかまわん。」

「やったーーー!!　これ、二乃が欲しがってたから。喜よろこぶだろうなぁ。」

　ぴょんぴょん跳はねるようにレジへ駆かけていく。

「ちょっと待ってくれ。」

　風太郎は思わず四葉を呼よび止とめた。四葉が立ち止まって振ふり返かえる。

「四葉……おまえが欲しいものはなんだ？」

「え……。」

「レストランとスパと映えい画が館かんとお買い物……どれもおまえ自身が望んだものじゃない。」

　四葉はわずかに目を見開いた。まるで、言われて初めて気づいたような表ひょう情じょうだ。

「えっと……ちょっと待ってくださいね。いま考えますから……えっと……うーん……。」

　風太郎が黙だまって見つめていると、四葉は困こまったように笑い、小首をかしげて言った。

「上杉さん……私わたしの欲ほしいものはなんでしょうか。」




「四葉はどこ行ったのよ……。今日は大おお掃そう除じだって言ったのに……。」

　二乃がぷりぷりして文もん句くを言う。日に日に増えていく各自の荷物を整理しないと、狭せまいアパートでは寝ねる場所もなくなってしまう。

　一花が、「五月ちゃん、この箱、見覚えある？」と床ゆかに出ている小ぶりの段だんボールを指さした。フタの隙すき間まから、ウィッグや服、つば広の帽ぼう子しなどがチラッと見えている。

「あっ、私のものです。もう着ないだろう服を入れておいたのです。」

　五月はあわててフタを閉しめ、押おし入いれに入れておいたその段ボールを持ち上げた。

「いらないものは捨すてなよー。って、私が言えたことじゃないか……。」

　自じ虐ぎゃくする一花にあいまいに笑うと、五月は段ボールを運んでいく。

　そこから、折りたたんだ紙が一枚まいはらりと下に落ちた。

「五月ちゃん、何か落とし……。」言いながら拾い上げた一花は、エッと目をみはった。

　写真に、金きん髪ぱつの悪ガキと少女時代の五つ子の一人が写っている。

「これ……京都の……。」

　次の瞬しゅん間かん、頭の中でパズルのピースがカチッと合わさる。

「そっか……。」

　写真を床に戻もどすと、一花は貴重な何かを手に入れたかのようにニッと笑えみを浮うかべた。




　昼間は子こ供どもたちでにぎやかな児童公園も、街灯がともるこの時じ刻こくは誰だれの姿すがたもない。

「へえ……よくこんなところ、知ってたな。」

　ブランコの前に立って、風太郎は四葉に言った。

「ここは私わたしがよく来る公園なんです。ちょっと落おち込こんだときは、そのブランコに乗ってみたり……。」

　けっきょく何も欲ほしいものが見つからないまま、風太郎と街外れの高台にある公園まで来てしまった。

「で、でも全然オシャレじゃないし、もっと素す敵てきなとこ行きましょう！」

　申もうし訳わけなさそうにしている四葉を横目に見て、風太郎はブランコに足をかけた。

「お……久ひさ々びさだがいけるな。」

「上杉さん……？」

「どうだ！　すごいだろ、四葉！」

　ぎこちなくブランコを立たち漕こぎしながら、四葉にドヤ顔を向ける。

「もー、子こ供どもみたいに。それに、全然すごくありません。私わたしがお手本を見せるんで、よく見ててください。」

　四葉もブランコに立ち、勢いきおいよく漕ぎだす。たちまち風太郎より高くブランコが上がった。

「ほーら、どうです！」

　風太郎の対たい抗こう心しんに火が着いたのは言うまでもない。

「くっ……負けるか！　うぉおおおおおおーーーーーーっ!!」

　風太郎のブランコが四葉と同じくらいの高さに上がったその瞬しゅん間かん、視し界かいをさえぎっていた木々を越こえ、眼がん下かに夜の街まち並なみが広がった。

「全力で漕こいだときに見える、この景色が好きなんです。」

　うれしそうに語る四葉の瞳ひとみの中で、いくつもの明かりが滲にじむように美しく光っている。

「百万ドルの夜景とはちょっとちがいますが……光の一つ一つに家庭が、家族があるんだと想そう像ぞうすると──ほっこりします。そして……。」

　とうっ！　かけ声とともに、四葉がブランコから思いきりジャンプした。

　風太郎は息をのんだ。空中を駆かける四葉の姿すがたが夜景に溶とけ込こみ、キラキラ輝かがやいて見える。

　ブランコの前の鉄てっ柵さくを越こえたところで、四葉は両手を広げてしゅたっと着地した。

「最高記録更こう新しん！　上杉さんはここまで来られますか？」

「舐なめんな……よっ！」

　風太郎も渾こん身しんの力でブランコを漕ぐ。

　次の瞬しゅん間かん、四葉の足もとに風太郎の靴くつが片かたっぽだけ転がってきた。

「……え？」

　振ふり向むいた四葉は、ぽかーんと口を開けた。勢いきおい余あまって１８０度回転したブランコは、風太郎を乗せたままひっくり返った状じょう態たいで空中停てい止ししている。

　四葉があっけに取られていると、ブランコはスーッと動きだし、無事、元の位置に戻もどった。

「う、上杉さん……。」

　ブランコが惰だ性せいでブランブランと揺ゆれている。

　風太郎は、無む意い識しきに止めていた息をプハッと吐はいた。

「……ハハハハッ！　見たかよ！　何が起きたんだ、いま!?」

　腹はらの底から大笑いする。

　めったに見せない風太郎の無む邪じゃ気きな笑え顔がおに、四葉は知らず知らず見とれた。

　──おまえが欲ほしいものはなんだ？

　ふと風太郎の声がよぎる。欲しいもの……。四葉は、フッと口もとをほころばせて言った。

「何やってるんですか。もういい時間ですし、帰りましょう。」

「え？　ああ……。」

　風太郎はブランコを降おり、すっぽ抜ぬけた靴くつを履はいた。しかし、けっきょく四葉に何もあげられないままだ。何かないかとポケットを漁あさってみる。

「こ、こんなのでよければ……。」

　おずおず四葉にさしだしたのは、らいはに受け取りを拒きょ否ひされた単語帳だ。

「あははっ、上杉さんらしいですね。ありがたくいただきます。」

　それが中学生向けの問題集であることを四葉が知るのは、家に帰ってからである。

「でも……欲ほしいものは、もうもらいました。」

　四葉は喜よろこびを嚙かみしめるように、単語帳を持った両手を口もとに当てほほえんだ。

「……そうなのか？」

「はい！」

「ならいいけど……。」

　いや、いつだよ──出口に向かう四葉を追いかけ、「……ほんとに？」とたずねる。

「また来ましょうね。今度はみんなで。」

　たくさんの星がきらめく夜空を、四葉はまぶしそうに見上げた。
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　翌よく日じつの放課後、風太郎が図書室に行くと、久ひさしぶりに五つ子が全員顔をそろえていた。

「さ、勉強を始めましょう！」

　五月が張はりきって言ったとたん、三玖がいつになく断だん固ことした口調で切り出した。

「そのまえに……修しゅう学がく旅りょ行こうの話がしたい。フータロー、誰だれと組むか決めた？」

　四葉がハッとする。まさか三玖に先手を取られるとは思わず、一花と二乃も内心うろたえた。

「俺おれは……。」

「待って！」一花が強ごう引いんにさえぎり、「四葉が話したいことあるって！」

「ええっ!?　え、えーっと……私わたしは……。」

　汗あせダラダラで口ごもる四葉を、「ほら、ねっ？」と一花が促うながす。逃にげるように視し線せんをそらすと、三玖と目が合った。

「……なに？」

　四葉が約束を果たしてくれるか、三玖が期待して見つめてくる。

　追おい詰つめられた四葉を、さらに風太郎が「早く言えよ。」と急せかす。

　打だ開かい策さくが見つからないまま、四葉はしどろもどろで話しだした。

「あ、あのですね……三玖も一花も一いっ緒しょに……。だけど、五月と二乃は……姉し妹まいはみんな一緒じゃなきゃ……。」

　そこで、垂たれていたうさ耳リボンがぴこーんと伸のびた。

「あっ、そうだ！　この際さいみんなで同じ班はんになろうよ！　上杉さんも一緒に！」

　立ち上がり、笑え顔がおで両手を広げる。風太郎は「は？」と微び妙みょうな顔になった。

「それがいちばんだけど……。」「定員は五人までって……。」

　戸と惑まどっている三玖と一花に、四葉はパチンと両手を合わせてにっこりした。

「だから私わたし以外のみんなでってこと！　これなら万ばん事じ解かい決けつだね！」

「それは……いくらなんでも……。」

　歯切れの悪い一花にかぶせるように、「四葉、それはできねぇよ。」と風太郎が言った。

　四葉の脳のう裏りに、公園で見た風太郎の笑顔が浮うかぶ。

「……何か問題ありますか？」

　顔は笑っているが、四葉はどこか寂さびしそうだ。風太郎は一いっ瞬しゅん言葉に詰つまったが、

「あるぞ……大きな問題が……。」

　そう言いかけたとき、二乃が口を挟はさんだ。

「そうね。そんなこと、誰だれも望んでいないってこと。少なくともアタシはね。たとえば、こんなのどうかしら。」と手を挙げ、おもむろに風太郎を指さす。

「アタシとフーくんが二人きりの班はんを組むの。」

　暴ぼう走そう機関車が動きだした……！　一花がギョッとする。

「フーくん……？」呼び方の変化に戸と惑まどう三玖。

　二乃の気持ちを知らない四葉と五月に至いたっては、まるで状じょう況きょうがのみ込こめない。

「四葉が何を言おうとしていたか知らないけど、アタシは最初から決めてたわ。好きな人と回る。アンタに拒きょ否ひ権けんはないから。」

　さらには、顔を赤くしながらの大だい胆たん告こく白はく。ほかの姉し妹まいは完全に凍こおりついた。

「お、おい……二乃、勝手に……。」

「フーくんは黙だまってて！」

　やられた──！　一花が唇くちびるを嚙かむ。こんなに堂どう々どうと宣せん言げんされたら手の出しようがない。

「……フーくん……わ、私わたしも……。」

　二乃に刺し激げきされたらしい三玖が、テンパりながらもおずおずと口を開いた。

「言いたいことがあるなら、いま言ってみなさいよ。」

　二乃がフンッとそっぽを向き、させるかとばかりに三玖の出ばなを折る。たちまち勇気がくじけて、三玖はうつむいてしまった。

「決まりね。」

　そんな二乃を一花がにらみつけるも、二乃はまるで意に介かいさない。

「決めんな！　俺おれの話を聞け！」風太郎は声を大にして抗こう議ぎした。

「だーかーらー！　今は黙だまってなさいって！　いい？　アンタなんかがアタシとデートできることを感かん謝しゃしなさい！」

　二乃は止まらない。暴ぼう走そう機関車のボイラーで燃ねん料りょうがガンガンに燃もえ盛さかっている。

　そんな二乃に、風太郎がひと言──。

「俺、もうクラスの男子と班はんを組んだぞ……すまん。」




　翌よく朝あさのホームルームで、修しゅう学がく旅りょ行こうの班はん分わけが正式に決まった。

「班長、誰だれがやんだコラ。」「この僕ぼくを差し置いておるまい！」

　風太郎の班は、声をかけられて初めて同じクラスだと知った前田と、なぜか風太郎の周しゅう囲いをウロチョロしている武田の三人。名字が並ならぶと、戦国武ぶ将しょう勢せいぞろいだ。

「なんでこうなるのよ……。」

　横よこ並ならびに座すわった五つ子の真ん中で、二乃は腕うでと足を組みムスッと頰ほおをふくらませた。

　椿つばきと葵あおいが「やっぱあの五人はそうなるよね。」「同じ姉し妹まいでなんてよっぽど仲がいいんだね！」などと話しているが、実じつ情じょうは大ちがいである。

「けっきょく、いつもどおり……。」三玖がぼそりと言った。

「ハハ……。フータローくんに友達ができてよかったね……。」

　あきらかに苦しい一花のコメント。五月は居い心ごこ地ち悪わるそうだし、二乃は機き嫌げんが悪い。

（気まずい……！）

　修しゅう学がく旅りょ行こうをまえに浮うかれるどころか、息が詰つまるような気分の四葉であった。





第五話　シスターズウォー　前半戦







　三み玖くだけじゃなく、二に乃のまで風ふう太た郎ろうのことが好きだったなんて……。

　五い月つきは居い間まで一人、風太郎と思い出の少女──零れ奈なの写真をじっと見つめていた。

「上うえ杉すぎくん……。」

　本当にこのままでいいのだろうか──重いため息が出る。と、玄げん関かんのドアが開く音がして、制せい服ふく姿すがたの四よつ葉ばが帰ってきた。

「あれ？　五月だけ？」

「は、はいっ！」あわてて写真をバッグにしまう。

「ん？　いま何かカバンに入れなかった？」

「ええ！　修しゅう学がく旅りょ行こうの準じゅん備びですっ……。」

「そっか、もうすぐだね……。」フッと四葉の表ひょう情じょうが沈しずむ。

「最近なんだか私わたしたちの雰ふん囲い気き悪いけど……。修しゅう学がく旅りょ行こうでまた仲よくなれるといいね！」

　明るく振ふる舞まおうとする四葉を元気づけようと、五月はほほえんで言った。

「そうですね。またあのころのように戻もどれますよ。」

　そう、小六の修学旅行のとき、京都で撮とった記念写真の五つ子姉し妹まいのように……。




　その日の午後、風太郎はらいはと一いっ緒しょにショッピングモールの衣料品売り場にいた。

「下着と靴くつ下した……歯ブラシは持っていくんだっけ？」

「おい、らいは。わざわざ新調しなくてもいいだろ。」

「家庭教きょう師しのお給料も貯たまってるんだから、少しくらい自分のために使ってもバチは当たらないよ。」

　上杉家の家計を掌しょう握あくするらいはには、もはやベテラン主しゅ婦ふの風ふう格かくすらある。

「あ！　でも、五月さんたちへの誕たん生じょう日びプレゼントをケチってたら嫌きらわれちゃうよ？」

「へぇ……あいつら誕生日なのか。」

「えっ、もう過すぎてるけど。」

　一いっ瞬しゅん、風太郎の目が点になる。

「ま、やらなくても……。つーか、あいつらも遅おくれてたし……。いや、そもそもあっちから言わないということは……。」

　ブツブツ言いい訳わけする兄を見て、らいはが「うわ～～～……。」とドン引きする。

「いただいたらお返し！　小学生でも知ってる常じょう識しきだよ！」

　風太郎も、薄うす々うす気づいてはいた。知ち識しきはあり余あまるほどあるが、どうも自分には一いっ般ぱん常識が欠けているらしい……。

「やっぱ、あげたほうがいいかな!?」

　らいはを振ふり返かえった風太郎の目の前に、なぜか五月の顔があった。

「えっ!?」

　互たがいに驚おどろいて見合っていると、「あー！　上杉さん！」と私し服ふくの四葉までやってきた。

「五月さんと昨日メールしたんだ。一いっ緒しょに買い物しようって。」

　らいはが風太郎に説明する。相変わらず二人は連れん絡らくを取り合っているらしい。

「ふーん……。それより、誕たん生じょう日びの。」

「あ～～！　シーーシーー！」あわてて口に人さし指を当てるらいは。

「やはりあなたも一いっ緒しょでしたか……。そういうことなら、一緒に買い物はできません。」

　五月はツンとして言うと、風太郎の前を通とおり過すぎてどこかへ歩いていく。

　その後うしろ姿すがたを、風太郎はじーっと目で追った。

（こいつらの買い物を観察してりゃ、欲ほしい物も見つかるかもな……。）

　さりげなく五月の後ろをピッタリついていくと、気づいた五月がパッと振ふり向むいた。

「な、なぜついてくるのですか!?」

「どうせ同じ物を買うんだ。いいだろ。」

「ええ、そうです！　しかし、同じであってもまったく別物……。」

　五月は顔を真っ赤にして、いっこうに察してくれない風太郎をにらみつけた。

「下着！　買いにきたんです！」




　ランジェリーショップには、セクシーな下着をつけたマネキンが陳ちん列れつしてあった。

　店内に足を踏ふみ入いれた五月が、布ぬの面めん積せきの極きょく端たんに少ないショーツを手に取る。

「ら、らららららららららいはちゃん！　これなんてどうでしょう！」

　大人の階かい段だんを上ろうと必死だが、いくらなんでも緊きん張ちょうしすぎである。

「い、五月さん！　これはいくらなんでもアダルトすぎるよ！」

　中学生になって少しマセた相談役のらいはも、さすがに顔を赤くして止める。

「こっこっこっ高校生ですからね！　これくらいふつうです！」

　風太郎と四葉は店の前のベンチに座すわり、五月の買い物を待っていた。

「おまえはいいのか？」

「あはは……私わたし、物持ちがいいほうなので。」

「まだお子様パンツか。」

「！　なぜそれを……!!」

　四葉がうろたえていると、らいはが「おまたせー。」と戻もどってきた。

「あれ？　五月は？」と四葉がきく。

「奥おくで採さい寸すんと試着してるよ。」

「五つ子なんだから、ほかのやつと同じサイズでいいだろ。」

　なんの気なしに言った風太郎に、四葉がピピーッと警けい告こくの笛を吹ふく。

「五つ子ハラスメントですよ！　イツハラ！　でも、採寸はたしかに不自然です……。」

　四葉は何かに気づいたように、「はっ！」と顔色を変えた。

「もしや五月……一人だけ抜ぬけ駆がけしたんじゃ……。」

　立ち上がって風太郎に背せを向け、胸むねの大きさをこっそり手で確たしかめている。

「五つ子のみなさんも大変なんだね。」

　らいはが気の毒そうに言うと、四葉は「そうなんですよ！」と力強く振ふり返かえった。

「最近なんてとくに……。い、いえっ……、とにかく、林間学校はさんざんな結果で終わってしまったので……今度こそ！　後こう悔かいのない修しゅう学がく旅りょ行こうにしましょうね！」

　なぜか途と中ちゅうで話題を変え、四葉はガッツポーズで風太郎にほほえみかけた。

「どうでもいいがな。体調管理だけは気をつけるさ。」

　あらぬほうを向いてクールに答える風太郎を、らいはがひじでツンツンする。

「もー、本当は楽しみにしてるくせに！　家で何度もしおりを確かく認にんしてるんだから。」

「らいはっ!!」

　恥ち部ぶを暴ばく露ろされた風太郎は、顔を赤らめて椅い子すから立ち上がった。

「えへへ……。それに、写真の子にも会えるかもしれないしね！」

　ニコニコと見上げてくるらいはから、風太郎は「それはないだろ。」と目をそらした。

「あれ？　京都じゃなかったっけ？　お父さんそう言ってたけど……。」

「だとしても、あっちも旅行者だから……。」

「……写真の子って、なんですか？」四葉が口を挟はさんできた。

「ほら、見せてあげなよ～～～。」と、またひじで風太郎をツンツンするらいは。

「なんでもねーよ。写真ももうない。」

「むっ、なんだか怪あやしいですね！」四葉がプクーッとふくれた。

「何もないなら言えるはずですよ！　なぜ話せないのか、私わたしにはわかります！　それは未練があるからです！　さあ、話してスッキリしちゃいましょう！」

　なんなんだこの飢うえたピラニアのような食いつきは……四葉の迫はく力りょくに気け圧おされた風太郎は、目を泳がせつつボソボソ話しはじめた。

「京都で偶ぐう然ぜん会った女の子だ……。名前は、零奈……。」

「えっ、零奈って……。」

　母親と同じ名前に戸と惑まどっているような四葉の様子を見て、風太郎は言った。

「おしまい。」

「おしまい～～～!?　か、かなり気になるんですが……。もう少しくわしく教えてくださいよー。」

　両手を組んで拝おがみ、必死に食い下がる。

　すると、らいはがまたしても無む邪じゃ気きに二発目の暴ばく露ろ爆ばく弾だんを落とした。

「つまり、お兄ちゃんの初はつ恋こいの人だよね。」

「えっ……。は、初恋っ!!」

　四葉の顔が、なぜか火を噴ふいたように赤くなった。

「おい、誰だれもそんなこと……！」

　赤面した風太郎を見つめる四葉の組んだ手に、知らず知らず力が入る。

　そして、そんな四葉を遠目に見つめる五月がいた。




　一いち花かが、スリーカードとワンペアで構こう成せいされた手札を見せる。

「はい、フルハウス！」

　ポーカーでは四番目に強い役だ。「負けた～……。」とガックリする四葉。

「もう一回！　もう一回勝負よ！」

　悔くやしがる二乃に、「いつでも受けて立つよー。」と余よ裕ゆうの一花。

　修しゅう学がく旅りょ行こう初日。京都に向かう新しん幹かん線せんで、五つ子たちは座ざ席せきを向かい合わせて座すわり、トランプをして遊んでいた。旭あさひ高校のほかの生徒たちも、ワイワイはしゃいでいる。

「三玖……？　三玖、終わったよ。」

　四葉が、隣となりでウトウトしている三玖に声をかけた。三玖が目を覚まして、ボーッと自分の手札を見る。ペアのカードが二組。

「あ、ツーペア。」

「遅おそいし弱い！」

　二乃にツッコまれるが、三玖のまぶたは今にもくっつきそうだ。

「……眠ねむそうだね。今朝早起きして、どこか行ってたみたいだけど。」

　ほかの姉し妹まいに聞かれないように、四葉が三玖の耳もとでヒソヒソ話す。

「うん……。バイト先に無理言って、朝から厨ちゅう房ぼう貸かしてもらってた。」

　手作りパンの入った紙かみ袋ぶくろは、荷物置き場のスーツケースと一いっ緒しょに置いてある。

「えっ、じゃあ……それを食べてもらって、いよいよ……。」

　思わず前のめりになった四葉に、三玖は恥はずかしそうにコクンとうなずいた。

「ずっと今日のためにがんばってきたんだもんね。最後まで応おう援えんするよ。」

　ひざに置いた三玖の手に両手を重ね、四葉が励はげます。

「冷めても美お味いしいといいんだけど……。」

　そんな二人のやりとりをひそかにうかがっていた一花が、素そ知しらぬ顔で提てい案あんした。

「そうだ。次、勝った人はなんでも命令できるってルールはどうかな？」

「なんでも、ね……。いいじゃない。」二乃がニヤリとする。

「受けましょう。」「負けない……。」

　五月と三玖も参戦し、闘とう志しの炎ほのおをメラメラ燃もやす四人。修しゅう学がく旅りょ行こうの楽しい雰ふん囲い気きの中、なぜか五つ子の周しゅう囲いにだけ、きな臭くさい空気が漂ただよう。

（このバチバチ、トランプだけの盛もり上あがりだよね……!?）

　姉し妹まい戦争勃ぼっ発ぱつののろしが上がったことを、四葉はまだ知らない。

　そうこうするうち、ビルの向こうに懐なつかしの京都タワーが見えてきた。




「大きい荷物はこちらでホテルに送っておく。貴き重ちょう品ひんだけ持っていくように。諸しょ注ちゅう意いは以上だ。では、解かい散さん。」

　京都駅の構こう内ないに整列して座すわっていた生徒たちが、三々五々立ち上がった。これから夕方まで、班はんごとの自由行動になる。

　少し遅おくれて立ち上がった二乃の耳に、カシャッとカメラのシャッター音が聞こえた。

　キョロキョロ見回すが、みんな観光パンフレットを見たりおしゃべりしたり、とくに不ふ審しんな様子はない。けげんな顔をしている二乃に、五月が「どうかしました？」ときく。

「え……。ううん。たぶん気のせいだわ。」

　少し離はなれた場所にいる風太郎は、武たけ田だたちと行く先を相談しているふうだ。

「フーくんの班はん、どこに行くのかしら……。」

「みんなは行きたいトコある？」四葉が言った。

「それはやっぱ、旅と言えば買い物よ。古～いお寺より、お洒しゃ落れなお店のほうが楽しいわ。」

　三さん年ねん坂ざかを、彼かれ（フーくん）と手をつないで歩いたら素す敵てき……うっとりと思おもい描えがく二乃。

「わかってないなー。せっかくの京都だよ？　ならではの美お味いしい物を食べさせたいよ。」

　名物のみたらし団だん子ごを、彼（フータローくん）に「あーん。」と食べさせたりして……うっとりと思い描く一花。

「私わたしもその意見に賛さん同どうですが……。今はもう少し、この駅えき構こう内ないであの日のことを……。」

　彼（上杉くん）と並ならんで歩く姿すがたを想そう像ぞうした五月は、ハッとして言い直した。

「いえ、散さん策さくしてもよいかと思います。」

「五月……急にどうしちゃったの？」

　どこか様子のおかしい五月に四葉がこっそりたずねる。

「私は……。」と五月が言いかけたとき、一花が声をあげた。

「あっ！　フータローくんの班はんが出発したよ！」

　二乃は警けい戒かいするように、一花と三玖の様子をうかがった。

（素す直なおに合流しないということは、全員考えてることは同じってわけね……。）

「ついていくわよ。」

　二乃が真っ先に行動を開始する。一花も当然のように続く。パンの紙かみ袋ぶくろを胸むねに抱かかえた三玖も、二人のあとについて歩きだした。

　この姉妹戦争において、足軽同様の四葉と五月に選せん択たくの余よ地ちはないのであった。




　朱しゅ塗ぬりの美しい鳥とり居いが、どこまでもずらりと連なっている。

「わあっ！　これずっと鳥居なの!?」四葉が感かん嘆たんの声をあげた。

「写真では見ていましたが、やはり実物は壮そう観かんですね。」と五月。

　ここは伏ふし見み稲荷いなり大たい社しゃの千せん本ぼん鳥どり居い。五つ子たちは、鳥居をくぐって奥おくへと進んでいた。

「映ばえるわ～！」

　先頭を歩く二乃が、パシャッとスマホで撮さつ影えいする。ご神木の杉すぎと鳥居の合間から射さし込こむ光も幻げん想そう的てきだ。振ふり返かえって、「ほら、アンタたちもピース。」と四人にカメラを向ける。
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「なんだか、姉し妹まいだけなのも貴き重ちょうだね！」と四葉。

「あー、五人だけってなかった？」二乃が言った。

「花火のときは写真撮とってないっけ？」

　首をかしげる一花に、「それこそ小学生のころの修しゅう学がく旅りょ行こう以来ですよ。」と五月が笑う。

「じゃあ今度は全員で……。」

　そんな四葉の声をさえぎって、三玖がソワソワと石いし段だんの先を見上げて言った。

「フータロー、もう上かな？」

　ここまで追ってきたものの、本ほん殿でんの人ひと混ごみで風太郎たちを見失ってしまったのだ。

　二乃と一花も、「なかなか見えないわ。」「男の子は速いから……。」と石段を見上げる。

　チャンスをつかもうにも、肝かん心じんの風太郎がいないことには話にならない。

「よーし、私わたしたちもがんばろーー！」

　四葉が元気いっぱいのガッツポーズで言った。

　伏見稲荷大社のある稲荷いなり山やまは山全体が神しん域いきになっていて、山さん頂ちょうまで片かた道みち約一時間ほど。千せん本ぼん鳥どり居いを抜ぬけ、奥おく社しゃ奉ほう拝はい所じょを通とおり過すぎたあたりから、急に道が険けわしくなってきた。

「ハァ……ハァ……け、けっこう長いわね……。」

「足が痛いたくなってきました……。」

　ゆるやかな上り階かい段だんが延えん々えんと続き、二乃と五月の足取りが重くなる。一花も同様だ。

「もー、みんな遅おそーい！」

　四葉は息切れしている三玖の手を引き、ぐんぐん石段を上っていく。

「あの子は気楽でいいわね。」「あれが四葉のいいとこだよ。」

　二乃と一花が穏おだやかに話していたのはここまでだ。

「そうね……どこかの腹はら黒ぐろさんとは大ちがいだわ。どうせ今日も悪わる巧だくみを企くわだてているんでしょ。」

　二乃の嫌いや味みに一いっ瞬しゅん、一花が真顔になる。

「はは……しないよ、そんなこと。」

　笑ってごまかしながら、一花はトートバッグの持ち手をグッと握にぎりしめた。

　石段を上り切ると視し界かいが開け、四よツ辻つじというにぎやかな場所に出た。京都市内が見み渡わたせる絶ぜっ景けいスポットだ。山さん頂ちょうの一いちノ峰みねまで、約半分というところらしい。

「道が二つあるね……。」と四葉が言った。

　休きゅう憩けい所じょを挟はさんで、右ルートと左ルートがある。看かん板ばんの地図を確かく認にんしていた一花が、「どっちも山さん頂ちょうに続いてるみたいだよ。」とみんなに教える。

　二乃は、にわかにあせりの表ひょう情じょうになった。

（フーくんはどっちに行ったのかしら……。ここで会えなかったら、大おお幅はばなロスになるわ……。）

　そこへ、五月がお茶屋を指さしてのんきに言った。

「もうお昼ですし、あそこのお店でお食事を取りましょう！」

　三玖がピクンと反はん応のうし、「待って、お昼は……。」と思わず胸むねに抱かかえた紙かみ袋ぶくろを見る。風太郎にパンを食べてもらえるのは、自由昼食の今日しかない。

「何よ、ほかに食べたい物あるの？」

　二乃に問とい詰つめられた三玖は、何も言えずに顔を伏ふせてしまった。

　四葉は気が気でない。このままでは、三玖のがんばりが無む駄だになってしまう。

「ええっと……。」

　そのとき、ハッと思い出した。新しん幹かん線せんのポーカーで勝利したことを！

「二手に分かれよう！」

　みんなに向かって、二本指と三本指を立てた両手を掲かかげる。

「私わたしと三玖が右のルート。一花と二乃と五月が左のルートね。そうすれば上杉さんと入れちがわずにすむよ！」

「ちょっと、待ちなさい！」「勝手に決められちゃっ……。」

　二乃と一花が抗こう議ぎの声をあげるも、

「勝者の私が言うことは絶ぜっ対たい！　なんでも命令できる権けん利り！」

　腰こしに手を当て、上から目線でゴリ押おしする四葉。

「うっ……！」

　強きょう敵てき二人をねじ伏ふせた四葉は、軽くこぶしを作って三玖にニカッと笑った。




「アンタがよけいな提てい案あんしたせいで、変なことになっちゃったじゃない。」

　左ルートを進みながら、二乃が一花にブツブツ文もん句くを言う。

「人の流れから見て、あっちが正せい規きルート……。」

　何も言わないが、一花もあせっている様子がありありとわかる。

「えっと……二乃たちはなんの話を……。」

　一人だけ蚊か帳やの外だった五月は、道みち筋すじにある公こう衆しゅうトイレに目を留とめた。

「あ、お手て洗あらいです。ちょうど行きたかったので、こっちで正せい解かいでした。」

「この先にはないのよねー。アタシも行っておこうかしら。」

　五月と二乃が、連れ立って公衆トイレに向かう。

　二人の姿すがたが見えなくなると、その場に残った一花は、ひそかに決意の表ひょう情じょうを浮うかべた。




　右ルートは、急な石いし段だんが続いていた。

　足を止めてゼェゼェと肩かたで息をする三玖に、先を行く四葉が手を振ふる。

「三玖～～～！　早くしないとお昼終わっちゃうよ～！」

「うん……あと少し……。」

　ハイキングというより、もはや登山。本音を言えば、腰こしを下ろしてしばらく足を休めたいところだ。

「この日のためにずっとがんばってきたんだもん！　あと少しだけがんばろっ！」

　四葉の明るい励はげましの声が、へこたれかけていた三玖を力づけてくれる。

「……四葉……ありがと……。」三玖は、汗あせだくの顔を上げてほほえんだ。




「もうお昼なのに……お腹なかがすきましたね。」

　トイレを出て二乃と歩きながら、五月がトホホな顔で言った。

「フーくんたちはお昼ご飯、どうするつもりだったのかしら？」

「……あれ？　一花は？」

　五月が立ち止まって、あたりを見回した。どこにも一花の姿すがたがない。

「しまった……。」

　二乃がハッとして顔をしかめる。一花に抜ぬけ駆がけされたのだ！




　一花は荒あらい息をしながら必死に石いし段だんを駆かけ上あがっていた。

　地図を見たかぎりでは、左ルートのほうが山さん頂ちょうまでの距きょ離りが短い。四葉だけが相手なら負けるかもしれないけれど、三玖の体力を考こう慮りょすれば、一花のほうが早く着く。

　いったん立ち止まり、息を整えてから、脇わき腹ばらを押おさえてまた走りだす。

（フータローくんに会ってどうしよう……。班はんの男の子もいる……。）

　それでも、三玖の動きが怪あやしい。きっとこの修しゅう学がく旅りょ行こう中ちゅうにアクションを起こすはず……。一花はトートバッグに手を突つっ込こむと、ヘッドフォンとウィッグを取り出した。

（またやるしかない。一度ついた噓うそをもう取り消せないなら、三玖を止めるため、私わたしは噓つきを演えんじ続つづける！）

　三玖の変へん装そうをした一花は、やがて頂ちょう上じょうにたどり着いた。

「誰だれもいない……。」

　キョロキョロ見回しながら、お社の前を歩いていく。途と中ちゅうで会わなかったということは、やっぱり風太郎たちは右ルートを行ったのかも。

（急がなきゃ……！　これだけ走ったんだから、三玖たちはまだ……。）

　右ルートの石いし段だんへダッと駆かけだした次の瞬しゅん間かん、一花の顔から血の気が引いた。

　三玖を背せ負おった四葉が石段を上ってくる！

「ん？」

　二人が一花に気づいた。銅どう像ぞうのように固まった一花の心しん臓ぞうが激はげしく脈みゃく打うつ。

「一花……なんで私わたしの変へん装そうしてるの？」

　石段を上りきったところで四葉の背せ中なかから下りた三玖が、こわばった笑えみを浮うかべた。

「一花……何か理由があるなら……。」

　おずおずときく三玖をさえぎり、四葉が悲しそうに言った。

「一花。私、そんなつもりで言ったんじゃないよ……。それが本当にしたいこと？」

　一花は震ふるえるばかりで、ひと言も言い返せない。

「四葉……どういうこと？」

　状じょう況きょうを把は握あくできない三玖に、一花を見み据すえたまま四葉が言う。

「一花は邪じゃ魔ましようとしてる。」

「邪魔ってなんの……。」

「それは──。」

　四葉が口を開こうとしたとき、二人の背はい後ごを見た一花がハッと顔色を変えた。

「四葉っ、待っ……。」

　次の瞬しゅん間かん、風太郎が荒あらい息をしながら右ルートの石いし段だんを上ってきた。

「三玖から上杉さんへの告こく白はくだよ！」

「よしっ！　一番乗り！」

　風太郎の声に、三玖の肩かたがビクッと揺ゆれた。四葉も驚おどろいて後ろを振ふり返かえる。

　四葉と三玖は、どこかで風太郎たちを追おい越こしてしまったらしい。

「は？　今、なんて……？」

　風太郎はひざに手を当て、肩で息をしながら三人を見つめた。一花はとうにウィッグとヘッドフォンを外して、後ろに隠かくしている。

「上杉さん……。もしかして、今の聞こえて……。」呆ぼう然ぜんとする四葉。

　こんな形で気持ちを知られるなんて──三玖の目にぶわっと涙なみだがあふれた。ここまで大事に抱かかえてきたパンの紙かみ袋ぶくろが滑すべり落おちるのも構かまわず、逃にげるようにきびすを返す。

「三玖！」四葉の声が追う。

　ちょうどそのとき、左ルートから二乃と五月がやってきた。

「はぁ……やっと頂ちょう上じょうだわ。」

　あとは石いし段だんを数すう段だん上るだけだ。そこへ、三玖が走ってきた。石段を駆かけ下おり、泣きながら二人の横を駆かけ抜ぬけていく。

「三玖!?　待ってください！　どこに行くのですか!?」

　ただ事でないと感じた五月が、三玖を追いかけていく。

　不思議そうに視し線せんを頂上に移うつした二乃は、一花が後ろ手に隠かくしている、ウィッグとヘッドフォンに気づいた。一いっ瞬しゅんですべてを悟さとる。

「一花……やったのね！」

　怒いかりの形相でつかつかと歩あゆみ寄より、一花の胸むなぐらをつかみ上げる。

「アンタ、いいかげんにしなさいよっ！　あの子を泣かせて、これで満足？」

「待って、二乃！　今のは私わたしが……。」

　口を挟はさもうとした四葉を、一花は観念したように手で制せいした。

「四葉、いいから。結果はどうであれ、私わたしがしようとしてたのは、こういうことだから。」

　三玖を傷きずつけるつもりはなかった──なんて、今さら言いい訳わけにもならない。

「アンタ、どこまで……！」

「二乃にだけは言われたくないなぁ。温おん泉せんで言ってたじゃん。他人を蹴け落おとしてでも叶かなえたいって……。私と二乃の何がちがうの？　教えてよ。」

　一花が挑ちょう発はつするようなまなざしを向ける。二乃だってすぐマウント取ろうとするし、いつも虎こ視し眈たん々たんとチャンスを狙ねらっているではないか。

「……たしかにそう言ったわ。ほかの誰だれにもゆずるつもりはない。でも、アタシたち五人の絆きずなだって同じくらい大切だわ。」

　固く握にぎったこぶしを震ふるわせながら、悔くやしいような悲しいような表ひょう情じょうで二乃は言った。

「たとえアンタが選ばれる日が来たとしても、アタシは……祝福したかった！」

　強気なその目に、じわっと涙なみだがあふれる。

「……っ！」

　二乃は暴ぼう走そう機関車だけど、卑ひ怯きょうな手しゅ段だんで恋こい敵がたきの足を引っぱるようなまねはしない。何より姉し妹まい思いの二乃の性せい格かくは、姉である自一分花がいちばんよくわかっていたはずなのに……。

　そこへ、前まえ田だを背せ負おった武田がキラキラしながら石いし段だんを上ってきた。

「うう……もう一歩も動けねぇ……。」

「まったく、下のお店でお昼ご飯食べすぎだよ。」

　頂ちょう上じょうに到とう着ちゃくした二人は、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている風太郎に気づいた。

「あ？　何してんだコラ。」

「いや……俺おれにも何がなんだか……。」

　風太郎は戸と惑まどいつつも、一花と二乃のほうへ歩きだした。

「おまえら、いったん落ち着け……。」と言いかけ、二乃の涙なみだに気づいて言葉を止める。

「うるさい！　アンタが来るとややこしいわ！　すぐに三玖を追いかけなさい！」

　二乃は袖そででゴシゴシ涙を拭ぬぐい、三玖が去った左ルートを指して風太郎を怒ど鳴なりつけた。

「早く！　ダッシュ！」

　風太郎は一いっ瞬しゅん迷まよったが、

「……わかったよ。おまえら悪いな、先行ってるぞ。」

　キョトンとしている武田と前田に、あわただしく声をかけて走り去った。

　四葉が「わ、私わたしも探さがします！」と風太郎のあとを追っていく。

　続いて二乃も、「アタシたちも下りるわよ。」と一花に目を向けた。

「うん……。」

　──カシャッ。またカメラのシャッター音がして、二乃はビクッと立ち止まった。とっさに音のしたほうを振ふり返かえったが、やはりそれらしき人物はいない。

　今もさっきの京都駅でも、たしかにカメラ越ごしの視し線せんを感じたのだが……。




　風太郎は本ほん殿でんまで一気に下りて、外げ拝はい殿でんのあたりをキョロキョロしていた。

「くそっ、もう三玖はいないか……。」

　すでに楼ろう門もんを出てしまったのだろうか。そこへ、スマホを手に持った四葉が駆かけてきた。

「五月と電話がつながりました！　三玖と一いっ緒しょにバスに乗ってるそうです！」

「そうか。俺おれたちも乗るぞ。」

　風太郎と四葉は参道を抜けて京都駅行きの市バスに乗り、最後列の席に並ならんで座すわった。

「上杉さん……。さっき頂ちょう上じょうで私わたしの言ったこと……聞こえてましたよね……？」

　おずおずと風太郎の横顔をうかがう四葉から、「聞こえてねーよ。」と不自然に目をそらす。

「あ！　その反はん応のう、絶ぜっ対たい聞こえてます！」

「だから聞こえてねーって！　それでいいだろ。」

「とはいえ……私の不用意な発言で、三玖を傷きずつけてしまったのは事実です。ずっと……あんな一いっ生しょうけんめいがんばってたのに……。」

　風太郎に食べさせたい一心で、何回失敗してもめげずにパン作りに励はげんでいた三玖。

「それに一花も、家族旅行のときに私が言ったせいで……。」

　あのときは事じ情じょうを知らなかったけれど、旅館で泣いていた一花に、我が慢まんしないでしたいことをしてほしいと言ったのは四葉だ。

「そうだな。おまえのせいだ。あんなこと、もっと周りを見てから言え。」

　しゅんとうなだれている四葉に、下手な慰なぐさめは無用とばかり風太郎は容よう赦しゃない。

「やっぱり聞こえてたんじゃないですか。」

「まぁ、知ってたがな……。」また視し線せんをそらしてボソリと言う。

「え？　知ってたって……何をですか？」

「だから……その、あれだよ……。」

　風太郎は言いにくそうに口もとを手で覆おおい、真っ赤になって言った。

「み、三玖が俺おれに……好意を抱いだいてくれてたことだ。」

　四葉が目をぱちくりして、風太郎の顔をのぞき込こむ。

「……聞きまちがいでしょうか？　もう一回。」

「やめろ！　もう言わねー！」

「鈍どん感かん上杉さんが……信じられません……。」

「まぁ、いろいろあったからな。」

　バレンタインのあたりから、もしやとは思っていた。確かく信しんしたのは、旅館で三玖の正体を言い当てたとき──風太郎の胸むねに三玖が飛とび込こんできた瞬しゅん間かんだ。

「だから、あの三玖から一花を応おう援えんすると言われたときは頭が混こん乱らんした。あの三玖はあいつじゃねー。まちがってなかったんだな……。」

　風太郎はシートに背せをあずけ、宙ちゅうを見上げて独ひとり言ごとのように言った。

　一花が以前も三玖に変へん装そうして、三玖の恋こい路じを邪じゃ魔ましようとしたことを四葉は知らない。

「だから気にすんな。おまえは人に気を遣つかいすぎだ。ハッキリ言って度が過すぎている。」

「あ……はは……それはいいんです。」

　四葉は居い心ごこ地ち悪そうに、窓まどの外に視し線せんを逃にがした。

　鴨かも川がわの水面が、太陽の光にキラキラ輝かがやいている。

「落第した私わたしにみんながついてきてくれた話、まえにしましたよね？　私がみんなを不幸に巻まき込こんじゃったんです。簡かん単たんに取り返せるものではありません。」

　バスが木こ陰かげに入り、窓に一いっ瞬しゅん、寂さびしげに笑えんでいる四葉の顔が映うつった。

「姉し妹まいのみんなが私より幸せになるのは当然です。」

「そんなもんかね。」

「この旅行も、みんなに楽しんでほしかったのに……。上杉さん……みんなが幸せになる方法ってないんでしょうか？」

「あるぞ。」

　思わず四葉が風太郎に目を向ける。

「人と比ひ較かくなんてせず、個こ人じんごとに幸せを感じられる。もし、そんなことができたら、それはおまえの望む世界だ。」

「それじゃあ……。」

「だが……現げん実じつ的てきには、誰だれかの幸せによって別の誰かが不幸になるなんて珍めずらしくもない話だ。競きそい合あい、奪うばい合あい……そうやって勝ち取る幸せってのもあるだろう。」

　たとえば、まさにいま風太郎たちが直面している受験戦争がそうだ。

　四葉は、ひざに置いた手をギュッと握にぎりしめた。

「そんなこと言ったら、私わたしのできることなんて……。」

「何もない。限げん度どがあるんだ。おこがましいことなんじゃねーの？　すべてを得えようなんてな……。」

　あまりに的を射いた風太郎の言葉が、四葉の胸むねに突つき刺ささる。

「何かを選ぶときは、何かを選ばないとき。いつかは決めなくちゃいけない日が来る。」

　自らにも言い聞かせるように、「いつかはな。」と風太郎は言った。




「みんな、聞いて。」

　その夜、ホテルの夕食のテーブルで二乃が深しん刻こくな顔で言った。

「盗とう撮さつ犯はんに追われているわ。」

「えっ……。」

　四葉と五月の箸はしが止まる。

「京都駅にいたころからずっと感じてたの。まちがいないわ。修しゅう学がく旅りょ行こう生せいがターゲットにされるって、まえにニュースで見たもの。」

　京都市内では、修学旅行生をねらった窃せっ盗とうや恐きょう喝かつ事じ件けん、観光名所やバスの車内など人ひと混ごみに乗じた痴ち漢かん行こう為いやスカート内を盗とう撮さつされるといった被ひ害がいがあとを絶たたず、注意喚かん起きがされていた。

「だとしても、なぜ二乃なのですか？」五月が細目になる。

「どういう意味よ！」

　そのとき、カシャッとシャッター音がした。

「やっぱり！」

　間かん髪はつをいれず二乃が振ふり返かえると、後ろのテーブルで葵あおいと椿つばきが、「ごちそうだねー。」「インスタあげよー。」と話しながらスマホで料理を撮さつ影えいしている。二乃の早とちりだ。

「それより、三玖と一花はホテルに帰ってきてはいるんだよね？」

　夕食の席に現あらわれない二人を心配して、四葉が言った。

「ええ。二人とも歩あるき疲つかれてしまったようで、自室で休んでいます。」

　五月の話を、二乃は食べながら聞き流している。あんなことがあったあとで、二人が同じ部屋にいるとは思えない。

「三玖もいきなり単たん独どく行動をしだして……。」と五月がため息をつく。

「やっぱり私わたし、見てくるよ！」

　居いても立たってもいられず席を立った四葉に、「待ちなさい。」と二乃。

「もうすぐ食べ終わるから。一いっ緒しょに行くわよ。」

「二乃……。」

　四葉はうれしそうだ。ちなみに五月は、すでに夕飯の膳ぜんをぺろりと完食していた。




「三玖ー、一花ー、いるんでしょー。鍵かぎ開けなさーい。」

　鍵かぎのかかったホテルの部屋のドアを、二乃がドンドンとたたく。

「反はん応のうなしですね……。」と五月。

　二乃がスマホで一花と三玖に電話をかけてみるが、どちらも応おう答とうがない。

「電話も無む視しと……。」

「三玖、ごめん！　私のせいで！」

　我が慢まんできなくなった四葉は前に出ると、ドアに両手を当てて訴うったえた。

「でも、まだ修しゅう学がく旅りょ行こうは二日あるんだよ！　これから私わたしに取り返させてほしいんだ！」

　明かりをつけていない薄うす暗ぐらい部屋で、三玖は毛もう布ふにくるまって一人、ベッドとベッドのあいだに座すわり込こんでいた。

（四葉は何も悪くない……。）

　むしろ一いっ生しょうけんめい応おう援えんしてくれて感かん謝しゃしてる。ただタイミングが悪かっただけ──。

「四葉……。」

　部屋の外では、二乃も思おもい詰つめた様子の四葉に声をかけられずにいる。

　そのとき、近くでカシャッとシャッター音がした。

　三人がビクッとして顔を見合わせる。まさか、本当に盗とう撮さつ魔ま──？

「……あ、はは……二乃が変なこと言うから、私わたしまで幻げん聴ちょうが聞こえてきました……。」

　五月が顔をこわばらせつつ言う。二乃も引きつりながら、

「そ、そうよね……幻聴よね……。いくらなんでもホテルの中まで……。」

　音がしたほうに顔を向けた三人は、ヒッと息をのんだ。

　廊ろう下かの曲がり角から、カメラを持った手がにゅっと伸のびている！

　フリーズした一同に向かって再ふたたびシャッターが切られ、フラッシュが光る。

「「「キャアアアアアアーーーーーーッ!!」」」




「なんだ、今の悲鳴！」

　廊下を歩いていた風太郎の耳に、突とつ然ぜん絶ぜっ叫きょうが聞こえてきた。食しょく堂どうを出ていく二乃たちが気になり、食事を中ちゅう座ざして追ってきたのだ。

「何が……！」

　悲鳴がしたほうへ急ぐ風太郎と、別の廊ろう下かから走ってきた一花が曲がり角で鉢はち合あわせになる。

「……あ……。」

「一花、おまえ……。」

「……フータローくん、いいとこで会ったね。明日は時間ある？」

　一花は、ぎこちない笑え顔がおで言った。

　一方、二乃たちは盗とう撮さつ魔まと反対方向の曲がり角まで逃にげてきた。

　二乃がスマホで三玖に電話をかける。心配だったらしく、一回のコールで三玖が出た。

「二乃、今の声って……。」

「やっと出たわね。三玖……アンタ、明日はどうするつもり？」と怒おこったように話す。

　一花は面と向かって風太郎に、二乃は電話を通して三玖に、同時に言った。

「「話したいことがあるんだけど。」」




　清きよ水みずの舞ぶ台たいから、遠くの山々と京都の市街が一望に見み渡わたせる。

「おお～～！　駅まで見える！」

　額ひたいに手をかざして感かん嘆たんする四葉の横で、怖こわがりの五月は青くなっている。

「うう……落ちたらどうしましょう……。」

　小さいころの記き憶おくにあるより手すりが低い。そこへ、風太郎が近づいてきた。

「久ひさ々びさに見ると高く感じるな……。」

「あれ、上杉くん……。」

　平気そうなふうを装よそおっているが、じつは風太郎も五月同様ビビっている。

「お友達と一いっ緒しょじゃないのですか？」と四葉がきく。

「ああ。三玖に用があってな。おまえらと一緒にいると思ったんだが……。」

　五月と四葉は、わずかに表ひょう情じょうを曇くもらせた。

「三玖ならここにはいません。まだ体調がすぐれないようで、ホテルで休んでいます。」

「ちなみに一花と二乃は二人とも、二年のころのお友達と見て回るそうです。三玖のことは気になりますが、そういう理由で私わたしたち二人でお送りしております。」

「半分以下は寂さびしいな。」

　風太郎が真面目に返すと、五月が唐とう突とつに上ずった声をあげた。

「た、たまにはいいじゃないですか！　ほら、せっかくの清きよ水みず寺でらですよ！　上杉くんもこの景色を見てください！　絶ぜっ景けいですよ!!」

　妙みょうなハイテンションで、手すりのほうへグイグイ風太郎の手を引いていく。

「ひ、引っぱるなよ！　危あぶねぇって。」

「ふふっ、こんなのが怖こわいんですか？　男の子なのに。」

　五月が小馬鹿にした目で風太郎を挑ちょう発はつする。

「あっ？　ぜ、全然怖くないんですけど～？　おまえのほうがビビってんじゃねーの？」

「あ！　そうです！　ツーショット写真を撮とりましょう！　ここで！」

「はぁ？　なんでだよ！」

「四葉、お願いします！」

「いいけど……。」

　四葉は若じゃっ干かん引きつつ、カメラアプリを起動して二人にスマホを向けた。

「やるなら早くしてくれ……。」

「は、はいっ！　お手数おかけします！」

　ぎこちなく腕うでを組み、五月がぐっと風太郎を引ひき寄よせる。

（うわ～……。私わたしはなんて大だい胆たんなことをしてるのでしょう！）

　真っ赤になりながら、五月はチラッと風太郎を見やった。

　ここまですれば、きっと彼かれも六年前のあの子を思い出してくれるはず──！




　そのころホテルの廊ろう下かでは、三玖が引いん率そつの女じょ性せい教きょう師しに頭を下げていた。

「ご迷めい惑わくおかけします……。」

「せっかくの修しゅう学がく旅りょ行こうなのに、残念だったわね。」

「もう少し、部屋で休んでます……。」

「ええ。あ、そうだ……。このホテルで盗とう撮さつがあったみたいだから、気をつけて。」

「……ありがとうございます。」

　ドアを開けて部屋に入った三玖は、前まえ髪がみを戻もどしてヘッドフォンを外した。

「知りがたきこと陰かげの如ごとく……だっけ？」

　じつは、三玖に変へん装そうしていた二乃である。

「何してるの……二乃……。」

　本物の三玖は、憔しょう悴すいした様子でベッドの上にひざを抱かかえて座すわっていた。

「アンタの真ま似ねよ。二つの意味でね。さすがに姉し妹まい二人も仮け病びょうは怪あやしまれるわ。」

　ドレッサーにカバンを置くと、鏡の前で髪に蝶ちょう々ちょうリボンをつけながらしおりを確かく認にんする。

「次の点てん呼こは……。うん、まだ余よ裕ゆうがあるわ。」

「なんでここに来たのか聞いてるんだけど……。」

「言ったでしょ。アンタと二人で話があるの。」

「……慰なぐさめならいらない。」と三玖は力なくうなだれた。

「はぁ？　そんなことするわけないじゃない。」

　あきれ顔で振ふり返かえった二乃は、ベッドに乗って三玖をドサッと押おし倒たおした。

「恋こいのライバルが勝手に手を引いてくれたんだもの。アタシにとってはラッキー以外の何ものでもないわ。あとは一花を倒すだけね。あの女め狐ぎつねめ……どうしてやろうかしら、ってことで。」

　覆おおいかぶさったまま、三玖をまっすぐ見下ろして言う。

「アタシがフーくんをもらってく。それでいいわね。」

「フーくん……。」

　三玖が考えた呼よび名ななのに、二乃は昔からそう呼んでいるみたいに口にする。

「二乃はいつから……。」

　おどおどとたずねると、二乃は体を起こしてひざ立ちになった。

「何よ。まさか自分のほうが早かったから、譲ゆずれないって言いたいの？」

「そういうわけじゃ……。」

「そりゃ、アンタが一番だったかもしれないわね……愛に時間は関係ないなんて言えるほど、アタシもまだよくわからないわ。こんなの初めてだもの。何が正しくて何がまちがってるかなんて、まったくわからないのよ……。たしかなのは、誰だれよりもアタシが彼かれを好きなこと！」

　自信に満ちあふれた顔できっぱりと言い切る。

「私わたしだって……あきらめてない。」

　三玖の表ひょう情じょうに生気が戻もどった。しかし二乃は歯し牙がにもかけない。

「せっかくの修しゅう学がく旅りょ行こうで接せっ近きんするチャンスを、こんな部屋に閉とじこもってふいにしてる時点であきらめたようなものよ。アンタのターンはおしまい。ご苦労さま。」

　三玖に背せを向けてベッドの縁ふちに座すわり、軽くあしらうようにヒラヒラ手を振ふる。

「あきらめたくない！」

　強い口調に二乃がハッとして振り返ると、三玖はひざに顔をうずめていた。

「でも、怖こわい……。こうなるってわかってたはずなのに……いざ自分の気持ちがフータローに知られたら……私なんかじゃダメって思えてきて……。私なんかがフータローから好かれるわけないよ……。公平に戦うことがこんなに怖いなんて思わなかった……。」

　溜ため込こんでいた思いを吐はき出だす三玖の目から、とめどなく涙なみだが流れ落ちた。




「五月～、恋こいのお守りだって！　三玖に買っていってあげようよ！」

　清水寺の寺じ務む所しょで、お守りを物色していた四葉が言った。

　六年前、零奈が買った、巻まき物ものの形をした学業成じょう就じゅのお守りもある。

「あの……上杉くんはどこへ……。」

　五月が周しゅう囲いをキョロキョロ見回す。いつの間にか、風太郎はいなくなっていた。

「きっとお友達のとこに戻もどったんだよ。」

　せっかくのチャンスなのに──あせりを隠かくせない五月に、四葉がふいに言った。

「五月……何か私わたしに隠してる？」

　四葉の目は真しん剣けんだ。これ以上、下手な小細工をしてもしかたがない。

「上杉くんに打ち明けるべきです……。」

　五月も、四葉をまっすぐに見返して言った。

「六年前、彼かれと出会ったのはあなただったと。」





第六話　シスターズウォー　後半戦







　いつしか空そら模も様ようが変化して、窓まどの外は灰はい色いろ一色になった。

「私わたしなんかがフータローから好かれるわけないよ……。」

　三み玖くがベッドの上でひざを抱かかえ、ボロボロと涙なみだをこぼす。

「なんで負ける前ぜん提ていなのよ。そこからして気持ちで負けてるのよ。」

　ベッドのかたわらに立った二に乃のは、じれったそうにプイとそっぽを向いて𠮟しっ咤たした。

「だって、相手はあの一いち花かだもん……。可か愛わいくて社交的で、男子からも人気で……。自分の夢ゆめを持つ強さもある。私が男子でも一花を選ぶ……。それに、二乃だって……。」と涙目で二乃を見上げる。

「！」二乃は思わず振り返り、「それはどうも……。」とそっけなく言い、照れくさそうにまた顔を戻もどす。

「ま、アタシが可か愛わいいなんてわかりきってたことだけど！　それだけに、アタシの告こく白はくを即そくＯＫしなかったアイツが変なんだわ……。どれだけ勇気を振りしぼったことか……！」

　ぐぬぬ……と不満を顔に爆ばく発はつさせる二乃。

「告白まで……。やっぱりすごいよ、二乃は……。」

「やっぱアンタはまだなのね。あんな朴ぼく念ねん仁じんは言わなきゃわからないわよ。」

「そうだね……。」三玖はしゅんとしてうつむいた。

「テストで一番になったら……美お味いしいパンが焼けたら……そうやって先さき延のばしにしてたのは私わたし……。一花も誰だれも悪くない……。自じ業ごう自じ得とく……。」

　暗い目をして自分を責せめ続つづける。二乃は「あっそ。」とカバンを背せ負おった。

「じゃあそうやって、いつまでもふさぎ込こんでいなさい。うじうじうじうじと……やっぱりアンタとはソリが合わないわ。」

　言いながらドアに向かい、「それでも……。」とドアの前でピタッと足を止めた。

「アタシはアンタをライバルだと思ってたわ。」

「！」

「アタシとアンタじゃ勝負にならない？　はぁ？　恋こい敵がたきって言ったわよね？」

　ドアに添そえた二乃の指に、徐じょ々じょに力が入る。

「アタシが可か愛わいいのはあっさり認みとめたくせに、何それ！　冷静に考えなさいよ！　五つ子よっ！　アンタも可愛いに決まってんじゃん！」

　二乃は三玖に背せを向けたまま、顔を真っ赤にして怒ど鳴なるように言った。

　三玖が大きく目を見開く。その瞬しゅん間かん、思い出した。ホテルのスイートルームで、二乃の長い髪かみをハサミで切ってあげたときのこと……。

　──ちょっと待って！　これ切りすぎじゃない!?

　──切れって言ったの二乃じゃん。

　──そうだけど……こんなの初めてだし……。

　──大だい丈じょう夫ぶ、可愛いって。

　──ほ、本当でしょうね！

　──うん、可愛い。

　本当に……本当に、二乃は可か愛わいかった。

　二乃が「じゃあね！」と部屋を出ていき、バタンとドアが閉しまる。

　けれど、わざわざホテルに残ってくれた二乃の励はげましにも、まだ迷まよいを捨すてきれない。

「……二乃……ごめん……。」

　部屋に残された三玖は、再ふたたびひざを抱かかえて沈しずみ込こんだ。




　そのころ風ふう太た郎ろうは、手を引っぱられて清きよ水みず寺でらの林道を走っていた。

「お、おいっ……どこ連れてく気だ。」

「いいから、こっち来て。」

「急にどうしたんだよ……三玖。」

　風太郎の手を引っぱっているのは、もちろん三玖ではない。三玖に変へん装そうした一花だ。

　昨日の夜、一花はホテルの廊ろう下かで鉢はち合あわせした風太郎に言った。「話したいことがあるんだけど。三玖の話を聞いてあげてよ。」──と。

　三玖が風太郎を好きだと知られたままでは、三玖のふりをして一花を応おう援えんすると言った噓うそに矛む盾じゅんができてしまう。

　そんなとき、五い月つきが落とした六年前の風太郎と四葉のツーショット写真を思い出した。

（使えるものはなんでも使う。私わたしにはもう、こうするしかないんだ……この戦いに勝つために！）

　予よ報ほうでは晴れだったのに、ぶ厚あつい雲に覆おおわれた空は今にも泣きだしそうだ。

　ひとけのない場所に来ると、風太郎の手を離はなしてゆっくりと前を歩いていく。

「ここは……。」

「来たことあるでしょ？」

「ああ……小学生のころにな。」

「小学生のころ？」

「あの日のことは、今でも思い出せる。俺おれはあの日、あの子……零れ奈なに振ふり回まわされるがまま、あたりを散さん策さくした。俺を必要と言ってくれた彼かの女じょとの旅が楽しくないはずがない。気がつけば陽ひは落ち、夜になっていたんだ。」

　真っ暗な境けい内だいを、風太郎は零奈と手をつないで歩いた。

「それでどうしたの？」

「学校の先生が迎むかえにきてくれることになって……零奈が泊とまってた旅館の空き部屋で待たせてもらった。そこではトランプしてたっけ。今ではいい思い出だ。」

　思おも惑わくどおりの展てん開かい……一花はほくそ笑えむと、立ち止まって風太郎を振ふり返かえった。

　風太郎の心にずっと住みついている思い出の少女──零奈は一花だと、三玖のふりをして言うのだ。だから、一花を応おう援えんするんだと──。

「その子は……。」

「もういいだろ。」

「えっ？」

「おまえに何か意図があるのではと思い、話しただけだ。だがもうめんどくせぇ。」

　風太郎は怖こわい顔で三玖のふりをした一花を壁かべ際ぎわに追おい詰つめると、壁ドンして言った。

「おまえにつき合うのはここまでだ。三玖……いや。」とウィッグを剝はぎ取とる。

「一花。」

「……っ!!」

　ショートカットの髪かみが現あらわれ、一花は居いたたまれずに目を伏ふせた。

「ほら、正せい解かいだ。」

　雨雲の彼方かなたで雷かみなりが鳴り、ポツッと雨のしずくが地面に落ちた。

「このタイミング……先日、学校の廊ろう下かで会った三玖の正体もおまえでまちがいないな？」

「あ、あれは私わたしじゃ。」

「なぜ俺おれにあんな噓うそをついた。」

　いつになく険けわしいまなざしでさえぎられ、一花は口を閉とじてうなだれた。

　雨が徐じょ々じょに勢いきおいを増まし、二人ともあっという間にびしょ濡ぬれになる。

「……さっきの話……。フータローくんは知ってるんじゃない？　六年前のその子が、私たち五人の誰だれかだって……。」

「ああ。」

「私だよ。」

　頰ほおを伝うのは、雨なのか涙なみだなのか──一花は精せいいっぱいの笑えみを浮うかべた。

「私……私だよ……。私たち、六年前に会ってるんだよ。噓じゃないよ……信じて……。」

　土ど砂しゃ降ぶりの雨に打たれながら、一いち縷るの望みにすがるように訴うったえかける。

「……六年前、俺おれとここで買ったお守りを覚えているか？」

「えっ……うん！」

　当人の四葉も、なぜかツーショット写真を持っていた五月も、真実を明かす気はないようだ。それなら……。

「今でも持ってるよ！　忘わすれるわけないよ……。」

　一花がポケットを押おさえると同時に、風太郎は不ふ快かいそうにきびすを返した。

「噓うそ、なんだな……。」

　これまで見せたことのない冷たい目で一花を見やる。

「すまん、今のおまえを信じられない。風か邪ぜひくまえに帰るぞ。」

　一花を置いて、先にその場を去っていく。一花が零奈だったら、お守りを持っているはずがない。風太郎の手に渡わたった零奈のお守りは、クリスマスイブの夜、川に流されてしまったのだから。

　噓を重ねて、けっきょく自分の首を絞しめてしまった──一花は両手で顔を覆おおい、雨の中に立たち尽つくしたまま肩かたを震ふるわせていた。




「シャワーあいたよ。先いただいてごめんね。」

　ジャージ姿すがたになった一花が、タオルで髪かみを拭ふきながらバスルームを出てきた。

「うぅ～……下着までグッショリ……。」

　濡ぬれネズミの四よつ葉ばが、気持ち悪そうに制せい服ふくのシャツをパタパタする。

「で、では次、四葉どうぞ。」

　すでにジャージに着き替がえ、スーツケースを整理していた五月が言った。

　四葉が「うん～～。」と顔をしかめてバスルームに歩いていく。

（行かなくて正せい解かいだったわ……。）

　ホテルを出なかった二乃は、ベッドの端はしに座すわって帰宿組の様子を見ていた。

　三玖はベッドとベッドのあいだで、しぼんだように背せ中なかを丸めて体たい育いく座ずわりしている。

　ムードメーカーの四葉が去った部屋に、たちまち気まずい空気が流れる。一花は気づかぬふりで五月に近づき、この場には不ふ釣つり合あいな明るい声で話しかけた。

「わぁ、五月ちゃん、これ攻せめてるね！　着ないの？」

「こ、これはちがうんです！　身みの丈たけに合わないので捨すててしまいます！」

　修しゅう学がく旅りょ行こうの前日、ランジェリーショップで買ったセクシーな下着である。

「一花。」

　二乃の冷たい声に、一花がギクッと振ふり返かえる。

「三玖に言うことあるんじゃないの？」

　立ち上がって腕うでを組み、声以上に冷たいまなざしを一花に向けてくる。

「あ……。」

　顔を上げた三玖と一花の目が合った。三玖はすぐ目をそらし、

「ごめんね、一花……。」と、ぎこちない笑えみを浮うかべて言った。

　三玖が謝あやまる必要なんかどこにもないのに──一花が罪ざい悪あく感かんにさいなまれていると、コンコンとノックの音。

「入るぞー。」

　頭にタオルを巻まき、ジャージに着き替がえた風太郎がドアを開けた。

「全員いるか？　連れん絡らく事じ項こう、三十分後に二階の大広間に集合だそうだ。」

「なぜあなたが……。」戸と惑まどう五月をよそに、トラブルの元げん凶きょうである風太郎が「いちおう学級長だからな。」と言いながら部屋に入ってくる。

　一花は、首にかけたタオルで口もとを隠かくしながら、さりげなく風太郎から顔をそむけた。

　むろん、風太郎も気まずい。視し線せんを移うつした先には三玖が立っていて、風太郎と目が合うやいなやみるみる顔を赤らめる。

「おまえら……。」

　三玖が、「ト、トイレ……！」と逃にげるようにしてその場を離はなれていった。

　なんなんだ、この嫌いやな空気は──風太郎は、やれやれとため息を漏もらした。

「おまえら、まだ揉もめてんのか。ちょっと俺おれに話してみろ。」

「えっ！　いや……。」「これは……。」

　五月と二乃が口ごもっていると、風太郎のすぐ横にあるバスルームのドアが勢いきおいよく開いた。

「ふ～～～！　スッキリした～～～！」

　湯上がりの四葉だ。タオルを肩かたにかけただけの、すっぽんぽんの丸まる裸はだかである！

　四葉が風太郎に気づいて、バタン!!　と瞬しゅん息そくでドアを閉しめる。

　その音で、姉し妹まい三人がわれに返った。

「た、たいしたことないよね……。」

　四葉を見なかった体ていで、一花が風太郎の話に戻もどった。

「ええ！　こんなの日にち常じょう茶さ飯はん事じよ！」「じょ、じょーしきですよね！」

　二乃と五月もギクシャクと話を合わせる。

「ならいいが……。とにかく、三十分後な。明日の選せん択たくコースもそこで決めるらしいから、考えておけよ。」

　風太郎が部屋を出ていくと、一花が言った。

「……ごめん、勝手なこと言って。」

「いいわよ。フーくんに心配されるのは、いちばん避さけたいもの。」と二乃。

　そこへ、三玖がやっとトイレから顔をのぞかせた。

「アンタもすぐ逃にげんじゃないわよ。」

「だって……。」

「三玖……いつまでもそうはしていられませんよ。」

　五月がやんわり𠮟しっ責せきする。すると、一花が思いきったように言った。

「みんな、ハッキリさせよう。私わたしたちはずっと、フータローくんと二人きりになる機会をうかがっている。」

「アタシは班はん決ぎめのときからそう言ってるわ。五月、アンタもなの？」

「……否ひ定ていはできません。」

　理由を明かすわけにはいかないので、五月の返事はつい思わせぶりになる。

「このままじゃ、誰だれの目的も叶かなうことはない。それは全員が望むところじゃないはず……。」

　淡たん々たんと話を進める一花に、「アンタがそれを言うのね。」と二乃がチクリ。

　一花は二乃を無む視しして、バスルームに目を向けた。

「四葉も聞いて。」

「もういないよね……。」

　少し開いたドアの隙すき間まから、耳まで真っ赤に染そまった四葉の顔がのぞいている。

　一花は、修しゅう学がく旅りょ行こうのしおりの『三日目　選せん択たく別べつコース』のページを開いた。

「最終日、コース別体験学習。ＡからＥの五つのメニューから一つを選ぶカリキュラム。私わたしたちは、それぞれ一つずつ選せん択たくするのはどう？　チャンスを得えるのは、偶ぐう然ぜんフータローくんと同じコースになった人だけ。最後は、運にまかせよう。」

「賛さん成せい！　これなら恨うらみっこなしだね！」

　体にバスタオルを巻まいた四葉が、元気よく手を挙げる。

「アタシは嫌いや！　何よ、さんざん出だし抜ぬき合あってきたくせに！」

　二乃は不服そうに、三玖のほうを見た。

「アンタはいいの？　たった五分の一よ。」

「今は……どんな顔してフータローに会えばいいかわからない。だから、低い確かく率りつのほうがいい……。」

「私は、これが最さい善ぜんだと思います。最初からこうするべきだったんです。」

　三玖は臆おく病びょうゆえに、五月は真面目ゆえに一花の案に賛成する。

　四対一では、説せっ得とくのしようもない。二乃は、あきらめのため息をついた。

「……指さしでいいわね？　どうせいつもみたいにバラけるわ。」

「「「「「せーのっ。」」」」」

　五人の人さし指が、いっせいにしおりの上に伸のびた。




　一花は椅い子すに座すわり、『選せん択たく別べつコース』の提てい出しゅつ書しょを記入していた。

　ずぶ濡ぬれでホテルに戻もどってきたとき、一足先に到とう着ちゃくした風太郎と前まえ田だたちの会話を、廊ろう下かの角でたまたま立ち聞きしてしまった。

　──おい、上うえ杉すぎ。明日のコース選択どうするんだよ。

　──やっぱり『Ｅ』にしようぜ。

　提出書の希望コースの欄らんに『Ｅ』と書かき込こむと、一花は口もとに笑えみを浮うかべた。




　夜のうちに雨は上がり、翌よく朝あさは清すが々すがしい五さ月つき晴ばれとなった。

「Ｄコースはこっちだぞ～～。」

　ホテルの前に停てい車しゃ中ちゅうの観光バスの前で、引いん率そつのハゲネズミ先生が大声で呼よびかける。

　椿つばきと葵あおいが、「『Ｄ』ってどこ行くんだっけ？」「ほら、本ほん能のう寺じとか、武ぶ将しょうの墓はかとか歴れき史し系けいだよ。」「え～……興きょう味みないんですけど！」「ちゃんと確かく認にんしないと……。」などと話している。

「あっ、あなたも日に本ほん史し好きなんだね、一花ちゃん。」

　なぜかＤコースのバスに、Ｅコースを希望した一花がやってきた。

　一花はお腹を押おさえると、「……お腹なか痛いたぁ。」とつらそうに首をかしげた。

「Ｅコースはこっち。出発するわよ～。」

　別の観光バスの前では、『Ｅ』の紙を掲かかげた女じょ性せい教きょう師しが生徒たちを急せかしている。

　風太郎は、武たけ田だと前田に続いてバスに乗ろうとしていた。そのとき、後ろから近づいてきた足音になにげなく振ふり返かえる。

「あ。」

　リュックを背せ負おった三玖が、風太郎と顔を見合わせたまま固まった。




『Ｅコースを選せん択たくされた皆みな様さま！　本日の目的地、映えい画が村むらに到とう着ちゃくでございます！』

　観光客でにぎわう映えい画がのテーマパークの中を、三玖は一人でとぼとぼと歩いていた。

（……私わたしと選択コースを取とり替かえるなんて、なんで言い出したんだろう……。）

　昨夜、三玖が選んだのは、当然ながらＤコースの『織お田だ信のぶ長ながのゆかりの地巡めぐり』だった。なのに提てい出しゅつ書しょを書き終えたあと、Ｅコースを選んだ一花が、「やっぱＤコースがいいな～。三玖、交こう換かんしようよ。」と持ちかけてきたのだ。

（ここにいるのは一花のはずだったのに……。）

　うつむきかげんで歩いていると、前方から「どこ行くんだコラ。」と声がした。

　顔を上げると、風太郎たちがいる。映画村のパンフレットを見て相談しているらしい。

「あっ、中なか野のさん。また会ったね。」

　武田がキラキラ笑え顔がおで声をかけてきたが、三玖はとっさに目をつむり、風太郎たちの横を走って通とおり過すぎていった。

「ははっ、また逃にげられちゃった。」「嫌きらわれてんじゃね？」

　むしろ風太郎のことが好きすぎて逃にげているのだが、武田と前田は知る由よしもない。

　そんな三玖の後うしろ姿すがたを見送っていた風太郎が、ハッとして声をあげた。

「三玖！　止まっ……。」

「あっ。」

　三玖が前を歩いていた町まち娘むすめとぶつかって尻しりもちをつく。完全に三玖の前方不注意だ。

「おい、大だい丈じょう夫ぶか？」

　風太郎が三玖に駆かけ寄よってきて、「すみません。」と町娘に謝あやまる。

　手ぬぐいでほっかむりをした町娘は返事もせず先を急ぐと、建物の角を曲がり、身を隠かくしてそっと顔をのぞかせた。

（三玖……逃げちゃダメだよ。こんなことで許ゆるされるとは思ってないけど……。）

　腹ふく痛つうと偽いつわって体験学習をサボり、こっそりホテルを抜ぬけ出だしてきた一花である。

「ちゃんと前見ないと危あぶないだろ。」

　風太郎がこんなに近くに──三玖の顔が真っ赤になる。

（二乃、ごめん！　やっぱ無理だよ……。）

　三玖はパッと顔をそむけると、またやみくもに駆けだした。

（あっ、また逃にげようとして……。）

　様子を見ていた一花があせる。何か三玖を引ひき留とめられる、興きょう味みを引けそうなものはないか──一花はあたりをぐるっと見回した。

　……あれだ、『扮ふん装そうの館』！

「「戦国武ぶ将しょうの着つけ体験いかがですかーーーっ！」」

　案の定じょう、三玖の足がピタッと止まる。しかし、想定外のことが起きた。

　呼び込みの声が誰だれかと重なったと思ったら、一花と同じく、手ぬぐいでほっかむりをした町まち娘むすめ姿すがたの二乃がすぐそばに立っていたのである！

「一花!?　なんで!?」「二乃こそ……。」

　お互たがい、あっけに取られる。

「アタシはせめて、あの二人を見守ろうと仮け病びょうを使って……。」と、二乃はそこで一花に警けい戒かいの目を向けた。「アンタ！　まさかまたあの子の邪じゃ魔ましに！」

「ち、ちがう！　私わたしも腹ふく痛つうと言って抜ぬけてきたの！　って言っても、信じてくれないと思うけど……。」

　一花はしゅんとして目を伏ふせると、自分の肩かたをさすりつつ言った。

「私わたしのしたことは許ゆるされないとしても……最終日が終わるまえに、少しでも罪つみ滅ほろぼしをさせてほしいんだ。」




「まさか五月も、三玖のサポートに来るなんてね～！」

　園内の別の場所では、これまた町まち娘むすめに扮ふんした四葉と五月が歩いていた。

「四葉……。あなたが六年前に会った子だと、本当に伝えなくていいんですか？」

　以前、公園で風太郎に会ったのは、噓うその下手な四葉に頼たのまれて代役を務つとめた五月だ。五月のアドリブで、とっさに『零奈』と母の名前を名乗ってしまったけれど──。

「伝える必要はない……私だけがわかっていればいいんだよ。」

　四葉は小さく笑えんだ。二乃や三玖もきっと、五月と同じように金きん髪ぱつの悪ガキの存そん在ざいすら記き憶おくにないだろう。

「……あれ!?　一花と二乃もいる！」

　ふと前方に目を向けた四葉が、驚おどろいて声をあげた。

　その声に二人が振ふり返かえり、「アンタたちまで……。」と二乃が目をみはる。

「けっきょく、みんなＥコースに集まってしまいましたね……。」

　五月が苦く笑しょうすると、二乃もやれやれというように苦笑いして言った。

「まったく……誰だれもルールを守ってないじゃない。」

　しかしその顔は、どこかうれしそうだった。




　一花と二乃の呼よび込こみに釣つられたらしい風太郎たちが、『時じ代だい劇げき　扮ふん装そうの館』の前で着つけの女じょ性せいスタッフと何やら話している。

　肝かん心じんの三玖は、三人の後ろにくっついてはいるが、決心がつきかねているようだ。

　三玖のサポート態たい勢せいに入った四人の姉し妹まいは、通りを挟はさんだ建物の陰かげに潜ひそんでいた。

「やっぱ、あの男二人が邪じゃ魔まね……。」

　様子をうかがっていた二乃が姉し妹まいを振り返る。

「ちょっとアタシがなんとかしてくるわ。せっかくだし、一花は三玖に着つけさせるように仕向けなさい。」

「し、仕向けるってどうやって……。」

「そりゃあもう、得とく意いでしょ？　三玖の変へん装そう。」ニヤリとする二乃。

「……いじわる。」

　一花はバツが悪そうに顔を赤らめると、ムスッとして言った。




　郷ごうに入っては郷に従したがえ。という武田の言葉にのせられて新しん選せん組ぐみの隊たい士しに扮ふんした風太郎は、扮装の館の前で腕うで組ぐみし、一人ブツブツと文もん句くを言っていた。

「前田と武田の着き替がえが激げき遅おそい……待っていると言ってた三玖もいなくなってるし……。」

　コスプレなぞする気は毛頭なかったが、なんとなく三玖がしてほしそうだったからしたというのに。

「やっぱ行っちまったかな。初日の件けんもあるし、当然の反はん応のうと言えば当然……ん？」

　建物の陰かげに隠かくれていた三玖が、そっとこちらをのぞいている。

「三玖……。なんだ、やっぱおまえも着替えたか。」

　華はなやかな着物に花の髪かみ飾かざりをつけた、可か憐れんなお姫ひめ様さまの姿すがただ。
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「そのつもりはなかったけど……。なぜか係の人がノリノリで……。」

　三玖が建物の外でスマホを見ている隙すきに、三玖に変へん装そうした一花がこっそり窓まど口ぐちで受け付けを済すませたなど知る由よしもない。

「変……じゃない？」

　おずおずと上うわ目め遣づかいにきいてくる三玖から、風太郎は照れくさそうに目をそらした。

「まぁ、似に合あってる……。」

　柄がらにもなく褒ほめ言こと葉ばを口にする。三玖の顔がカアッと赤くなった。

「お、お友達は……？」

「そ、それが来ねーんだよ……！　ったく、しょーがねーやつらだ……。」

　とっくに扮ふん装そうの館を出た忍にん者じゃ・前田と若わか侍ざむらい・武田は、なぜか『史し上じょう最さい恐きょうのお化ばけ屋や敷しき』にいた。

「ヒィ～～～!!」

「上杉くーん！　本当にここにいるのか～～～い!?」

　二人の悲鳴が響ひびきわたるお化ばけ屋や敷しきから、二乃が一丁上がりとばかりに手をたたきながら出てきた。

「誘ゆう導どう成功。」

　ふと見ると、風太郎と三玖が仲よく肩かたを並ならべて歩いていく。

「一花も上う手まくやったみたいね……。」

　まさしくデート中の初うい々ういしいカップルのようだ。

「ふーん……お似に合あいじゃない。」

　そう言いながら、二乃は知らず知らずこぶしを握にぎりしめていた。




　実じっ際さいに時じ代だい劇げきで使われる江え戸どの町のオープンセットを時代衣い装しょうで歩いていると、本当に二人で江戸時代にタイムスリップしてきたかのようだ。

　そんな非ひ日にち常じょう空間にいるからだろうか。武田と前田を探さがして風太郎とあちこち回っているうち、萎い縮しゅくしていた気持ちがいつしかほぐれて、三玖は自然と笑え顔がおになっていた。

　二人が港町を歩いていたときだ。運うん河がを模もした池の中からザバッと首くび長なが竜りゅうが現あらわれた。

「フータロー、写真撮とって！　引ひっ込こんじゃう！」

　三玖が興こう奮ふんしてグイグイ風太郎の袖そでを引っぱる。

「ったく、しゃーねーな。」

　言いつつスマホを取り出そうとしたとき、ほっかむりをした町まち娘むすめ──二乃が駆かけてきて、風太郎の背せ中なかに勢いきおいよくぶつかった。

「うおっ!?」

「譲ゆずったわけじゃないんだから……。」

　風太郎の背中にギュッと顔をうずめ、聞きとれないほどの声でつぶやくと、パッと離はなれて走り去っていく。

　次の瞬しゅん間かん、バランスを崩くずした風太郎が三玖のほうへ倒たおれ込こみ、ドミノ倒しのように三玖が池にドボンと落ちた。

　池の中に尻しりもちをついた三玖がキョトンとする。

「わ、悪い……。」

　青くなっている風太郎を見上げた三玖は──心から楽しそうな笑え顔がおになった。




　びしょ濡ぬれになった三玖を、少し離はなれた建物の陰かげから二乃以外の姉し妹まいが見ていた。

「あらら……。」「あんなに濡れて、昨日の私わたしたちみたい……。」

　五月と四葉が心配していると、一花が半笑いで言った。

「下着……どうするんだろう。」

　四葉と五月がギョッとする。このままじゃ、三玖がノーパンデートに……!!




「私に注意したくせに。フータローこそ周りに注意してよ。」

　扮ふん装そうの館に戻もどり更こう衣い室しつで濡れた着物を脱ぬぎながら、三玖がカーテン越ごしに言う。

「だから何度も謝あやまってるだろ……。係の人には俺おれから謝ってくるから。おまえは今のうちに着き替がえておけよ。」

「うん。」

　本当に、夢ゆめみたいに楽しかった──。甲かっ冑ちゅう姿すがたの伊だ達て政まさ宗むねと風太郎の三人で撮とった記念写真は一生の宝たから物ものだ。うれしかったのは、スマホを握にぎりしめてウズウズしている三玖に気づいた風太郎が、政宗役の人に声をかけてくれたこと……。

　當あたり矢やに挑ちょう戦せんしたときは、おっかなびっくり弓矢を構かまえる三玖のそばに、風太郎が彼かれ氏しのようについていてくれた。矢が見事的中し、二人して歓かん声せいをあげ大おお喜よろこびしたりもした。

（いつの間にかふつうに話せてる……。いろいろあったのに不思議……。フータローといると、細かいことなんて忘わすれてしまいそう。たとえば、そう……。下着まで濡ぬれちゃってることとか……！）

　着物の下のキャミソールもショーツも、ぐっしょり肌はだにはりついている。

　三玖が途と方ほうに暮くれていると、カーテンの下からスッと紙かみ袋ぶくろが差さし込こまれた。『お困こまりでしたらお使いください。』と書いたメモがつけてある。

「これ……下着屋さんの紙袋……。」

　けげんに思ってカーテンから顔だけ出してみたが、周しゅう囲いに人ひと影かげはない。

（誰だれ……？　係の人かな？　ありがたく使わせてもら……おっ……！）

　紙袋の中のものを取り出した三玖は、サーッと青ざめた。

　こっ、これはスケスケ紫むらさきレースのヒモパン──!?




　三玖に紙かみ袋ぶくろを届とどけた五月は、ぷりぷりしながら扮ふん装そうの館を出てきた。

　捨すてきれないでバッグに入れてあったセクシー下着一式が役に立ってよかったものの、恥はずかしさのあまり怒いかりに転じる──という感かん情じょう迷まい子ご状じょう態たいである。

「ホント助かったよー！　五月が下着を持っててくれて！」

　四葉は素す直なおに感かん謝しゃしたが、「でも、なぜ……。」と一花が当然の疑ぎ問もんを口にする。

「何かあるといけないと思ったんですっ！」

　何かあるって何が──とまではきけない一花であった。




　風太郎も制せい服ふくに着き替がえて、扮ふん装そうの館を出た。

「あいつら見つかんねーな。どこ行ったんだか……。」

　三玖はスースーするスカートの裾すそを手で押おさえ、顔を真っ赤にしている。

「ん？　どうした、三玖？」

　強い風でも吹ふいたら一いっ巻かんの終わりだ。

「!!　つ……疲つかれちゃった……少し座すわろう……。」

　三玖は風太郎を誘さそい、茶屋の横手にある、緋ひ毛もう氈せんをかけた縁えん台だいに腰こしを下ろした。




　告こく白はくの舞ぶ台たいは整った。邪じゃ魔まをされないよう、一花が『整せい備び中ちゅうにつき関係者以外立たち入いり禁きん止し。』の立たて看かん板ばんを路地に置いて通行止めにする。

「これでよし。」

「ごめん、遅おくれたわ。今どうなってる？」

　どこへ行っていたのか、なかなか戻もどってこなかった二乃が急ぎ足でやってきた。

「たぶんいい感じだよ。」

　一方、四葉と五月は茶屋の中に身を潜ひそめ、風太郎と三玖の背はい後ごにある格こう子し窓まどから様子をうかがっていた。

「四葉……これからどうしましょう……。」

「あ！　三玖のパン拾ったのにホテルに忘わすれてきちゃった……。」あちゃ～となる四葉。

「ええっ!?　パ、パン!?」パンツの次はパンとは、五月には何が何やらわからない。

　二人がヒソヒソ話していると、一花が入ってきた。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。これを三玖に渡わたせばいいんだね？」

　その手には、三玖の手作りパンが入った紙かみ袋ぶくろがあった。




「目まぐるしくて、あっという間の三日間だったね。」

　縁えん台だいに風太郎と並ならんで座すわり、三玖が言った。

「だな。」

「私わたしは実じっ質しつ二日間だったけど……。でもいいんだ。最後にフータローと過すごせた……それだけで。」

　靴くつの先をもじもじさせながら、うれしそうに素す直なおな気持ちを伝える。

「三玖……。なんだそれ？」

　三玖に目をやった風太郎が、いつの間にか縁えん台だいの端はしに置いてある紙袋に気づいた。

「えっ!?　なんで私のパンがこんなところに……。」

　三玖が目を丸くする。たしか、稲荷いなり山やまの頂ちょう上じょうで落としたと思ったのに。

「へぇ……おまえが作ってきたのか？」

「そうだけど……。」

「腹はら減へったし、一個こもらうな。」

　風太郎は遠えん慮りょなく紙かみ袋ぶくろに手を突つっ込こみ、クロワッサンを一つ手に取った。

「あっ、それはもう……！」

　出来たてならまだしも、作ったのは一昨日の朝。見るからにしんなりしている。

　風太郎は、かまわずクロワッサンをパクリと口に入れた。モグモグ咀そ嚼しゃくしたあとゴクンと飲み込み、「うん……。」と一つ息をついて腕うで組ぐみをする。

「うまい。」

「！」

「俺おれは味オンチらしくてな。正直自信はないし、ろくな感想も言えないんだが……。」

　風太郎はそう言いながら、優やさしいまなざしを三玖に向けた。

「おまえの努力。それだけは味わえた。がんばったな。」

　気の利きいたお世辞が言えない風太郎の、心から出た言葉が三玖の胸むねに届とどいた。

　三玖の瞳ひとみがみるみる潤うるんでいく。

「……うんっ。私わたし、がんばったんだよ。」

　泣きそうになった三玖は、両手で顔を覆おおい隠かくして言った。




「届けてきたよ。」

　茶屋に戻もどってきた一花に、「ごめん、一花……。」と四葉が頭を下げた。

「え？」

「私……全員が幸せになってほしくて。いつも消極的になってる子を応おう援えんしてたのかも……それで、一花の本当の気持ちに気づいてあげられなかった……だから、ごめん。」

　いつになく大人びた顔で一花を見つめる。一花は、グッと胸が詰つまって顔を伏ふせた。

「私……謝あやまられてばっかりだ……。いちばん謝る必要があるのは私なのに……。」




　格こう子し窓まどの外では、風太郎が三玖に思い出話を始めた。

「おふくろが昔、焼いてくれたんだ。六歳さいのころ、死ぬまでパンを毎日。なぜか今、それを思い出した。」

「フータローのお母さん……。」

　風太郎は空の彼方かなたを見つめ、かすかにほほえんで話を続けた。

「小さな個こ人じん喫きっ茶さでも出す、人気の手作りパンでな。俺おれも親おや父じも大好きな……。」と、そこで言葉を切り、苦く笑しょうする。「って、今は俺の話なんてどうでもいいか。」

「ううん、もっと教えてほしい！」

　三玖は思わず、風太郎のほうに身を乗り出した。

「こんなに一いっ緒しょにいるのに、そんなこと全然知らなかった！　ずっと自分のことばかりで、知ろうともしてなかった……。もっと知りたい！　フータローのこと全部！　そして……私わたしのことも全部知ってほしい。」

　恥はずかしそうに言うと、立ち上がって「あれ！」と掘ほり割わりの向こうにある長屋門を指さす。

「お奉ぶ行ぎょう所しょとして時じ代だい劇げきにも使われてる名スポット。今日はあそこを見られただけで満足。」

　風太郎がフッと笑う。「おまえはそうだろうな。知ってる。」

「さっき渡わたった大きな橋も好き。」

「またドラマか？」

「うん。それとね、あれも好き。あれも好き。これも好き。」

　次々と指さし、最後は縁えん台だいのかたわらに立っている野の点だて傘がさを指した。

「いや、多すぎるだろ。知ってたが。」

　三玖の指がゆっくりと下がって、風太郎の鼻先でピタリと止まる。

「好き。」

　ふわりと風が吹ふき、三玖の髪かみを後ろになびかせた。




　言った……!!　格こう子し窓まどからのぞいていた姉し妹まい一同が、そろって息をのむ。

（……三玖、ごめんね……ずっと邪じゃ魔ましてごめん……。）

　一花は、打ちひしがれたように目を伏ふせた。

（フータローくん、噓うそついてばかりでごめんなさい。だけど、あのことは──。）

　六年前の、修しゅう学がく旅りょ行こうでの出来事を思い出す。




　京都駅で迷まい子ごになった四葉は、その夜、のちに父となる中野マルオに連れられ、姉し妹まいたちのいる旅館に戻もどってきた。母の零奈に頼たのまれて、京都まで四葉を探しにきたのだ。

「今日ね！　すっごく面おも白しろい男の子に会ったんだ！」

　四葉は四人に風太郎との冒ぼう険けんを興こう奮ふん気味に話して聞かせ、みんなの分の学業成じょう就じゅのお守りを手のひらに取り出した。

「それから、一いっ緒しょにこのお守り買ったんだ！　その子、今も大広間にいるんだって！」

　人のものをすぐ欲ほしがる、一花の悪いクセが出たのかもしれない。

　どんな子なんだろう──一花は興きょう味み津しん々しんで廊ろう下かを歩いていた。すると、障しょう子じ戸どを開け放った大広間に、金きん髪ぱつの悪ガキがゴロンと横になっているではないか。

「よっ！　来てくれたのか。一人で退たい屈くつしてたんだ。なんかしようぜ。」

「じゃ、じゃあ……七しち並ならべ！」




　名前も知らない男の子のカンちがいを訂てい正せいせずに、四葉のふりをしてトランプで一いっ緒しょに遊んだ、ほんの少しのわずかな間だったけれど──。

（きっとあの時間があったから、きみを好きになったんだ……。）

　風太郎があのときの悪ガキだと気づいたのは、林間学校の肝きも試だめしの夜、金きん髪ぱつのカツラをかぶった風太郎を見たときだ。

（フータローくん……もう信じてくれないだろうけど。あれだけは……あの思い出だけは、噓うそじゃないんだよ……。）

　一花の目に涙なみだがあふれ、とめどなく滴したたり落おちる。

　すると、隣となりにいる二乃が前を向いたまま言った。

「一花……アタシね、あの二人が一緒にいるのを見て、いてもたってもいられずに気がついたら飛びついてた……。」

「二乃……。」

　自分からお膳ぜん立だてしたことなのに、一緒に写真を撮とったりゲームをしたりする三玖と風太郎を見ているうち、嫉しっ妬とと独どく占せん欲よくを抑おさえきれなくなってしまった。

「アンタの気持ちが少しわかったわ……。もしかしたら、アタシとアンタ……タイミングがちがえば、立場も逆ぎゃくだったかもしれない……。」

　一花は何も言えず、涙なみだが流れるまま二乃を見つめている。

「えらそうなこと言って、ごめんなさい。」

　二乃も泣いている。顔じゅう涙でぐしゃぐしゃにして──。

「そんなこと……そんなことない……。」

「ありがと……。でも同時に、おのれの愚おろかさにも気づいたの……。アンタもそうなんじゃない？」

　そう言って、一花の肩かたに手を置く。

「三玖は最後まで、一花は悪くないと言ってたわよ。」

　四葉と五月は、二人のやりとりをじっと見守っている。

　姉し妹まいで恋こい敵がたきで──一花は、二乃と三玖への想おもいを嚙かみしめながら目を閉とじた。

「……うん。抜ぬけ駆がけ……足の引っぱり合い……この争いに、なんの意味もない……。」

　泣きながら話す一花の言葉に、三人がしっかりとうなずく。

「私わたしたちは、敵てきじゃないんだね。」

　泣き笑いになった一花に、二乃が言う。

「三玖に謝あやまりましょう。きっとまえより仲よくなれるわ。アタシたちにしては珍めずらしく、同じ好きなものを話せるんだもの。」

　そう、トランプのハートのＡエース、２、３の札がきれいにそろったみたいに──。




「──好き。」

「……ああ、知ってるぞ。」

　風太郎が真しん摯しなまなざしで答える。三玖はうれしそうにほほえんだ。

「だが……。」

　さらに口を開こうとした風太郎より先に、三玖は風太郎を指していた人さし指を、背はい後ごの格こう子し窓まどに向けて言った。

「うん。やっぱり私は家族のみんなが好き。」

「ええっ!?」「えええ!?」

　思わず格子窓から顔をのぞかせた二乃と、驚おどろいて後ろを振ふり返かえった風太郎の目が合う。

「おまえ、なぜここに……。」混こん乱らんする風太郎をよそに、

「三玖、気づいていたの？」「いったいいつから……。」

　茶屋から四葉と五月が次々に現あらわれてたずねる。続いて二乃も出てきた。

「やっぱり……。一花と二乃の声が聞こえたときから、おかしいと思ってた。」

　着つけ体験の呼よび込こみの声を、三玖が他人と聞きまちがえるわけがない。それに、扮ふん装そうの館には三玖の好きな戦国武ぶ将しょうの衣い装しょうなんてなかった。

「待て待て、整理しよう……。ということは……今の『好き』ってのは……。」

　脂あぶら汗あせをダラダラ流す風太郎。三玖はしれっと茶屋の格子窓を指さした。

「そこに隠かくれてたみんなを指してだけど……ん？　もしかして。」

　後ろ手になり、風太郎の顔をイタズラっぽくのぞき込む。

「自じ意い識しき過か剰じょうくん。」

「～～～！　ば、馬鹿にしやがって！」

　風太郎は真っ赤になって立ち上がり、リュックを手にのっしのっしと歩き去る。

「三玖、いいの？　せっかく伝えたのに、ごまかして。」

　四葉が気き遣づかうと、三玖はさっぱりした表ひょう情じょうで言った。

「いいんだよ。私わたしは誰だれかさんみたいに、勝ち目もないのに特とっ攻こうするほど馬鹿じゃない。」

「誰が馬鹿よ！」しっかり自覚がある二乃である。

「それに……フータローも思ってるほど、鈍にぶくないから。」

　風太郎はうなじをさすりつつ、やっぱりそういうことだよな……と歩いていく。

　そんな風太郎の後うしろ姿すがたを見ていた三玖は、紙かみ袋ぶくろを拾ってくれた四葉を振ふり返かえった。

「だから四葉……パンをありがとう。」

「ししし！　一時はどうなるかと思ったよ。」

「あと……たぶんこれ、五月だよね？　ありがと……。」

　三玖が恥はずかしそうにスカートのお尻しりを押おさえる。

「すみません……。」五月も恥ずかしそうだ。

　三玖は、二人の後ろにいる二乃に一歩近づいた。

「二乃……。」

「！　いいわよ、水くさい……。」例のごとく、照れてツンと顔をそらす二乃。

「うん、ありがとう。そして、いち……。」

　一花がタタタ……と駆かけてきて、泣きながら三玖をガバッと抱だきしめた。

「ごめんっ！　ごめんね、三玖っ！　ごめんなさい……！」

　三玖の目にも涙なみだが浮うかび、一花をぎゅっと抱きしめ返す。

「いいよ……。恋こいって、こんなにもつらいんだね……。ありがとう、一花。」

　固く抱き合う二人を、ほかの姉し妹まいが温かく見守っている。

　掘ほり割わりの橋を渡わたりながら、風太郎も穏おだやかなまなざしでその様子を見つめていた。

　それから集合時間までのあいだ、五つ子が何をして、何を話したのか──それは五つ子以外、誰だれも知らない……。




「フータローくん。」

　扮ふん装そうの館の前で武田たちを待っていると、いつもの笑え顔がおで一花が歩あゆみ寄よってきた。

「フータローくんにも迷めい惑わくかけちゃったね。ごめんね。」

　風太郎は申もうし訳わけなさそうに目を泳がせ、口を手で覆おおう。

「その……昨日は言いい過すぎた。おまえの言い分も聞かずに……反省している。」

　そう伝えたくて、女じょ優ゆうの一花なら映えい画が村むらに来るだろうと、Ｅコースを選んだのだ。

　風太郎にも謝あやまられてしまった一花は一いっ瞬しゅん、ぽかーんとなった。

「……まったく、そのとおりだよ！　女子にあんな目を向けるなんて最低！」

　フンッとそっぽを向いて、怒おこったふりをする。

「すまん……。」

「私わたし、すっごく悲しかったんだよ！」

「す、すまん……。」

　一花は「なーんてね。」とつま先立ちになり、風太郎の肩かたに手を置いて顔を寄よせると、

「全部噓うそだよ。」

　言うなり、風太郎の頰ほおにチュッとキスする。

「えっ？　全部って……。」

　赤くなってオロオロしている風太郎に、小こ悪あく魔ま一花がイタズラっぽく笑う。

「全部。」

　笑え顔がおの一花の目には、けれど少しだけ切ない涙なみだが光っていた。




　全部とは──帰りの観光バスで、風太郎は一花にキスされた頰に手をふれ、うーんと考かんがえ込こんでいた。

「上杉くん、聞いたかい？　例の盗とう撮さつ騒そう動どう。」

　隣となりの席の武田が、キラキラしながら言った。

　後ろの席から、「わりィ、ミスった。」と前田が身を乗り出してくる。

「やっぱりおまえか。」

「つい気合を入れちまってな……。」

　ホテルの廊ろう下かで五つ子の写真を撮とったのは、さすがにやりすぎだった。

「ハァ……まぁいい。俺おれが頼たのんだんだからな。」

　ため息をつき、清すが々すがしい顔でほほえむ風太郎。

　ホテルに観光バスが到とう着ちゃくし、生徒たちが次々と降おりていく。

　バスに残った風太郎は、前田に預あずけてあった使つかい捨すてカメラを構かまえた。

「はい、チーズ。」

　後部座ざ席せきで身を寄よせ合あって眠ねむっている五つ子に向かって、カシャリとシャッターを切る。

　駐ちゅう車しゃ場じょうの水たまりには、青い空が映うつっている。

　風太郎は思う。きっと雨が上がったあとの土は、より固くなるはずだと──。





＊






「あなたは新しん郎ろうを、病やめるときも健すこやかなるときも、富めるときも貧まずしいときも、夫として愛し敬うやまい、慈いつくしむことを誓ちかいますか？」

「はい、誓います。」

「それでは、誓いのキスを──。」

　ゴーン……教会の鐘かねが鳴る。

　今まさに結けっ婚こん式しきが行われている教会の親族控ひかえ室しつのテーブルの上に、修しゅう学がく旅りょ行こうのアルバムが開いて置いてある。五人分のプレゼントを用意するお金がないので、誕たん生じょう日びプレゼントのお返しにと風太郎が作ってくれた、思い出の記録。その中に、バスの後部座ざ席せきで眠ねむりこけている五つ子の写真も収おさまっている。五人で一いっ緒しょに写っている、貴き重ちょうな一枚まいだ。

　四人はワイワイ言いながら、懐なつかしそうにアルバムを見ていた。

「あ、そろそろ誓いのキスかな。」

「あはは、二人とも緊きん張ちょうしてそー。」

「でも、こっそり聞いたんだけど、五年前、おじいちゃんの旅館にみんなで行ったとき、二人はすでに──。」




　春休みの家族旅行の最終日、風太郎は展てん望ぼう台だいの『誓ちかいの鐘かね』の前で不ふ敵てきに笑っていた。

「フッフッフ……これでもう、あいつらにだまされずに済すみそうだ。」

　そのとき、タッタッタッと小走りに駆かける足音が聞こえてきた。

「……なんだ!?」

　振ふり返かえった風太郎に、五月のかっこうをした五つ子の誰だれかが目を閉とじてキスを迫せまってくる。

「わっ！　いや……本当に……なんだ……！」

　後ずさった拍ひょう子しにツルッと足を滑すべらせて、風太郎はとっさに誓いの鐘の紐ひもをつかんだ。

　誓いの鐘が高らかに鳴る。

　そんな中、もつれあうようにして倒たおれた二人の唇くちびると唇が重なった。







　──あの日から……きっと、あの日からだ……。




　教会の鐘かねが鳴なり響ひびく。

　目を閉とじて誓ちかいのキスを待つ花はな嫁よめの唇くちびるに、風太郎はそっと近づいて唇を重ねた。




　そう、彼かの女じょを特別に感じたのは、きっとあの瞬しゅん間かんから──。
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